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プロローグ　いつかの記憶







　それは、少女にとって大切な思い出だった。

「……かえる？」

　どこまでも続く青空。穏おだやかな風。草と木と花の匂におい。

「はい。パパとママのお仕事、おわりました。わたくし、おうち、かえります」

　眼下に見えるのは、大切な出会いがあった街の風景。

「そっか……残念だな」

　少女の隣となりに座すわった少年は、そう寂さびしそうに言った。

「わたくしも、残念。まだ……たくさん、遊びたかった」

「オレも。なあ、どうにかならないのか？　せめて、もう少し……」

　少年の提案に、しかし、少女は首を振ふる。

「だめなの。おうちに帰ってちょっとしたら、わたくし、また別の国にいく。それが、パパとママの、お仕事だから」

「……ちぇ」

　膝ひざを抱かかえ、口を尖とがらせる少年に、少女は微笑ほほえむ。

「ありがとう。あなたがいてくれたから、わたくし、楽しかった」

「べつに、お礼なんていいよ。友達だろ」

　照れくさそうに鼻を掻かいた彼かれは、次に少女にこう尋たずねた。

「……オレのこと、覚えててくれる？」

　少女は、もちろん、と頷うなずいた。

「わたくしのことも、覚えていてくれる？」

　少年は、当たり前だ、と答える。その短いやりとりが、なぜか少女はたまらなく嬉うれしかった。この国にきて、初めて出来た友達――不思議な魅み力りよくのある少年との絆きずなを、再確かく認にん出来たような気がして。

「……オレさ、大きくなったらぜったい、ヒーローになるんだ」

　少年はそう言って、立ち上がった。

「みんなを守れるような、すっごい強いヒーローになる」

「ほんと？　すごい」

　少女は、彼ならなれると、何度も頷く。それに、少年はにっこりと笑った。

「だから、なにか困ったことがあったら、どんな遠くにいても言ってくれよな。絶対に、助けにいくから」

「うん、ありがとう！　うれしい」

　胸に手を当て、少女は目を閉じた。少年と自分の、将来を夢想する。

「……でもね、わたくしも強くなりたいの。守りたい人がいるから」

「だれだ？　お父さんとか、お母さん？」

　少年の問いに、少女は首を振った。

「きゅうせいしゅ様！」

「きゅうせいしゅ様？」

　おうむ返しに言った彼に、少女は大切なものを包つつみ込むように両手を閉じる。

「きゅうせいしゅ様は、いつか、お生まれになるの。それで、この世界をすくってくれるんだって。わたくしのパパもママも、その助けになるために、一いつ生しよう懸けん命めいお仕事しているの」

「ふぅん……ゲームの勇者みたいなもんかな」

　よく分からないというように、首を傾かしげている少年へ、

「わたくし、そのきゅうせいしゅ様の手助けをするために、強くなりたい。まもってあげたいの」

「へぇ、なるほどなあ。それがお前の夢か」

　腕うでを組み、しばらく遠くを見つめ、少年は言った。

「よし、それじゃあ、約束しよう」

「……約束？」

　彼は少女の方を見つめ、小指を差し出だす。

「お前が困ってたら、いつでも助けにいくって言ったからな。そのきゅうせいしゅ様を、オレも守ってやる」

「え……いいの？」

　驚おどろいて目をしばたたかせる少女に、少年は深々と顎あごを引いた。

「うん。だから、約束しよう。大きくなったら、オレとお前で、きゅうせいしゅ様を守ってやるんだ」

「……う、うん」

　少女もまた立ち上がり、少年と小指をからめあう。彼に教わった、この国での契ちぎりを結ぶ時の儀ぎ式しきだった。

「絶対だぞ。二人で、大きくなったら守るんだ」

　少年は、力強い言葉で、こう告げる。

「その時は――」

　その日、少年と交かわした約束を、少女は忘れなかった。

　どこまでも続く青空。穏やかな風。草と木と風の匂い。

　眼下に広がる街の風景は、途と方ほうもなく大きくて。

　――二人の未来が、その先で待っているような気がしていた。







第一章　神魔とミンクとある手紙







　ミンク・フィナーレは悩なやんでいた。

「……ふぅ」

　教団から与あたえられた家は、一人で住むにはいささか広すぎる。

　静けさの中、がらんとしたリビングでお茶など飲んでいると、余計にそう思えた。

「どうすればいいんでしょうか……本当に」

　片かた肘ひじをついたミンクの視線、その先には一枚の写真がある。そこには、一人の少年が写っていた。

　整ってはいるものの、格好かつこいいというほどではない。だけど優やさしげで、あたたかな、陽ひの光を思わせるような顔。

　日鎖かざり心しん真ま。ミンクが教団の命を受け、救世主としての誘さそいをかけている人物である。

　彼は歴史の裏で暗あん躍やくしてきた、尋じん常じようならざる能力を宿す【資格者】だった。しかも本来ならどちらかしか宿せない【破は壊かい】と【再生】、二つの力を使いこなし、加えて火、水、土、風という四つの属性全すべてを扱あつかえる可能性まで出てきているという、その外見からは想像も出来ないほどの価値を秘ひめた存在である。

　そして同時に、ミンクにとっては小さな頃ころから見知っていた、幼おさな馴な染じみでもあった。

　ミンクは、【エターナル】という大規模新興宗教団体に属ぞくしている。創始者は絶大なる【再生】の力を宿す資格者であったエルスタインという男で、彼の残した癒いやしの力によってエターナルは今日に至るまで発展し続けてきた。

　そのエターナルがエルスタインの意志を継つぐ者としてシンマを指名した時、ミンクは心から、これは運命だと感じた。

　ミンクには夢があった。いつか現れる救世主の守り手として生きる――そんな内容の夢が。その相手がシンマだったのだ。偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎている。これはきっと、エルスタインのおぼしめしだろう。いや、そうに違ちがいない。そうに決まっている。

　そしてそれを裏付けるように、シンマを導き、守る役として選ばれたのはミンクだった。

　もはや間ま違ちがいがない。全てはミンクが生まれた時から、用意されていた道だったのだ。

　後は日本へ赴おもむき、彼と再会するだけ。話は恐おそろしいほどに、単純だった。

「……そう思ってたんですけどね」

　ミンクは大きくため息をついた。シンマの写真をそっと撫なで、単純であったはずの話が複雑化してきた過程を思い出す。

　まず、シンマが、過去にあった事故のせいでミンクとの記憶をほとんど失っていたこと。

　そして【破壊】の力を持つ党首が創つくり上あげた組織【夜明けの星々ロート・グランツ】から、アリスがやってきたこと。

（どっちも大変です。でも、シンマくんの記憶に関しては徐じよ々じよにこれから思い出してもらえればいいこと。それにアリスだって、シンマくんの気持ちを動かすには至っていません）

　シンマは恐ろしいほどに、何事にも流されない人間である。どんなものにも従わず、ただ、ひたすらに自分を貫つらぬこうとする。故にアリスも苦戦しているようではあった。

（そう……本当に警けい戒かいしなければいけないのは、もう一人の方です）

　もう一度、ため息を一つ。ミンクはふと、窓の向こうを見つめた。

　その時、騒さわがしい声が聞こえ、はっとして立ち上がる。ミンクはそのまま、窓の傍まで寄ると外をちらと見た。

「いい天気だなあ。気温はちょっと高いみたいだけど」

　隣の家から、シンマが出てきて声を上げたところだ。彼は振り返かえると、呼びかけた。

「準備いいかー？」

　すると、やや硬かたい口調で答えが返る。

「はい。お待たせして申し訳ありません。奈な々な様、無ウー、参りましょう」

　次に出てきたのは、髪かみをアップにした一人の少女だった。息を呑のむほどの美び貌ぼうだが、その表情は限りなく無に近い。

「よし、それじゃあ、出かけるか」

　シンマの号令を皮切りに、後から元気の良さそうな二人の人物が現れる。一人はおかっぱ頭に太い眉まゆが特とく徴ちよう的てきな、一人は脂あぶらっ気けのないぼさぼさな髪を上で二つにくくった、どちらも女の子である。四人はそれぞれ、楽しそうに会話をしながら去って行った。

「シンマくん……またコトハさんとお出かけするんですね」

　複雑そうな顔でそう呟つぶやき、ミンクは壁かべにもたれかかる。何度目かの、長い息をついた。

　御み守かみ紅こと刃は――シンマの護衛として、日本国から派は遣けんされてきた少女である。優すぐれた剣けんの腕と身体能力を有し、おまけにシンマから最初に選ばれた、その力の一部を使うことの出来る資格者直属の配下【使徒】でもある。

　そのせいがあるのかどうかは分からない。だが――シンマはどうも、彼かの女じよのことを特別視しているような気が、ミンクにはしていた。

　考えてみれば、当然のことかもしれない。警護のため、シンマとコトハは二十四時間、一つ屋根の下にいるのだ。いくらコトハがそういったことに関心が薄うすいとは言え、それでもいささかの変化はあろう。シンマとてそれは同じだ。

　少なくとも、別々の家で暮らしているミンクよりは、ずっと。

（シンマくん、コトハさんに優しいし……もしかして、好き、なのかな）

　そこまで思い至って、ミンクは自分自身に対し愕がく然ぜんとした。

「な……なに考えてるんですか!?　そ、そんなわけありません。多分……その、まだ」

　声に出して、自分を叱しつ咤たする。いささか、不安なところもあったが。

「でも、わたくしも、そろそろ頑がん張ばっていかないと本当にまずいかも」

　ミンクが、コトハにアドバンテージをとられていることは確かなのである。この辺りでシンマとより一層、近づかなければ彼女にまた距きよ離りを空けられてしまう。

「そう、教団のためにも努力あるのみです。……教団のため」

　そう口にしてみて、ミンクは自分でも違い和わ感かんを覚えた。

（……嘘うそですよね）

　もちろん、教団の為ためであることも確かだ。だが、それだけではない。

（わたくしは、きっと、コトハさんにシンマくんをとられたような気がして悔くやしいんです）

　自分の方がもっと昔から、シンマのことを知っていたのに。ずっと前に、仲良くなったのに。そんな気持ちが、ミンクの心を急せかしているのだ。

（で、でも、負けませんよ……わたくしは！）

　そう、まだ二人の仲が決定的になったわけではない。であれば、まだまだ自分にだってチャンスがあるはずだ。

「よし……ファイトですよ！」

　自分の頬ほおをぱんぱんと叩たたき、ミンクは立ち上がった。

「やりますよぉー、おー！」

　独り元気よく、両手を挙げて大声で志気を高める。まさに、そのタイミングだった。

「……あれ？」

　ポケットが震ふるえた気がして、ミンクは携けい帯たい電話を取り出した。

「珍めずらしいですね……教団からです」

　パソコンからの転送メールのようだった。受信フォルダを開いて、ボタンを押おす。すると手紙の中身がディスプレイに表示される。

「……えっ」

　書かれていた文章を読んだ瞬しゆん間かん、ミンクは目を見開いて固まった。

「う……嘘」

　信じられない内容が並んでいる。唇くちびるに添そえた自分の指が、不安に震え始めた。

「……どうしよう……」

　思わずミンクは呼んでいた。幼い頃、自分を救ってくれた人物を。

「し……シンマくん……！」

　頼たよりになる、幼馴染の名を――。




　その日、シンマは用事があって繁はん華か街がいまで出かけていた。

「いやぁ、思ってたより安くてつい買いすぎちゃったなあ」

　そう言って、手にもった紙かみ袋ぶくろを持ち上げる。中身は全て衣類だ。近くの店が閉店するということで大バーゲンを行っており、これ幸いとごっそり買い物をしてきたのである。

　貯金と朝刊配達のバイトで食いつないでいる身としては、こういったチャンスでもなければ新しい服を購こう入にゆうすることなど出来なかった。

「申し訳ありません、シンマ様。私の分まで買って頂いて……」

　隣を歩くコトハが、深々と頭を下げる。それにシンマは手を振った。

「いいよ。前に言ってたもんな、コトハの服も買わなきゃって」

「ですが、本当に宜よろしいのですか？　お金ならお支し払はらい致いたしますが……」

「気にしない、気にしない。これくらいなら、まだなんとかなるって」

　そう言って快活に笑うシンマへ、コトハは再び礼を述べてきた。もう何度目かになるやりとりだ。当初、コトハは頑がんとして自分の分は自分で支し払はらうと言って聞かなかったのだが、シンマが半ば強ごう引いんに押し通とおして彼女の分まで購入したのである。

「それに、言ったろ？　記念なんだよ、今日は。新しい家族も出来たしな」

「……そうですか。ありがとうございます」

　コトハは言って、前を見つめた。その視線の先には、はしゃぎ合う二人の少女がいる。

「奈々はなー、魔ま法ほう戦士ギリギリリーコのＴシャツだぞ！」

　自じ慢まんげに買ってもらった服を見せているのは、シンマの実の妹の奈々である。魔法戦士ギリギリリーコとは日曜日の朝にやっている子ども向け番組の名で、毎回、なにかとピンチになる女の子が主人公の魔法少女ものだ。

「なんだ、ギリギリリーコなんて、奈々はやっぱり子どもだな。無は大人だから、そんなものはいらないんだ」

　ふふん、と鼻を鳴らして年上ぶっているのは、無幻狼シイ・レアンという少女。彼女は幻狼一族という【資格者】殺しを専門としていた血筋の人間で、以前、シンマの命を狙ねらってやってきた。もっとも、現在、無はシンマについて『審しん議ぎ中』であるらしい。つまり、命を奪うばうほどの悪人かどうかを判断するため、一いつ旦たん、自分の任務を中止しているということだ。

　そのため、シンマの近くにいる必要があるのだが、彼女の唯ゆい一いつの肉親である蒼ヤンという兄はその【諸もろ々もろの事情】の影えい響きようから、出身国に帰って療りよう養よう中だ。まだ幼い無が、一人で暮らすにはいささかに厳しいものがある。そこでシンマが、彼女を引き取っているのである。

　傍から聞いていれば、少女とは言えど、自分を殺そうとした人間と一つ屋根の下で生活しているというのは、とんでもない話だ。

　だが、シンマは出会った頃ならともかく、現状、彼女が本心から自分をどうにかしたがっているとは到とう底てい思えなかった。それ故、無を一時的に預かることを決めたのである。

「でも、無だって、ギャリバーの服を買ったじゃないか！」

　奈々が指し摘てきすると、無は「うぐっ！」と自分の持っていた袋ふくろを抱だきしめた。その中には、【人造人間ギャリバー】という、男の子向け特とく撮さつ番組の主人公、ギャリバーが描えがかれたシャツが入っている。

「ぎゃ、ギャリバーは大人のものだからいいんだ！　せんれんされたはいせんすなくぉりてぃで、ふかいてぇまとともに、にんげんのえごを描いているんだぞ！」

　無は、自分でも意味が分かっていないであろう台詞せりふをつらつらと並べ立てた。恐らく、ネットかどこかから文章を引っ張ってきたのだろう。

「宣伝されたハイ扇せん子すな栗くり乙おと女めで、深い手て毬まりと共に人間のエコをえがく？　なにそれ？」

　奈々が不可解な顔をすると、無は、やはり答えられないのか、目を泳がせるのだった。

「無、シンマ様にお礼は言ったのですか？」

　コトハが問いかけると、「ねえ、どういう意味？　どういうこと？」という奈々の質問攻ぜめにたじろいでいた無が、シンマの方を向いた。

「言ってないな！」

「……言いなさい」

「嫌いやだ！」

「貴方あなたはそうやって、シンマ様に不ふ遜そんな態度をとっていますが、自分がどれほどお世話になっているのか分かっているのですか」

　無表情で、棒読みのような口調ではあるが、コトハの声こわ音ねには妙みような迫はく力りよくがあった。無は、途と端たんに顔をひきつらせて後ずさる。

「いや、コトハ、オレは別にいいって……」

「いいえ、無は知らなければなりません。シンマ様のご温情がなければ、今いま頃ごろ、彼女はどうなっていたことか。それを理解してもらわなければ」

「……は、はあ。そうですか」

　こちらまで威い圧あつしてきそうなほどのオーラに、シンマまで思わず身を引いた。

　どうやらコトハは無と自分とを重ねているところがあるらしく、たまにこうやって、彼女に対して姉のような態度をとることがある。

「ふ、ふん！　別に、無はシンマにギャリバーを買ってくれと、頼たのんだわけじゃない！」

「まあ、確かに頼んではいないよな。ずっとじーっと見つめたまま、微び動どうだにしなかっただけで……。後、ちらちらこっちを見ながら、『買え……買え……』って呪のろいみたいに呟いてただけで」

　シンマがそう指摘すると、無はかぁっと顔を赤くさせた。

「う、うるさい！　そんなことはない！」

「ありがとうと、そう言えばいいだけの話ではありませんか？」

　コトハがそう言うと、奈々もまた大きく頷いた。

「そうだぞ、無。親切にされたら、お礼は言わなきゃダメだ。奈々は言ったぞ！」

　二人からの責めに、無はますます行き場をなくしたのか、あたふたと双そう方ほうを見比べていた。そして最後に、

「う、うるさい！　言わないったら言わないんだ！　わー！」

　と叫さけんだ後で、シンマの方に向かって走ってきた。と思うや否いなや、跳とび上がって首にかじりつく。

「うごっ」

　思わぬ衝しよう撃げきによろめいていると、無は耳元で呟いた。

「……ありがと」

　そのまま飛び降りると、こちらを少し振ふり向むく。その顔は、耳まで真っ赤に染まっていた。彼女はそのまま、走り去って行く。

「申し訳ありません、シンマ様。後でよく言って聞かせておきますので」

「……いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。あんまり怒おこらないであげてくれ」

　シンマは苦く笑しようして、無の後ろ姿を見送った。彼女は素す直なおではないが、根は間違いなくいい子だ。それが分かったからこそ、無を引き取る気になったということもある。

「それより、そろそろ家だな。晩ばん御ご飯はんなに作ろう？」

「奈々はカレー食べたい」

「一昨日食べたばっかだろ……。作り過ぎて朝昼晩カレーになって『もう……もうたくさんだ！　なんでも吐はくからゆるしてくれ！』って厳しい取調べに音を上げた犯人みたいになってたのは誰だれだっけ？」

「にいくん、昨日のじぶんはきょうの他人だぜ」

　きりっとした顔で、奈々は、それっぽい決め台詞を言い放った。

「じゃ、明日になったら今日買った奈々の服は要いらないな。他人のものだしな」

「にいくん、明日のじぶんは、きょうの友達だぜ」

「……そういう言葉どこで覚えてくんの？　変なテレビ観みるなよ？」

　シンマは呆あきれながらも、結局は奈々に負けて今日はシーフードカレーにすることを彼女に伝えた。海かい鮮せんを入れていることで違いを見せ、妹を甘あまやかしているわけではないと自分に言い訳する。奈々は「カレーだあああ！」と叫びながら猛もう速度スピードで自宅まで駆かけ抜ぬけていった。

「さて……んじゃ、行こうか、コトハ。また機会あったら、こんな風に出かけような」

「はい、ありがとうございます。ですが、次回は自分のお金で、シンマ様のために服を購入したいと思います」

「オレのために？　と、言うと？」

「シンマ様のお気きに召めす服装、ということです。たとえばそうですね、体操服とブルマでありますとか、猫ねこ耳つきのメイド服でありますとか、タンクトップにホットパンツでありますとか。あるいは少し特とく殊しゆなところであれば、くの一のような恰かつ好こうをするとか、もしくは……」

「はい、ちょっと待とう。ちょっと待とうか、コトハさん」

　まだまだコトハの口から出て来そうなファッションというよりはコスプレの羅ら列れつを、シンマはそこで制止した。

「コトハはもしかして、オレを変態だと思ってないか？」

「滅めつ相そうもありません。ですがシンマ様がご自分を変態と認めるのであれば、私の体を使って発散して頂くことを提案」

「しなくていい！　だから、そう思ってないなら、なんでそんな怪あやしげな服装ばっかり出てくるんだよ！」

「先日、シンマ様のお部屋を掃そう除じしていたところ、そのような本が二、三冊ばかりでてきたものですから」

「まさかの家探し！　ちょ、言ったよね!?　オレの部屋、掃除とかはいいからって、言いましたよね!?」

「はい。しかし、私は使徒ですから、資格者であるシンマ様のどのような要望にも応こたえることのできるよう、日々、研けん鑽さんに努めなければならないのです」

　真まっ直すぐとこちらを見つめながら、コトハは頷うなずいた。残念ながら、彼女はふざけてこんなことを言っているのではない。至って真ま面じ目めなのである。それだけに性質が悪かった。

「……あの、はい。ありがとうございます」

　そんなコトハにどう言えばいいか分からず、シンマはとりあえず礼を述べる。するとコトハは「いえ、とんでもありません」と頭を下げた後、思い出だしたように告げた。

「そういえば、私は今、先日買い求めました下着を着用しているのですが、宜しければ」

「見ないスカートまくらない上着を脱ぬごうとしない！」

　事前にコトハが行動しようとすることを全て予測し、シンマはストップをかける。彼女は目をしばたたかせ、「……そうですか」と視線を下げた。やや、落ち込んでいるように見えるのは気のせいだろうか。その姿に、少し言いすぎただろうかとシンマが思っていると、

「確かに、公道でそのような行こう為いに及およんではシンマ様にご迷めい惑わくがかかりますね。では、帰宅した後、シンマ様の自室でということで……」

　全然そんなことはなかったと、シンマはその場に倒たおれそうになった。

「いや、いいから、本当にコトハはそういう、なんか、気を遣つかわないでもいいから……」

「分かりました。ですが、シンマ様がその気になられましたら、何い時つでも仰おつしやってください。私はお待ちしております」

　胸に手を置き、きりりとした顔を向けてくるコトハ。どうにも一度、彼女とはきちんと話し合わなければならないと、シンマは思った。

　と――、

「……あれ？　ミンク？」

　自宅まで後少しというところで、シンマは足を止めた。

　シンマの家の隣となりには、長い間誰も住んでいなかった家がもう一軒けん、建っている。

　そこには今、シンマの友達であるミンク＝フィナーレという少女が住んでいるのだが。

　その玄げん関かん先さきで、膝ひざをかかえ、顔を伏ふせたままの当人がいたのである。

「どうした、ミンク。誰か待ってるのか？」

　シンマが前に立って声をかけるも、返答はない。おかしいな、と思って再度、「ミンクー？　大丈夫かー？」と肩かたに手を置いた。

　すると突とつ然ぜん、がばりっとミンクの手が動いてシンマのそれを掴つかんだ。

「おうわっ!?」

　あまりに素す早ばやい動作だったので、思わずびっくりして仰のけ反ぞってしまう。コトハがたえず携たずさえている自らの愛刀に手を添えたが、シンマはそれを制した。

「……ど、どうした？」

「し、シンマくん……」

　シンマは思わず目をしばたたかせた。ミンクの体と声が、震えている。これは尋じん常じような事態ではないと、思わず膝をついて顔を覗のぞきこんだ。

「なにかあったのか？　泥どろ棒ぼうでも入ったか!?」

「シンマくん……」

　ミンクは、ゆっくりと顔を上げた。そして、

「じ、じんまぐぅ――んっっ！」

　次の瞬間、涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃになった状態で、シンマに抱きついてくる。

「わっ！　え、なんだ!?　お、落ち着いて！」

「じんまぐぅん！　わ、わだぐし、も、もう」

　思わず尻しり餅もちをつくと、嗚お咽えつを上げながら、ミンクはシンマに向かって大きく叫んできた。

「わたぐじ、もう、ダメれすぅ――ッッ！」




「……お姉さんが来る？」

　思わず、シンマはすっとんきょうな声を発していた。

「はい……そうなんです」

　シンマが出した紅茶の入ったカップを手にとって、ミンクは頷く。

　突然、泣きじゃくった顔で自分に縋すがってきた彼女を、とりあえず落ち着くよう言い聞かせ、シンマは自宅へと連れ帰った。

　奈々や無には二階で遊んでいるように告げると、シンマはコトハと二人、居間でミンクと向かい合っている。そこで、ミンクにことの次し第だいを尋たずねたのだが。

「ミンクって、お姉さんがいたのか？」

「ええ。レイラといいます」

　彼女の姉ならば、よほどの美人なのだろう、とシンマは想像してみる。しかし、少しおかしいことに気付いてミンクに問いかけた。

「でも、小さい頃ころにお姉さんがいたって記き憶おくは、オレにはないんだけど。まあ、小さい頃のことはほとんど覚えてないから、仕方ないって言えばそうだけどな」

「いえ、多分、シンマくんがお姉ちゃんと会ったことはないはずです」

　そこで紅茶を一口飲んでミンクは、

「わたくしは……というより家族とお姉ちゃんは、ずっと離はなれて暮らしていましたから」

「ふぅん。そりゃまた、なんで？……って、訊きいていい話なのかな」

　なにか事情があるのだろうかと遠えん慮りよしたシンマに、ミンクは微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ。簡単な話です。お姉ちゃんは、とても優ゆう秀しゆうだったからです」

「優秀っていうと、エターナルの中で、ってことかな」

「はい。わたくしたち家族は、エターナルに所属ぞくし、世界各地で布教活動を行っていたのです。それは、シンマくんにも以前、お話ししましたね？」

　シンマは、ミンクの質問に頷いた。その過程で、ミンクは両親と共に日本へ訪おとずれ、幼い頃のシンマと出会ったのだ。

「ですがお姉ちゃんは特別優秀で、頭脳や身体的な能力はもちろん、【アーティファクト】の扱あつかいにも教団の中で群を抜いて長たけていました」

　アーティファクト――【神々の玩具】と呼こ称しようされる道具で、資格者の死後、その体内から生まれるという物質を加工して創つくられるものだ。そこには資格者が持っていた力が宿り、様々な効果を生み出す。ミンクの持っている【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】や、無の持つ【天啓火烏カウ・ジン】もそうであり、今はいないがアリスという少女も【ヘカトンケイル】という斧おの型のアーティファクトを扱っていた。

「そのため、お姉ちゃんは教団内でも特別視され、【巫女みこ】とさえ呼ばれていました。しかも次代の幹部候補として選ばれ、家族と離れ、優秀な人間だけが入ることを許される施し設せつで、特別な教育を受けていたのです」

「ふぅん、ミンクのお姉さんってすごいんだな」

　感心したシンマがそう言うと、ミンクは大きく頷いた。

「そうなんです。お姉ちゃんは、もう、口では言い表せないくらいすごくて、わたくしなんて全然敵かなわなくて……まさしく、天才なんです」

　身内を褒ほめているのに、なぜだかその様子が少し落ち込んでいるように見えて、シンマは小首を傾かしげる。するとそこへ、

「ですがその、優秀な姉が教団を離れて貴女あなたの許を訪ねてくるのは、いかなる理由からですか？」

　コトハが率そつ直ちよくな問いかけを投げかけると、ミンクはため息をついた。

「それなんです……大変なのは」

　首を傾げたシンマは、ふと視線を上げて考え込んだ。そして、思い当たった節に笑う。

「ははーん、お姉さんが苦手なんだな？　小さい頃からいじめられてたとか。それであんなに動どう揺ようしてたんだ」

「さ、さっきはすみませんでした。でも、そういうわけじゃないんです。というか、わたくし、お姉ちゃんとは年に一、二度しか会うことがなくて……そういう姉妹喧げん嘩かとかした覚えもありません」

「……ありゃ、そうだったのか」

　不味まずいところを突ついてしまったかと、シンマは頭を掻かいた。ミンクは、やがて、ぼそりと呟つぶやく。

「お姉ちゃんはどうも……【審しん査さ員いん】として来るらしくて」

「……審査員？」

　ミンクが、首しゆ肯こうする。そして懐ふところから紙のようなものを取り出すと、机の上に滑すべらせた。見ていいのか、とシンマが尋ねると彼かの女じよは無言で頷く。

　手にとってコトハと共に読むと、そこには驚おどろくべきことが書かれていた。シンマは目をしばたたかせながら言う。

「コトハ、これ……」

　彼女は、淡たん々たんとした口調で答えた。

「ええ。簡単に言えば――ミンク＝フィナーレの再試験の知らせですね」

「……はい。そうなんです」

　ミンクはこの上なく落ち込んだ様子で、ため息をつく。

「わたくしが、本当にシンマくんの傍にいるに相応ふさわしい人間かどうかを調べるそうです。それを判断するためにお姉ちゃんが送り込まれるとかで……」

「え、でも、どういうことだ。ミンクは、教団に言われてオレのところにきたんじゃないのか？」

「それは、そうなんですけど……」

「恐おそらくは、【夜明けの星々ロート・グランツ】の接せつ触しよくが原因でしょう」

　口ごもったミンクに代わって、コトハがシンマへ告げた。

「アリスの？」

「はい。あくまでも予想ですが、【エターナル】にとって【夜明けの星々ロート・グランツ】からのシンマ様への接触は、計算外の出来事だったのではないでしょうか？　【破は壊かい】の力側からのアプローチをされるとは、夢にも思っていなかったに違ちがいありません。【夜明けの星々ロート・グランツ】そのものは、彼かれらの知る限りでは何百年も前に壊かい滅めつしているわけですから」

　ようやく合が点てんがいって、シンマは、ああ、と呟いた。

「それなのに【夜明けの星々ロート・グランツ】から送り込まれたアリスがオレの傍にいるって知って、慌あわてたわけか……」

　ミンクが頷く。

「はい。多分、そういうことだと思います」

　そして急きゆう遽きよ、派は遣けんしたのが本当にミンクで良かったのかどうかを調べようとしていると。

「勝手な話だな。ミンクが相応しいって決めたのは【エターナル】なんだろ？」

　シンマがそう言うと、ミンクは頷いた。

「はい。その時は、選ばれたことが運命であるとさえ思いました。ですがこのメールを頂いたことから今、振り返かえって考えるに……もしかしたらわたくしが、お姉ちゃんの妹だということも多少、選考に関係していたのかもしれません」

　わずか沈しずんだような素そ振ぶりを見せ、彼女はそこで、吐と息いきした。

「それにしたって、今いま更さら……それで、その試験、だっけ。どんなのをやるの？」

「まだ分かりません。お姉ちゃんの口から、直接伝えられるらしいです」

「もし、失敗したら？」

「それもまだ……。すみません、これだけの情報じゃ、何も出来ませんよね」

　また泣きそうな顔で、ミンクはカップに視線を落とす。

「でも、もしかしたらわたくし、クビになっちゃうかもしれないんです。そうしたら、シンマくんとも離れなきゃいけないし……そんなことを考えてたら、なんだか、たまらなくなって……。ごめんなさい」

「いや、それはいいよ」シンマは首を振って、笑え顔がおになる。

「なに、大丈夫だって。ミンクのお姉さんなんだろ？　身内なんだから、ちょっとくらい甘い点数つけてくれるよ、きっと」

「……そうだったらいいんですが」

　ミンクはますます、沈ちん痛つうそうな面おも持もちになってこぼした。

「お姉ちゃん、昔から自分にも他人にも厳しい人で。そういうこと、期待できない気もするんです」

　そして、真っ直ぐとシンマの方を見ると、躊躇ためらいがちに言う。

「あの、こんなことお願いするのは、おこがましいと思います。でも……シンマくん、わたくしを助けてくれませんか？」

「オレが？……ど、どうやって？」

　助けてあげたいのは山々だが、なにをどうするのか分からない以上、対処のしようがない。シンマが困っていると、

「な、なんでもいいんです。ちょっとしたことでもいいので……協力して下さいませんか？　わたくし、まだ、シンマくんとお別れしたくありません！」

「……そりゃ、オレもそうだけど」

　ミンクは小さい頃に離れ離ばなれになって、ようやく再会できた幼おさな馴な染じみなのである。シンマとしても、協力するのはやぶさかではない。

「だけど、お姉さんって、すごく優秀なんだろ。オレなんかが、どうにも出来るとは思えないけど……」

「だ、大丈夫です、きっと。シンマくんが助けてくれるなら、なんとかなります！」

　妙に自信ありげな態度で、ミンクはその大きな胸を張った。

「……シンマ様、気が進まないのであれば、お断りしてもよろしいかと思いますが」

　コトハがそっと、小声でアドバイスしてくる。それにシンマは苦笑して、

「……ま、頑がん張ばるだけ頑張ってみるさ。その時は、コトハにも協力お願いしてもいいかな？」

「仰おおせのままに」

　コトハは涼すずやかな表情でそう承うけたまわ　ってくれた。相変わらず、頼たよりになるとシンマは微笑む。

「…………」

　ふとその時、視線を感じてシンマはミンクの方を向いた。

　彼女はなにか、複雑そうな表情で、自分とコトハの双方を見ている。

「どした？　ミンク」

「……いえ、なんでもありません」

　しかし、なにかを振り切きるようにして、ミンクはすぐに笑顔になるのだった。




　翌日の放課後、シンマはミンクのことに関してもう一人に協力を取り付けようとしていた。しかし、

「いやよ」

　校舎裏の庭。彼女はシンマの話が終わって間もなく、開口一番そう告げた。

「え、ダメか？」

　意外な答えにシンマが目をしばたたかせると、彼女――アリス＝ノア＝ナンシェはその緋ひ色いろの髪かみをさらりと指で流した。

「ダメに決まってるでしょ。なんであたしが、あの女のために動かなきゃいけないのよ」

「でも……ミンク、かなり困ってたみたいだし」

「困ればいいのよ、【エターナル】の奴やつなんて。そのまま本国に帰っちゃえばいいんだわ」

　顔を背そむけて、アリスは頬ほおを膨ふくらませる。

「大体、あんた、なんか勘かん違ちがいしてるんじゃない？　あたしとあの女は本来、敵同士なのよ。助ける義理なんてないわ」

「そりゃまあ……確かにそうだけど」

　そう言われてしまえば、シンマには返す言葉もない。

　アリスの所属する【夜明けの星々ロート・グランツ】は破壊の力を持つ資格者によって創られた組織で、世界征せい服ふくを目的としている（本人いわく、『きわめて平和的な』という冠かんむりがつくらしいが）。

　対してミンクの属する【エターナル】は、再生の力を持つ教祖によって創られ、世界平和を目的として活動している。

　そんな二人は当然、水と油のような存在に等しく、相あい容いれることなど不可能だ。

　それはシンマにも分かっていたのだが。

「だけどアリス、この前、ミンクと仲良くなってただろ。だから、もう友達になってたのかと思ってたんだけどな」

「あ、あれはその……あれよ。そうせざるを得ない理由があったからよ」

「……理由？　なんだ、それ」

　尋ねたシンマに、アリスはなぜか慌てた様子で顔を赤くした。

「べ、別にあんたには関係ないでしょっ！　プライベートな問題まで、根パリ葉パリ訊かないでよ！」

「ご、ごめん……」

　正確には『根ね掘ほり葉は掘ほり』だと思うのだが、日本語が達者だとしてもアリスは外国人だ。その辺りをつっこむとややこしいことになりそうなので、話題を変えることにした。

「んじゃ、えっと……せめて、作戦くらい一いつ緒しよに考えてくれないか？　ほら、三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えっていうし、アリスならいい考え出してくれそうだしさ」

「い・や・よ」

　アリスはわざわざ台詞せりふを区切って強調した後、鼻を鳴らしてそっぽを向いた。ミンクのために何かするのは、てこでもゴメンらしい。

「……アリスは、ミンクがいなくなってもいいのか？」

「べっつにぃ。どっちかと言えば、清々するかもねー」

　鼻歌交じりに答えるアリスへ、シンマは再度、尋ねる。

「……本当に？」

「な、なによ。どういうことよ」

「オレは寂さびしいよ。せっかく仲良くなったんだしさ。敵同士ってことは、もちろん、あると思うけど……アリス本人として、ミンクと別れるの、本当に平気なのか？」

「だ、だから、平気だって言ってんでしょ？　なによ……」

　ややたじろいで、アリスは視線を逸そらす。

「べ、別にあんな奴がいなくなったところで、あ、あたしが困ることなんて何もないんだし？　そりゃ、まあ、知ってる奴がいきなりいなくなるっていうのは、その、ちょっとだけ……さ、寂しいというか……その。色々、変な感じになるけど」

「だろ。そうだよな？」

「だ、だからって、別にあいつと別れたくないとか、そんなんじゃないんだからっ！　ほんとよ!?」

　頬を染め、噛かみつくように叫さけぶアリス。それにシンマは、ぽつりと言った。

「……そっか。分かった」

　アリスなら協力してくれると思った自分が甘あまかったということだろう。それでもその反応がややショックで、肩を落としてため息をつくシンマだった。

「……なによ。なんであの女のことで、あんたがそんなに必死になんのよ」

「ん？　なんか変か？」

「へ、変じゃないけど……でも気になるじゃない。教えなさいよ」

　顔を背けたまま、ちらり、とシンマの方を見てくるアリス。なぜかそわそわしている。そんな彼女に、シンマはきょとんとしながら、あっさりと言った。

「友達だからだよ。当たり前だろ？」

「うっ」

　仰け反るアリス。

「な……なによ！　じゃ、じゃああんたは、あたしが困ってても助けてくれるっていうの!?」

「まあ、オレが出来ることなら」

　頬を掻いてシンマが答えると、アリスはまた「ううっ！」と退いた。

「……なんて出来た人間なの。これじゃ、あたしが冷たい奴みたいじゃない」

「みたい、ではなく、客観的に見てそうであると思えますが」

　それまで黙だまって成り行きを見守っていたコトハが口を挟はさむ。

「な、なによ！　なんの利益もないのにあの女を助けようとする、この男の方が変なんでしょ!?」

「私も助けるつもりですが」

「ええ!?　か、代わりになにをしてもらうつもり!?」

　コトハは「いいえ、なにも」と首を振ふった。

「じゃあ、なんであんたまで協力してんのよ！　なんの魂こん胆たんよ！」

「シンマ様が望まれたことですから」

　躊躇ためらいなくそう言ってのけて、コトハは頷うなずく。アリスは「ぎゃあ！」ともろ手を挙げた。

「言ってくれたわねこの女……やばいわ、形勢が危ないわ」

　ぶつぶつと呟いていたアリスは、そこでこう叫んだ。

「レイ！　ノンエ！」

「はいはーい！」「委細承知」

　彼女とは離れた場所で待機していた、二人の少女が飛んでくる。

　武人風の凛り々りしい顔をした子がレイで、眼鏡をかけた大人しめな雰ふん囲い気きのある子がノンエ。共にアリスの部下である。

「緊きん急きゆう事態よ！」

　アリスはそう声を上げると、がばりと振り返った。

「作戦――ターイムッッ!!」

　そのままジャンプをし、レイとノンエの前に着地。そのまま彼女たちは、円えん陣じんを組む。

「どうしました、アリス様！　なにやらピンチな匂においがしますぞ！」

「うむ、そこはかとなく窮きゆう地ちな空気が流れている！」

「そうなのよ非常に不味まずい状じよう況きようだわ！　とりあえずあらましを説明するわね！」

　レイとノンエに、なにやらごにょごにょと囁ささやくアリス。二人はうんうんと頷いている。

「なるほど、コトハがシンマの点数を稼かせいでいるというわけだな」

「そ、そうなのよ。あたしの対応はおかしいのかしら？　でも、あの女……ミンクの手助けをするなんてまっぴらごめんだわ！　ほんとよ？　ほんとなのよ？　寂しくなんてないわよ！　だってあの女ときたらいちいちこっちに絡からんでくるし、あざといし、したたかだし……」
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「でもアリス様、なんだかんだでミンクさんと仲良いと思いますよ？」

「あんですって!?」

　ノンエの台詞に、アリスは驚いたよう口を開けた。レイが頷く。

「そうだな。よく言い争いはしているが……日本でも『喧嘩するほど仲が良い』ということわざもある」

「きっとお別れの時に、最後まで強がって、電車が発車する間ま際ぎわになってから急に『元気でやんないと、承知しないわよ!?』とか、言っちゃうタイプですよね！」

「ちょっとだけ、涙目になっていたりするのだな！　可愛かわいいぞ、アリス！」

「素す直なおじゃないアリス様！　でも、そこがＭ・Ｏ・Ｅ！　ＭＯＥ萌もえプリティーアリス様！」

「あんたらまた変なテレビ観みたわねえええええ！」

　アリスが、盛り上がるレイとノンエの首に腕うでを回して同時に締しめ上あげる。

「あだだだだだ！　し、しかし、物は考えようですよ、アリス様！」

　ノンエが、拘こう束そくからどうにか逃のがれた後で、指を立てた。

「アリス様とミンクさんが犬けん猿えんの仲というのは、シンマさんもご承知の通りです！　しかしそこでアリス様が、ミンクさんのために動くとなると、どうでしょう！」

「む……そうか。印象はすこぶる良くなるな」

　レイが納なつ得とくしたように頷いた。

「敵対する相手だとしても、不本意な事態に対し、救きゆう援えんの手を差さし伸のべるとすれば、非常に大人物であると印象付けることが出来るぞ。日本でも、『敵に塩を送る』ということわざがある」

「それは聞いたことがあるわ」アリスは深々と頷いた。「武将が武将に大量の塩を送りつけた逸いつ話わが元になってるのよね」

「それだと極きよく端たんな嫌いやがらせにしか聞こえませんが……おおまかに言ってしまえばそうです。ようは、アリス様の余よ裕ゆうを見せればいいのですよ。小さいことにはこだわらない、器うつわの大きい人間だと、シンマさんに見せつけるチャンスです！」

　アリスは、ノンエの提案に「なるほどね……」と唇くちびるを舐なめた。

「それはよさそうね。その手があったか。よくやったわ、ノンエ」

　アリスに頭を撫なでられて、ノンエは「てへへー」と照れくさそうに笑った。

「よぉし……そうと決まれば、作戦決行よ！」

　アリスは立ち上がった。そして、シンマの許へとつかつか歩み寄ってくる。

「待たせたわね！　まあ……あれよ。確かにあの女はいけすかないし、あたしにとって敵だけど……簡単にいなくなられちゃ、ライバルが減ったみたいでつまらないわ」

　腕を組んで、彼女は胸を反らす。

「というわけで、あたしも協力してあげるわ！　感謝なさい！」

「そ、そうか。ありがとう、アリス！」

　礼を言ったシンマの耳元に、コトハが口を近づけて、

「よろしいのですか、シンマ様。なにかひどく打算的な作戦が漏もれ聞こえておりましたが」

「……うん、オレも全部聞こえてたけど。まあ、それでアリスがその気になってくれたのなら、別にいいかな……」

　全すべて知られているとは知らず、アリスは「ふふん？」という彼女なりに精せい一いつ杯ぱいの、居い丈たけ高だかに見える格好でシンマを見下ろしていた。

「ところで、その、ミンクの試験ってやつ？　内容はまだわかんないわけ？」

「ああ……なんか、お姉さんの口から直接、伝えられるらしくてさ」

「ミンクさんのお姉さんは、いつごろ来られるんですか？」

　ノンエの問いかけに、シンマは首を傾げる。

「さあ、分からないな。いま、ミンクが空港まで迎むかえに行ってるみたいだけど」

「ああ、それであの女、いないのね。それじゃ、それまで待つしか――」

　とアリスが言い終える間もなく、声が響ひびいた。

「シンマ、いるかー」

　相も変わらぬのんべんだらりとした声。担任教師の訓く堂どう亮りよう真まだった。もっとも彼はそれだけでなく、資格者の研究・分ぶん析せきする機関の所属員という裏があるのだが、ともかく。

「あ、先生、どうしたんですか？」

　シンマの問いかけに、彼は鬱うつ陶とうしい前まえ髪がみを掻き上げながら言った。

「ミンク・フィナーレが学校近くの公園で待ってるそうだ」

「ミンクが？　お姉さんのことでしょうか？」

「らしい。その姉の要望で、お前たちも同席して欲ほしいとさ」

　ミンクではなく、姉が場にいることを望んでいることに少々疑念を抱いだいたシンマだったが、とりあえず訓堂に礼を言って、走り出だした。後ろから、コトハたちもついてくる。

「……ま、気をつけろよ」

　擦すれ違う間際、訓堂が呟いた。

「俺おれが調べた限りじゃ――結構、厄やつ介かいな相手みたいだからな」

　思わず立ち止まって、シンマは振り返る。訓堂は軽く顎あごを引いた。

「油断するな。……今までの奴とは、少し気色が違う」

　その言葉を聞いて、更さらに問いかけようとしたシンマに、訓堂は手を振った。後は会って確かめろ、ということだろう。

「……ありがとうございます。そうします」

　軽く頭を下げると、シンマはその場を後にした。




「シンマくん、こっちです！」

　シンマたちの通う高校から近くの公園といえば、一つしかない。迷わず向かった先ではやはり、ミンクが手を振って待っていた。

「ごめんなさい、呼び出したりして……。学校に行ったら、騒さわぎになるかと思いまして」

「いや、正しい判断だと思う」

　頷いたシンマは、ミンク以外の姿が見えないことに首を傾かしげた。

「あれ、お姉さんは？」

「いま、喉のどが渇かわいたって飲み物を買いに行ってます。……アリスたちもきたんですか？」

「そーよ、悪い？」

　一緒に駆かけつけてきたアリスが、挑いどむように睨にらみ付つける。

「いえ、そうではありませんが……意外でした」

「アリスは、敵である君さえも助けようという、そういう、徳の高い人間なのだ！」

　レイがびしっとミンクに指をつきつけると、ノンエはうんうんと何度も頷いた。

「……ま、数は多ければ多いほど、いいと思ってな」

　シンマが苦く笑しようすると、呆あつ気けにとられつつも、ミンクは頭を下げた。

「そ、そうですか。コトハさんも、ありがとうございます」

「いえ。ところでシンマ様、数と言えば、後一人程ほど増やしても良いのではありませんか」

「ん？　あ、ああ、そうだな。じゃあ、後で無にも了りよう解かいをとって……」

「その必要は、ありませんよ」

　言いかけたシンマが「え？」と首を傾げていると、コトハは両手を開いて、

　ぱん！

　と、強く叩たたいた。

「いるのでしょう、無。……分かっていますよ」

　すると、その言葉に反応するかのように、がさがさと近くの木が揺ゆれる。そして、仏ぶつ頂ちよう面づらをした無が降りてきた。

「無！　なんだ、近くにいたのか！」

　シンマが声をかけると、彼かの女じよはバツの悪そうな顔で、目を逸らす。

「……ふん、当たり前だ。無はシンマ、お前を監かん視ししているんだからな」

「あ、そうか、そうだったな。……でさ、無、物は相談なんだけど」

「前まえ振ふりはいらん。全て聞いていた。いいだろう。無も協力してやる」

「いいんですか!?」

　あまりにとんとん拍びよう子しに進んだことに驚おどろいているミンクへ「ああ」と答え、無はシンマを睨むように見てくる。

「その代わり、条件があるぞ」

「な……なんだ？」

　やや、警けい戒かいしつつも尋たずねるシンマ。そんな自分に……無は、不敵に笑いながら言った。

「今日の晩ばん御ご飯はんを――麻まー婆ぼー豆どう腐ふにしてもらおうっっ！」

「……いいよ、別に」

　危あやうくずっこけるかと思うほど、気の抜ぬけたシンマがそう言うと、彼女は満面の笑え顔がおになる。

「本当か！　あんまり辛からくないやつだぞ！　無は辛いの苦手だからな！」

「分かってるよ。無はカレーも、海の王子様じゃないとダメだからな」

　海の王子様とは、子ども向けカレールーの中でも、特に甘あま口くちで知られるものだ。それなのに無は、麻婆豆腐や担たん担たん麺めんなど、辛い料理を特に好む。それが大人の味だと思っているらしかった。

「さすがシンマだー！　よし、無に任せろ！」

　踊おどるような足取りで近付いてくると、無はシンマの背中にしがみついた。

「あ、こら、ちょっと！　シンマにあんまくっつくんじゃないつってんでしょ!?」

　憤ふん慨がいするアリスへ、無は舌を出す。

「ふん、ここは無の指定席だ。うらやましいなら、無む理り矢や理り奪うばい取とってみせろ」

「う、うらやましくなんかないわよ！　う、うらやましくなんか……なんかー！」

　言葉とは裏腹に、アリスは何かを振り切るようにして、レイとノンエの許へ駆け寄よるのだった。

「とりあえずこれで、ミンク、貴女あなたに協力する人間がかなりの数になったかと思います」

「そ、そうですね……嬉うれしいです。……良かった」

　コトハの言葉に、ほっと胸を撫で下おろしたように、ミンクが弛し緩かんした表情を見せた。

「――なにが良かったんですか？」

　しかし次の瞬しゆん間かん、ミンクはその体を硬こう直ちよくさせる。

　いつのまにか、ミンクの後ろには、見知らぬ女性が立っていた。

「……お、お姉……ちゃん」

　振り返かえって、彼女は、引きつった笑いを浮うかべる。

（う……わ）

　シンマは、ミンクが姉と呼んだその人物を見て――思わず、息を呑のんだ。

　絶世の美女、という言葉があるが、目の前にいる女性は、迷いなくそういった美び辞じ麗れい句くを使うに相応ふさわしいようにシンマには思えた。

　しなやかな体たい躯くは柳やなぎを思わせるほどに細いが、かと言ってそれは、痩やせ過ぎているというわけではない。女性としての魅み力りよくを演出するうえで、必要不可欠となる部分は見事なまでに強調され、絶ぜつ妙みようなプロポーションを保っていた。

　くびれのある腰こしに、小ぶりであるが形のいい尻しり、そしてなにより、妹であるミンクをしのぐ豊満なバスト。

　服装は水色のレディーススーツというシンプルなものだが、スカートが際きわどい程にタイトである上、ガーターストッキングを履はいているため、非常に蠱こ惑わく的てきな雰囲気を醸かもしだしていた。加えて胸むな元もとのボタンをいくつか外しているのも、それに拍はく車しやをかけている。

　しかしなにより、注目するべきはその顔の造形だ。
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　コトハにしろ、アリスにしろミンクにしろ、彼女たちもまた十分に美しいといえる作りをしている。

　だが目の前の女性の相そう貌ぼうには、それとは違ちがうベクトルで、こちらを惹ひきつける強い力があった。コトハたちがまだ少女と呼べる面おも影かげを残しているのに対し、彼女は年ねん齢れいを経へたが故ゆえに醸し出せる、そこはかとない色いろ香かがある。蜂はち蜜みつを溶とかしたかのような、黄こ金がね色いろをした艶つやのある長い髪が、またその雰囲気を助長していた。

　銀ぎん縁ぶちフレームの眼鏡をかけているので、多少なりとも和やわらいでいる気はするが、それでも焼け石に水といった程度だろう。

　大人の女性――という意味を、ようやく、シンマは理解出来た気がした。

（この人が……ミンクのお姉さんか。すごいな）

　思わず、圧あつ倒とうされてしまう。コトハだけは茫ぼう洋ようとした顔を崩くずしていないが、他の皆みなもシンマと同様、たじろいでいるようだった。

「どーした、シンマ。なんか変だぞ」

　いや、もう一人、よく分かっていないような人間がいた。無がこちらに顔を寄せて囁く。

「いや……なんでもない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　彼女の言葉でようやく我に返ったシンマは、視線に気づいてそちらを向いた。ミンクが女性とシンマを交こう互ごに見て、複雑そうな顔をしている。どうしたのかと問いかけようとしたその時、

「ミンク、彼かれが、日鎖心真君ですか？」

　女性が、艶あでやかな声でそうミンクに尋ねた。

「あ、う、うん！　そう……だよ」

　ミンクが言うと、彼女は頷いて、つかつかと近寄ってきた。

　その迫はく力りよくに押おされて動けなくなっている皆の中で、コトハだけがかばうようにシンマの前に立つ。しかし、そのことを気にする様子もなく、女性は、

「あ……どうも、初めまして。日鎖心真です」

　そうシンマが挨あい拶さつをした瞬間。

　すっ、と動いたかと思うと、その場に跪ひざまずいた。

「え……ええっ!?」

　驚くシンマを余よ所そに、女性はその、涼すずやかな声を響かせる。

「お初にお目にかかります、救世主様。名をレイラ＝フィナーレと申します。この度、諸事情により【エターナル】から派は遣けんされました。いつも愚ぐ妹まいがお世話になっております」

「あ……ああ、いやいや、ちょっと、やめてください」

　慌あわてて、シンマは手を振った。

「オレなんてそんな、かしこまるような人間でもないんで」

「ですが我わが【エターナル】にとって救世主様は正に初代教祖、エルスタイン様と等しき存在。なれば、かように無作法な態度で臨のぞむわけにも参りません」

「いや……勘かん弁べんしてくれませんかね」

　苦笑して、シンマは、頭を掻かく。

「かたくるしいのは苦手なんで、出来ればラフな方が助かるんですが……」

「……さようでございますか？」

　レイラが、少し顔を上げる。それにシンマは、小さく頷いた。

　すると、

「――あ、そう。んじゃ、まあ、普ふ段だん通りのやり方でやらせてもらおうかな」

　いきなり、彼女は軽けい妙みような語り口調で喋しやべり出した。

「へ？」

　その変わりように度ど肝ぎもを抜かれているシンマへ、レイラは立ち上がると腰に手を当てる。

「どーも、こんにちは。改めまして、ミンクのおねーちゃんにして、エターナルの次なるホープ、レイラ＝フィナーレです！」

　ウインクをする彼女に、シンマは、目を丸くするばかりだった。

「あれ、どうしたのその反応。はっはーん、さてはあんまりにもあんまりな変わり身の早さに、思わず度ど肝ぎも抜ぬかれちゃったとか？」

「いや……まあ、その、そうです」

　いくらなんでもそれまでと違いすぎるだろう、とシンマは笑いを引きつらせた。ラフでいい、と言ったのはこちらだが、こうまで開き直られるとさすがに戸と惑まどう。

「ごめんねー、こっちが地なのよ。まあ、教団では一応お偉えらいさんの手前、ああいう風に振る舞まっておかないと色々うるさいからね。とりあえず、こっちも外しまーす」

　と、言いながらレイラは眼鏡をとった。素す顔がおが露あらわになり、その桁けた外はずれの美しさにシンマは思わずどきりとする。

「というわけで、よろしくね！」

「……はあ。ああ、えと、日鎖心真です」

　最初は驚いたものの、その朗ほがらかな対応はシンマにとって好印象だった。少なくとも、先ほどのようにへりくだられるよりはずっとマシだ。

「うん。へえ、にしても君がミンクの言ってた『シンマくん』ねぇ……」

　珍めずらしいものでも見るようにじろじろと、シンマのことを観察していたレイラだったが、不意に腰を屈かがめた。そして、

「えい」

　いきなり、自らが着ていた服の襟えりを指で引っ張る。

「でぇっ!?」

　当然だが、その中身――つまりレイラの胸の部分が丸見えになる。おまけに下着の類たぐいをつけていないためか、もう少しで危ういところまで目もく撃げきしそうになってしまった。

「ちょ、ちょっと、お姉ちゃん！」

　急いで止めに入るミンクを「まーまー」と手で押さえつけながら、レイラは顔を赤くして動どう揺ようしているシンマの反応をしばらく眺ながめた後、

「ふぅん、これまでと違う資格者かもしれないって聞いてたけど、この辺りの反応は普ふ通つうの男の子なのね。それに結構、可愛いし」

　微笑ほほえみながら指を離はなし、その手をシンマの両頬ほほに添そえた。そしてレイラは顔を近づけ、

「ねぇシンマ君、年上の女は――き・ら・い？」

「え、いや、ちょ、別にそういうわけじゃ……」

　透すき通とおるような瞳ひとみに、そのまま吸い込まれていきそうな気さえする。その、今までにない積極的な口上に、シンマはどぎまぎとした。しかしそこへ、制止の声が入る。

「おやめください。シンマ様が困こん惑わくなさっております」

　間に入ったのは、コトハだった。彼女は無表情ながらも、レイラを警戒するように目を細め、持っていた刀の柄に手をかける。それにレイラは目をしばたたかせた。

「そ、そうよ！　離れなさいよ！　ミンクに輪をかけてあざとい女ね！」

　更にそこへ、ようやく我に返ったらしいアリスが抗こう議ぎの声を上げた。

「ちょっと！　どういうことですか、あざといって！」

「そのままの意味よ！　あんたの場合、自覚がないだけ余計に性質が悪いつってんの！」

「あ、あなたには言われたくありませんよ！　それにねぇ！」

　そのまま、言い争いを始めそうになるミンクとアリス、その双そう方ほうの首根っこをレイラが掴つかんだ。

「はいはい、収しゆう拾しゆうつかなくなりそうだからその辺でやめなさーい」

　そのまま二人の背中を押して向こうにやると、レイラは、コトハの方を見た。

「……で、と。あなたが、日本政府が寄よ越こしたっていう凄すご腕うでの護衛ね」

　次いでそのまま、吼ほえあっているミンクとアリスを。そして最後に、彼かの女じよ達たちをなだめようとしているレイ、ノンエへとレイラは順に視線を向ける

「それであっちが、【夜明けの星々ロート・グランツ】のアリス＝ノア＝ナンシェ、それにおつきのレイとノンエってわけか……で、そっちの子が、無っていう資格者殺しの一族でしょ」

　そう言ってシンマの方を指差したレイラに、無が噛かみついた。

「気安く無の名前を呼ぶな！　無は誇ほこりある幻狼の血筋を引く、その末まつ裔えいだぞ！」

「分かった分かった、ごめんごめん。ただそういう格好かつこいい台詞せりふは、出来ればシンマ君の背中から降りて言って欲しかったかなー」

「うるさい！　ここは意外と居い心ごこ地ちがいいと、この間、気付いたんだ！」

「人の背中をソファかなんかみたいに言うなよ……」

　呆あきれるようなシンマの台詞にくすくすと笑いながら、レイラは肩かたを竦すくめる。

「にしても、大した人数ね。まさか、暗殺者まで当たり前みたいに仲間にいるなんて……。昔から資格者の下には多くの者が集まる、とは聞くけど――それを現実として見るとさすがにびっくりするわ」

「そうなんですか？」

「うん、まあね。エルスタインもそうだし、【夜明けの星々ロート・グランツ】のキアラ……だっけ、そっちも色んな人に慕したわれてたらしいわ。どうも資格者には、持って生まれたカリスマ性みたいなものがあるみたいね」

　シンマはそこで、あれ、と心の中で首を傾げた。今、レイラがエルスタインのことを呼び捨てにしたことに気付いたからだ。

　表情に出ていたのか、レイラがそんなシンマにくすりと微笑みを漏らす。

「ああ、意外だった？　エターナルの幹部候補と呼ばれるような人が、教祖様を敬けい称しようつきで呼ばないって」

「……尊敬してないんですか？」

「してるわよー、一応ね。まあ、これだけおっきな教団を作ったっていうんだから、資格者の力もそうだけど、他の能力も優すぐれていたんでしょうね。実際、彼がどういう気持ちでエターナルを作ったのかは分からないけど」

「その割には、少しも尊敬の念が見えないようですが」

　コトハの問いかけに、レイラは肩を竦める。

「所しよ詮せんは昔の人だしね。それにわたしは、ミンク程にはエターナルに傾けい倒とうしているわけじゃないの。言うほど素す晴ばらしいところでもないわ。特に今はね」

「……そうなんですか」

　なにやら、裏でややこしいことがあるような口ぶりに、シンマは言葉につまった。それ以上、つっこんだことを訊いていいかどうか迷ったからだ。

「組織というのはね、シンマ君。大きくなればなるほど、正しいことだけではやっていけなくなるものよ。まぁ、これ以上はわたしの口からは言えないけど」

　そう言ってレイラは、皮肉げに口端を上げた。彼女は、幼くして【巫女みこ】として教団から祭まつり上げられていたと、ミンクから聞いていた。恐おそらくレイラはそこで、エターナルの知られざる部分を見たのかもしれない。シンマもまた、かの組織がミンクの言うように善人だらけであるとは到とう底てい思えなかった。故に、

「オレも、聞かない方がいい気がします」

　そう返答すると、レイラは噴ふき出した。

「面おも白しろい子ね、あなた。……確かに少し変わってるかも」

「ところで、ミンク＝フィナーレに用事があって来日したとのことでしたが……」

　コトハが頃ころ合あいを見たように問いかけると、レイラは「ああ、そうだった」と今いま更さら、思い出したかのように手を打った。

「ミンク、ミンク、ちょっと」

　レイラが声をかけるも、彼女は絶賛、アリスと舌ぜつ戦せん中である。

「大体、あんたは、前々から思ってたけどわざとらしいのよ！　全部、計算ずくでやってるんじゃないの!?」

「な、なんてこと言うんですか！　そういうのは、あなたの得意分野でしょう!?……もっとも、上う手まくいった例ためしはないみたいですけどね」

　ふふん、と勝かち誇ったように言うミンクへ、アリスは顔を沸ふつ騰とうさせたように赤くした。

「う、う、うるさいわねー！　あんたなんかに言われたくないわよー！」

「おお、落ち着いてください、アリス様！　暴力はもうやめるって言ったじゃないですか！」

　ミンクに向かって飛びかかろうとするアリスを、ノンエが必死で羽は交がい締めにする。更にレイが「どーどー」と馬をなだめる時の言葉でアリスの気を静めようとしていた。

「こら、ミンク、人の話は聞きなさい」

　そこにレイラが近寄って、ミンクをこずく。やりこめてやった余よ裕ゆうからか、やや得意げな顔になっていた彼女は「あたっ！」と頭を押さえた。

「な、なにするのよ、お姉ちゃん……」

「あなたはどうしてそう、最後までおしとやかに振ふる舞えないのよ。それに、相手の弱みをついて喜ぶような真ま似ねは、あんまり褒ほめられたことじゃないわよ」

　あまりにもあんまりなその正論に、ミンクは「うぐう」と黙だまり込む。

「もういいわ。それより、こっち来なさい。今回はあなたのためにわざわざ、十何時間もかけて飛行機できたんだからね」

　レイラの台詞に頷うなずいて、ミンクはこちらへ歩み寄る。

「……さて、と。本題へ入るのに、大分遅おそくなったわね」

　こほん、とレイラが咳せき払ばらいすると、アリスたちもまた気になるのか、一様に押し黙った。彼女はポケットから眼鏡を取り出すと、それをかける。どうやら仕事の話をする時は、そのスタイルになると決めているようだった。

「ミンク＝フィナーレ。今回は姉ではなく、エターナルの使者として、あなたに試験を伝えにきました」

　その声こわ色いろは、それまでの軽妙さが嘘うそのように凛り々りしく、厳しい響ひびきに満ちている。唐とう突とつに冷れい徹てつな裁判官にでもなったかのような趣おもむきだった。

　緊きん張ちようするように、ミンクは居住まいを正す。

「フィナーレ教団員。あなたの役目はなんですか？」

「……シンマくんを、我がエターナルの救世主として迎むかえ入いれるため、そのお誘さそいをすることです」

「そのためにやることは？」

「シンマくんと、お近づきになって……その。えと」

　照れくさそうに顔を赤らめながらも、ミンクは小さく言った。

「彼のお嫁よめさんになるため……距きよ離りを縮めることです」

「本人を目の前にして言いにくいのは分かりますが、事ははっきりとした方がいいですね」

　髪かみを掻き上あげて、レイラは告げた。

「フィナーレ教団員、あなたの目的の第一段階は、救世主様の恋こい人びととなることです」

「こ、こいっ!?」

　アリスが固まった。コトハが目をしばたたかせ、無は「恋人ってなんだ？　池で泳いでいる人間か？」と『鯉こい人』だと勘かん違ちがいしているであろうことをシンマに尋ねてくる。

　シンマは、あまりに明確に伝えられて、少々居た堪たまれない気分になっていた。

「お、お姉ちゃん！　なにも、シンマくんがいるのにそこまで言わなくたって！」

「……その反応を見ると、まだそういう関係ではないのですね？」

　目を細めたレイラに、ミンクは「しまった」というように顔を強こわ張ばらせた。なるほど、とシンマはそこでようやく理解する。どうしてレイラがこの場に自分たちを同席させたのか。ミンクが隠かくし事ごとの出来ないような場を用意して、彼女の置かれた現状を全すべて引きずり出そうとしているのだ。

「救世主様、失礼ながら、率そつ直ちよくにお聞きします。あなたは妹に好意を持たれていますか？」

　唐突な問いかけに、シンマは面食らう。

「いや……そりゃ、好きですけど」

「それは、恋れん愛あい対象として、ですか？」

　直接的な問いかけに、さすがに言葉に詰つまった。だが、答えとしてはそれだけで充じゆう分ぶんだったようだ。

「ふむ。……フィナーレ教団員、あなたは自分の任務を達成出来ていないようですね」

「だ、だって！　スカウトするだけならまだしも、こ、こ、恋人とかって、そんな……そういうのは、本人の気持ちの問題もあるし……」

　もじもじと指を突つき合あわせて照れるミンクに、レイラは息をつく。

「……だから、男性経験の無いあなたには荷が重いと、わたしは言ったんです」

「そ、そんなことないよ、わたくしは……！」

　反論しようとしたミンクだが、レイラにじっと見み詰つめられ、それ以上なにも言うことが出来ないようだった。

「……確かにわたくしは、お姉ちゃんと違って、そういうことが苦手だけど」

　シュンとして肩を落とすミンク。レイラはそんな彼かの女じよを見て、眼鏡のツルを押し上げた。

「フィナーレ教団員。はっきり言いましょう。教団は、あなたを見限ろうとしています」

　その台詞に、ミンクの表情が、はっきりと固まった。

「意外ですか？　しかし、仕方のないことでしょう。あなたを日本に送り込んで一か月と少し、まるで発展が見られないのですから。こちらに送ってくるメールも、誤ご魔ま化かしてはいますが、何も変化がないことはすぐに見て分かりました」

「それは……で、でも、まだ一か月よ？　これからどうなるかもしれないし……」

「悠ゆう長ちようなことですね。……まあ、こと恋れん愛あいに関することですから、時間がかかることは上も承知していますが」

「そ、それならどうして!?」

「それを踏ふまえた上でも、遅おそ過ぎる、ということです。まるでなんの結果も上がっていないことに、エターナルの幹部も先行きに不安を感じています」

　レイラは、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そこで試験だそうです。――これからしばらく、あなたと救世主様の仲がどれほど進展しているか、それを見定めることにします。審しん査さをするのは、わたしです」

「ど、どうやって、確かめるの？」

「別に、あなたたちはただ自然に振る舞ってもらって構いません。様々な部分を見て、こちらが総合的に判断しますので」

「……もし、その試験に失敗したらどうなるんですか？」

　シンマの問いかけに、レイラはあっさりと言う。

「フィナーレ教団員はエターナルの本部がある国に帰ります」

「えっ……そ、そんな！　だって、だって、じゃあ、わたくしの役目は誰だれが!?」

「決まっているでしょう。ここにいます」

　ミンクが驚おどろきを示すように、目を見開いた。シンマもまた同様、目をしばたたかせた。なぜならレイラが、自分自身を指差していたからだ。

「お……お姉ちゃんが、わたくしの代わりに……？」

「ええ。そちらの方が即そつ効こう性せいがあるかもしれないと、教団が決断しました」

「……そんな」

　絶望したかのように、顔を伏ふせ、ミンクは唇くちびるを噛み締しめていた。それは、勝負が始まる前から試合を投げているかのような、そんな悲ひ愴そうさを思わせる。

「……ですが、この分では試験を行う必要もないかもしれませんね」

「え……ど、どうして!?」

　ミンクが慌てたように視線を上げると、レイラは「簡単なことです」と告げた。

「どう考えても、フィナーレ教団員に今後、なんらかの発展があるとは思えません。救世主様は、あなたに対し特別な感情を抱いだいていないようですし」

「ちょ、ちょっと待って！　まだ、そ、そうと決まったわけじゃ……！」

「いいえ。決めるのであれば、早い方が良いと上から申しつけられています。……以上の理由から、フィナーレ教団員。後は姉であるわたしに全て任せなさい」

「あっ――」

　姉の腕うでを掴もうとしたミンクの手は、あっさりとその本人によって、振りほどかれる。それは、無言の死し刑けい宣告であるかのように、シンマには思えた。

　同時に、それは、エターナルという組織がこう告げているようにも見えた。

　お前はもう用済みだ。なんの価値もない、と。

「……そう、なの」

　ミンクは、俯うつむいたまま、服を強く掴んでいた。その手は、小刻みに震ふるえている。いつもの明るさはそこにはなく、積極的な行動をする気力さえも、失っているようだった。いなくなればいい、と言っていたアリスでさえ、思わぬ展開にかける言葉が見つからないのか、神しん妙みような顔つきでいる。レイやノンエも困ったように互たがいに顔を見合わせていた。相変わらず、無は意味が分かっていないようだが、それでも重い空気であることは感じ取っているのかシンマの肩に顔を乗せたまま黙っている。コトハは、事の成り行きをただ静観するようにシンマの隣となりにいた。そして、

「……待って下さい」

　シンマは、声を出だした。レイラが、こちらの方を向く。

「なんでしょう？」

「まだ試験は始まってもいないんですよね。だったら、結論を出すのは早過ぎませんか」

「……シンマ、くん？」

　驚いたように、ミンクが瞬まばたきを繰くり返かえした。

「……ふむ。それでは、あなたは妹と恋人同士なのですか？」

「違ちがいます。ですけど、そうなるかもしれません。それを確かめてからでも遅くはないと思うんですが」

「ですが救世主様、あなたは先ほど、フィナーレ教団員を恋愛対象としては見てないと」

「あれは、照てれ隠しです！」

　シンマはきっぱりと、そう言い切った。

「本当はすごく仲が良いんですが、それを肯こう定ていするのが恥はずかしくて、ああいう言い方をしました！」

　その台詞に、さすがのレイラも目を丸くする。

「……そ、そうなの？」

　思わず、といった感じで、彼女は眼鏡をしたままで素の表情をさらした。

「はい。だから、早さつ急きゆうに判断を下すのはどうかと思います！」

　シンマのその発言に、レイラは無言で、穴が空くかと思う程ほどにこちらを見つめてくる。

　周囲の全員が、シンマのやろうとしていることが分からず、当とう惑わくしているように思えた。しかしそれは、シンマ自身にも言えることだった。ミンクを庇かばいたいという気持ちが先行するあまり、つい勢いのままに言ってしまったが、このまま乗っていくしかないだろう。

「……え、えーと。そういうことであるならば、確かにあなたの言う通りですが」

　しばらくしてから、レイラは口を開いた。

「ですが――それでは、改めてあなたに問いたい」

「なんでしょう」

「救世主様は、フィナーレ教団員に対し……異性として好意を抱いていますか？」

　躊躇ためらいはない。自分でも意外なほどに、するすると、その言葉は口をついて出た。

「さっきも言いましたけど、好きですよ。いい子だと思います。可愛かわいいし。将来的に、恋人として見ることもあるかもしれない」

　その場にどよめきが走った。あのコトハでさえ、その目を見開いている。

　レイラは、呆あつ気けにとられたかのような様子で、シンマのことを眺めていた。

　しかしやがて、すっと顔を伏せる。そして、眼鏡をとった。

　そのまま、彼女は肩を震わし始める。

「……お姉さん？」

「あ、あなた……少しどころじゃないわ。かなり変わってるわね」

　どうやら笑っているらしい、と分かったのは、数秒ほど経たってからだった。

「真正面から、なにを言ってくるかと思えば……あなたみたいな人、初めて会ったわ」

「……はあ、すみません」

「いや、謝あやまる必要はないわ。やーね。本気であなたのこと、気に入っちゃったかも」

　レイラは、笑いながら、シンマの頭をくしゃりと撫なでた。

「ちょ、ちょっと！　お姉ちゃん！」

　ミンクがシンマの手をとって、守るように前に出る。そこでアリスも、負けじと空いた方の肩を掴んでレイラを睨にらみ付つけた。コトハが刀を抜ぬくと、無もまたシンマから降りるや否いなや、警けい戒かいするよう目を鋭するどくする。

「おっと。まあ、待ちなさいって。別に今すぐどうこうしようなんて思ってないわ」

　無む抵てい抗こうを示すように両手を挙げて、レイラは言った。

「オッケー、それじゃ、こうしましょう。恋人かどうかはともかく――その可能性があるかを確かめる。それでいくってことで」

「その可能性があるかを、確かめる……？」

　ミンクの問いかけにレイラは頷く。

「ようはあなたとシンマ君がどれくらい仲良いか、それを見定めようってことよ。それを試験とします。いい？」

「そ、それは……ええと」

　言いよどむミンクの代わりに、シンマが答えた。

「いいですよ。オレたち、仲良いし。な、ミンク！」

「えっ？　え、ええ、そ、そうですね！」

「……そう、そうね。どうやらそこに嘘はないようね」

　レイラは顎あごに指を当て、

「んじゃ、点数形式でいくことにしましょう。ミンク、あなたと、そして、シンマくん。二人の親密度が明らかになる度に、ポイントを足していくわ。期限は一週間後、それをもって、こちらの合格点を超こえていれば、良しとしましょう」

「ほ、本当!?　お姉ちゃん！」

「ほんとーよ。お姉ちゃん、あなたに嘘ついたことないでしょ？」

　ミンクが、シンマの方を向いて、何度も頷く。レイラの言葉が真実であると訴うつたえているのだろう。

「分かりました。それじゃ、確かめて下さい。オレとミンクが、どのくらい仲が良いのか」

「うん。ああ、後、ミンクはシンマ君の護衛としても傍にいるわ。その役目をきちんと果たせているかも確かめるから、そのつもりで」

「も、もちろんです！」

　拳こぶしを握にぎって決意を新たにするミンクに顎を引き、レイラは、

「よろしい。でもその代わり、甘あまくはしないから、気をつけなさいよ。まぁ――」

　と言って、ミンクとアリスの拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬しゆん間かんを狙ねらったかのように、シンマに手を伸のばした。そして、コトハや無が動くよりも早く、その胸の谷間にシンマの顔を押おし付ける。

「ふぎゅ！」

「――もし万が一、ミンクが帰ることになったとしても、シンマ君にはわたしがつくんだから。これはこれで、役得よねぇ？」

　そう言うレイラに抱きしめられながら、シンマはじたばたと暴れるが、彼女はまったく放はなしてくれない。

「お姉ちゃん！　もう！　やめてよ！」

　ミンクがレイラの腕を引っ張ると、

「そうよ！　卑ひ怯きようよ、さっきから！　あ、あ、あたしにないものばかり使って！」

　よく分からない理由で怒おこるアリス。それにレイとノンエが賛同する。

「やめなさい。それ以上シンマ様に危害を加えると、その命の保証はしませんよ」

　コトハが刀をつきつけると、無もまた、齧かじりつくように歯を鳴らした。

「そうだぞ！　シンマは無の物だ！　放せおっぱいお化け！」

　騒さわがしく盛り上がる面々を余よ所そに、シンマは苦しみつつも冷静に、

（つい、後さき考えずに言ってしまったけど――大だい丈じよう夫ぶなのか、本当に……）

　独り、不安に明け暮れるのだった。







第二章　神魔と試験と初デート







　娯ご楽らくの少ない地方都市で唯ゆい一いつの繁はん華か街がいは、休日とあってか人で賑にぎわっていた。

　親子連れや友達同士、老人の夫ふう婦ふ、そしてもちろん――男女のカップルも。

　皆みなが仲睦むつまじそうに、足並みをそろえて歩いていた。

「シンマくん！」

　背後からの声にシンマは振り返る。息せき切ってミンクが走り寄ってくるところだった。

「ごめんなさい、少し遅くなりました」

「いや、オレも今きたとこだから」

　そう言って首を振ると、彼女は微笑ほほえんで呼吸を整える。しかしその後で、なにかに気付いたかのように顔を赤らめた。

「あ……い、今のなにか、恋人同士のやりとりみたいですね」

「……そういや、そうだな」

　妙みように居い心ごこ地ちが悪くなって、シンマは頭を掻かく。

「まあ、でも、それでいいんじゃないかな。なにせ今から……その」

　いくぶんか口ごもりながらも、ようやく伝えることに成功した。

「デート――するわけだし」

「そ……そ、そうですね。あはは。ほんとだ」

　ミンクは落ち着かないように手をぱたぱたさせながら、照れくさそうに笑う。

「そんじゃ行こうか。とりあえず、歩こう」

「あ、はい！」

　シンマが歩き始めると、ミンクがそれに続いた。彼女はまともにシンマの顔を見れないといった様子で、ずっと斜ななめ下したを見つめている。頬ほおを染めていた朱しゆの色は、いつのまにか顔全体にまで広がっていた。バッグを持つ手はその肌はだが白くなるほどにきつく握られ、小刻みに震えている。

「……もしかして、緊張してる？」

「は、はひ!?」

　急に声をかけられてびくんと体を竦すくませたかと思うと、ミンクは壊こわれかけの機械人形みたいな動きでシンマの方を向いた。

「ぜぜ、ぜんぜん、そそ、そんなことないですじょ？」

「うん、分かりやすく緊張してるね」

　深々と頷き、シンマは苦く笑しようした。

「しし、シンマくんは、さすがに、落ち着いていますじょ……いますね」

　深呼吸して平静を保とうとしながら、ミンクは言う。

「いや、そんなことないけど」

　シンマは目をしばたたかせた。実際、気が張っていないかと言われれば間ま違ちがいなくＮＯと答える自信がある。が、ミンクの比ではないので平気そうに見えるのだろう。

「ところで、お姉さん、見てる？」

　シンマの問いにミンクはそれとなく、自然に見えるような動きで後ろをちらりと見た。

「……はい。ついてきてます。後、他にも何人か――多分、教団員ではないでしょうか」

「ま、そりゃそうか。監かん視しするって言ってたもんな。それじゃ、今日一日でどれくらい出来るか分からないけど……点数稼かせがなきゃな」

　と言ったところで、どうすればいいのかという具体例はシンマの頭の中にはない。なにしろ異性と二人きりで出かけるなど、今までの人生ではなかったことなのだ。

　シンマとミンクの親密度を計り、それによって合否を判断する――。

　そう言ったレイラに見せつけるため、二人でデートをする。

　ミンクに協力するための作戦としてまず打ち立てたのは、そんなことだった。

　しかし、どのような姿をアピールすれば点数がアップするのかまでは、分からない。

「はて、困ったな……」

　シンマは腕を組んで、低く唸うなった。こんな時、頼たよれる大人がいればいいのだが、生あい憎にくとシンマの家族は奈な々なだけなのだ。

「……ごめんなさい」

　そんなシンマに対してミンクが、急に落ち込んだように俯いた。

「ん？　どした？」

「いえ、やっぱり、シンマくんにはご迷めい惑わくだったのではないかと……」

「いやいや。そもそも、オレが言いだしたことだし」

「で、ですが、わたくしを庇うために、お姉ちゃんにあんなことを訴えたのではありませんか？　すみません、わたくしが、未熟なばかりに」

　ミンクが、ぼそりと呟つぶやく。

「……そ、それに、もしかしたらあのまま終わってた方が良かったのかもー……なんて」

「……なんで？」

「だ、だって、シンマくん、お姉ちゃんに見とれてたから……。無理、ないんですけどね。わたくしなんかとは、ほんと、全然、比べものにならないですし。仕方ないです。あはは」

　自分の気持ちを誤魔化すかのように、ミンクはそこで、苦笑した。そんな彼女を見て、シンマは首を振ふる。

「確かに、庇おうって気持ちがあったのはほんとだ。でも、それだけじゃないよ」

「……え？」

「なんかあの時、ミンクが居なくなるってのが実感として分かったというか。そうなったら、自然と口に出てたよ」

「え……あの、それって」

　びっくりしたようにこちらを見て、ミンクは、

「その……えと、わたくしと、離れるのが……」

「ああ、嫌いやだったんだ」

　シンマは、そう言って頷うなずいた。

「そういうわけで、ミンクは気を遣つかわなくていいから。な」

　笑いながら、シンマはミンクの肩かたを叩たたく。

「……そ、そうですか」

　ミンクは、安あん堵どのような吐と息いきをついた。次に、ちらりとシンマを見てくる。

「そっか……そうなんだ」

　そして、喜びを表現するかのように、胸の前で手を合わせた。

「お、少しは楽になった？」

　問いかけると、彼女は自分でも意外だったのか「あっ」と瞬きを繰り返す。

「……はい。大分と」

「オッケー、それじゃ、せっかくだから楽しもうぜ」

　シンマがそう言うと、ミンクはいつものような笑え顔がおで、大きく「はい！」と答えた。

「今日は、奈々ちゃんはどうされたんですか？」

「奈々はたまたま、友達の誕生日に呼ばれててな。まあ、だからこの日を指定したってのもあるんだけど。悪いな、オレの勝手で」

「いえ、とんでもない！……コトハさんは？」

　シンマは無言で、上を指差した。ミンクが視線をそちらへやって、「はわ！」と驚く。

　背の低いビルの屋上で、コトハが静かに佇たたずんでいるのが見える。何かあった時、いつでも飛びかかれるようにもちろん、愛刀も携たずさえていた。

「アクシデント対策もバッチリってわけだ。ちなみに無ウーも近くにいるはずだよ。あいつの場合、気配を隠かくすのが上う手まいからどこにいるのかは分からないけど」

「そうですか……厳重態勢ですね」

　ミンクは思わず、といった感じでくすりと笑った。

「大変だったんだぜ、無のやつ、自分もついていくって聞かなくてさ。仕方なく、向こう一週間、晩ばん御ご飯はんのメニューをあいつの希望優先にするってことで解決したんだ」

「そうなんですか……しかし、大変ですね、シンマくんも。奈々ちゃんと二人でも大変なのに、食べ盛りの子が増えて」

「まあな。ただ……食費はコトハが払はらってるから、その辺りの負担はないんだけど」

「え、コトハさんが？」

　シンマは頷く。

「別にいいって言ったんだけど、頑がんとして譲ゆずらなくてな。その厚意に甘えることにしたんだ。どうもコトハのやつ、無に関しては思う所があるみたいでさ」

　ミンクは、「そうでしたか……」と何か考えるように、呟いた。

「コトハさんは……シンマくんのお役に立っているんですね」

　その台詞せりふがどこか、コトハを羨うらやんでいるような響ひびきを持っているような気がして。なぜだろうとシンマは首を傾かしげながらも、直接は問わず、代わりにこう尋たずねた。

「ところで、どこに行こうか？　このままずーっと歩いててもしょうがないだろ」

「あ、そ、そうですね。えーと……シンマくんは行きたいところ、ありますか？」

「いや、オレは別に……ミンクこそ、せっかく日本に居るんだし、何かあるんじゃないか？」

　シンマの問いに、ミンクは「そうですね……」と顎に手を当て、考える素そ振ぶりをした。

「と言ってもわたくし、日本のことはそう知りませんし……うーん、うーん」

　しばらく悩なやむように熱心な顔を見せていたミンクだったが、やがて、「あっ」と思いついたように手を打つ。

「ありました！　一度、行ってみたいと思ってたところ！」

「お、どこ、それ？」

「えっとですね――」

　そしてミンクは、その場所を、口にした。




「おおおおおおおー！」

　入口に立っただけで、ミンクは感動の声を上げた。

「――、――っ！」

　恐おそらくは、母国語だろう。シンマには理解できない言葉を紡つむぎ、手を合わせた。

「そ、そんなに嬉うれしかったのか？」

　シンマはやや戸と惑まどいながらも、足を踏ふみ入いれる。後ろからミンクが、「おおおおー！」といちいち感かん嘆たんの叫さけびを放ちながらついてきた。

　それほど広くない店内には、休日であるということもあるのだろうか、溢あふれんばかりに客がひしめいていた。

　壁かべにはびっしりと本ほん棚だなが置かれ、更さらにその前には乗り切れない分を展示する台まで置いてある。それら全すべてを埋うめ尽つくしているのは、書しよ籍せきであった。

　しかもいわゆる小説や専門書ではなく、全てが漫まん画が本ぼんだ。

　古今東西、ありとあらゆる紙とペンによって創つくられた作品群が、所ところ狭せましと並んでいる。

　ここは全国的にその名を轟とどろかせる、漫まん画が専門のチェーン店だった。

「これが日本のコミックなのですね！　ああ、素す晴ばらしいです！」

　喜びを全身で表しながら、ミンクは店内を踊おどるように歩いていく。一冊とっては「これは『さよりちゃんバースデイ』の新刊！」とか「はわ、これは『あなたとわたしと彼かの女じよだけ』の限定版フィギュアつき！　わたくしの国では発売されていないのです！」とか一人で盛り上がっている。

「……ミンクって漫まん画が好きだったのか？」
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　普ふ段だんにない面を見つけて、シンマは首を傾げた。

「はい！　小さい頃ころから、日本のコミックは輸入店に行ったりして読よみ漁あさっていました！」

　ミンクは何冊も懐ふところに抱かかえて、にこにことそう告げてくる。

「そうだったんだ……意外だ」

「えと……元々は、シンマくんの国を知ろうと思って、色々調べていたりしたんです。そこで偶ぐう然ぜん、『ドライモン』を読んで……すごく面おも白しろくて、びっくりしました！　そこから、ファンになったんです」

「そっか、そっか。『ドライモン』はいいよな」

　子どもから大人まで楽しめる、大人気漫画の名を告げられて、シンマは微笑んだ。あの面白さは、世界共通だったらしい。

「でもそれだけ好きなら、どうして今まで来なかったんだ？　来日してから、もう一か月以上経ってるだろ」

「それは……色々やることがありましたし、それに」

　台詞を途と中ちゆうで切って、漫画を抱だいたまま、ミンクは視線を床ゆかへと向けた。

「……それに？　どうかしたのか？」

「その……いつか、シンマくんと一いつ緒しよに来ようと思って、我が慢まんしてたんです」

　わずかに、シンマの方を上目づかいで見てくる。その瞳ひとみには、恥はずかしそうな、どこか怯おびえるような色が含ふくまれていた。

「あ――そ、そうか」

　思い当たる節に、シンマは慌あわてた。よく考えればミンクは、シンマと幼い頃に会っていたのだ。両親の事故があってから、なるべく過去の記き憶おくを甦よみがえらせないようにしてきたせいで、シンマは昔のことがひどく曖あい昧まいになっている。そのせいか、ミンクのことも幼おさな馴な染じみだと名乗られるまで覚えていなかった。

　しかし彼女からすれば、ずっと昔に仲良くなった友達と再会したのだ。色々やりたいことや、話したいこともあっただろう。

　だが、資格者関連のことでばたばたしていて、とてもではないがそんな暇ひまはなかった。

　それに、シンマはミンクにとって――というより、【エターナル】にとって重要な人間のようだ。故に昔のように気安く付き合ってもらうことは出来ない、と彼女は考えていたのかもしれない。真ま面じ目めなミンクのことだ。ありえない話ではなかった。

「……ごめん、気付けなくて」

「い、いいえ、いいんです！」

　頭を下げたシンマに、ミンクは勢いよく手を振った。

「わ、わたくしのわがままですから。シンマくんのご事情は把は握あくしているつもりです。無理は……言えません」

「だけど……」

「どうか、気にしないでください！　それに……」

　と、頬を染めながら、ミンクは小さく言う。

「それに……今日、こうして、ちゃんと来れましたから」

「……うん、そうだな」

　シンマは頷き、ゆっくりと微笑んだ。

「でも、それじゃやっぱり申し訳ないから、今日はどんどんわがまま言っていいよ。どこでも付き合うからさ」

「えっ！　いえ、でも、そこまでご迷惑をおかけするわけには！」

「大丈夫だって。それに……ほら、デートだしさ。そういうのって、男が、女の子のわがままに付き合うもんだろ？」

　フォローするように言ったその台詞に、ミンクは「はわ！」と爆ばく発はつしたかのように顔を赤くした。

「ああ、あ、ありがとうございます……」

　段々としりすぼみになっていく声で、そう告げて、ミンクは笑う。

「さっきのミンクの台詞じゃないけど、気にしないでいいって。日本の漫画のこと、オレもそんなに知ってるわけじゃないけど、教えてあげるしさ」

「本当ですか!?　ありがとうございます！　えと、それじゃ、早さつ速そくいいですか！」

「ああ、なんでもいいよ」

　そう答えたシンマに、ミンクは店の奥おくの方に走って行った。そして、数冊のマンガを持って戻もどってくる。

「本国にいる時から気になっていたんですけど、なんとなく、触ふれちゃいけないもののような気がして……ずっと調べるのは避さけてきたんです！」

「へぇ、なにかな」

　もしかすると、エターナルの戒かい律りつでは禁止されているものが含まれているのかもしれない。しかし、どうせここは日本だ。少しくらいなら許されるだろう。

　そんな風に思っていたシンマの前に、

「これです！」

　と、ミンクが、本を差しだしてきた。

「…………」

　そして、その瞬間、シンマは動きを停止した。

「変わったイラストですよね。最初は、友情ものかなって思ったんですけど、それにしては雰ふん囲い気きがちょっときらびやかですし……」

　ミンクの声が、やけに遠い。

　その表紙には――美しい色使いで、美形の男同士が上半身裸はだかで絡からみ合あう絵が展開されていた。タイトルには、やけに難しい漢字で、しかし、一目でそれと分かるような文章が書かれている。

「み、ミンクさん、これは……」

「なんでしょう？　向こうの方に、似たようなのが沢たく山さんあったんですけど、なぜか女性のお客さんがほとんどでした。少女漫画でしょうか？　でも、男の人しかいないみたいなんですよね。わたくし、日本の漢字は少し不得意で、なんて書いてあるのかよく読めませんし……」

　どうしようと、シンマは、背中を冷たい汗あせが伝うのを感じた。

　それまでお花畑で談だん笑しようしているような空気だったのに、突とつ然ぜん、波しぶきの激しい崖っぷちに立たされた気分になる。

　二時間サスペンスドラマで追おい詰つめられた犯人のように、シンマにはミンクの追つい及きゆうを上手くかわす余よ裕ゆうがない。

「ええとだね……それはなんていうか……日本の伝統芸能というか……」

「伝統芸能？　ということは、能とか、狂きよう言げんとかと、同じ部類ということですか？　それならわたくし、詳くわしく知りたいです！　シンマくんの国の、重要なものですから！」

「重要なものかどうかと言われると……そうなんだけど……それとはちょっと違ちがうっていうか……」

　きょとんとするミンクに、シンマは普段、あまり使わない頭をフル回転させた。

「そ、そうだな、あれ、その……裏の伝統芸能というか……隠された部分とでも表現すればいいのか……。でも、別に、悪いものじゃないんだよ。だけど、こう、物事を光と闇やみに単純化したら、どっちかといえば後者に当たるというか……」

「……い、いかがわしいものなんですか？」

　シンマの口ぶりに、たじろくミンク。誤解させてはいけないと、シンマは首を振った。

「いやいやいや！　あの、そういうわけじゃなくて、芸術の、表現方法の一つではあるから！　オ、オレも聞いた話だけど、江え戸ど時代くらいには別に何もおかしいことじゃなかったらしいから！　そ、それに、別に法律違い反はんでもなんでもないんだし！」

「では、なんですか、これは、なんですか？　どうして男の人と男の人が、こんな風に、裸で抱き合っているんですか？　教えてください、シンマくん！」

「大声で言わないで！　お願いだから！　人、見てるから！　ネットの掲けい示じ板ばんで、実じつ況きよう中ちゆう継けいとか、される可能性もあるから！」

「え、で、でも、昔からわたくし、疑問に思ったことは突つき止とめないと気が済まなくて……シンマくんがよく知らないなら、店員さんとかなら、教えてくれるでしょうか？　一緒に、行ってくれませんか!?」

「どんなプレイなの!?」

　辱はずかしめにも、程ほどがある。シンマは人の目が集まるのを感じながら、「いいから、元の場所に戻して来て！　後で、きっと教えてあげるから！」とミンクを説得した。

「そうですか……分かりました。えーと、どこにありましたっけ、あれ」

　シンマの動どう揺ようっぷりを不思議そうに見ながら、ミンクは振り返かえった。

「あ、あそこにありますね。えっと、ジャンルは、びーえ……？　ボーイズ――」

「だあああああ！　オレが！　オレが戻してくるっっ！」

　ひったくるようにミンクの持っていた漫画を持つと、シンマは超ちよう特とつ急きゆうで売り場まで走るのだった。




「いらっしゃいませー、お二人ですか？」

　女性店員の確かく認にんに頷くと、彼女は「お二人様、ご来店でーす。あちらにどうぞー」と席へ促うながす。

「か、可愛かわいい……っ！」

　店内を見回したミンクは、瞳をきらきらとさせた。

　そこかしこの壁や窓まど際ぎわには様々な動物のぬいぐるみが飾かざられて、案内されたソファにも、絵本や人形が置いてある。

「童話喫きつ茶さって言ってさ。こんな風に絵本とか、それにまつわる物が置いてあるんだよ」

　ミンクの対面に座すわりながら、シンマは説明した。

「奈々が喜ぶから、休みの日とかはたまに来る」

「へぇ……確かに、雰囲気いいですねえ」

　メニューを見ながら、ミンクは何度も頷く。

　あの後、ひとまず漫まん画が騒そう動どうが収まった後で、シンマとミンクは様々な場所を巡めぐった。その全てにミンクは新しん鮮せんな反応を示し、まるで無む邪じや気きな子どものようにはしゃいでいて。その様子がなんだか微笑ほほえましくて、次々と彼女の行きたいところにシンマは付き合った。

　そして、少し疲つかれたミンクの様子を見て、自分が行き付けにしている店に案内したのだ。

「わたくしは……いちごみるくスムージーでお願いします。あと、ホットケーキも」

　シンマはコーヒーを頼たのむと、店員は「承知致いたしました。ごゆっくりどうぞ」と下がっていった。

「シンマくん、さっきはありがとうございました」

「ん？　なにが？」

　シンマが目をしばたたかせると、ウサギのぬいぐるみを膝ひざの上に乗せたミンクが、自分の鞄かばんから何かを取り出だす。

「これ、先ほどのゲームセンターで、とって頂いて」

　ああ、とシンマは頷く。テレビで人気のキャラクターを象かたどったぬいぐるみだった。途中で寄ったＵＦＯキャッチャーでミンクが欲ほしそうに眺ながめていたので、シンマがとったのだ。

「あの手のゲームは結構、得意だからな。気にしないでいいよ」

「でもわたくし、自分のお金を出しましたのに……」

「そっちもいいって。こういう時は、男が出した方が格好つくんだよ」

　そう言って朗ほがらかに笑うと、ミンクはまた少し赤くなり、持っていたキャラクターとうさぎを一緒に抱きしめた。

「……わたくしは、幸せものです」

　その姿が、普段の清せい楚そなミンクとは違い、とても素す直なおで年ねん齢れい相応のように思えて、シンマは目をしばたたかせる。

（へぇ……ミンクも、こういうところがあるんだな）

　思えば本屋の時も、先のゲームセンターの時も、無邪気にはしゃいで本当に楽しそうだった。あるいはこちらが、ミンクにとって本当の自分なのかもしれない。

（……なんか、悪くないな）

　おしとやかなミンクもいいが、こうして年とし頃ごろの女の子みたいにしている彼女の方が、見ていて和なごやかな気分になれる。それに、

（ちょっと……いや、結構、可愛いし）

　少し、どきどきしながら、シンマはミンクを眺めていた。

「……？　どうしました、シンマくん？」

「ん、あ、なんでもないよ」

　こちらの反応に気付いたミンクがきょとんとするのに、慌てて手を振る。

「にしても、これで幸せってのはちょっとおおげさじゃないか？」

　運ばれてきたコーヒーを口にしたシンマがくすりとすると、ミンクは頬ほおを膨ふくらませる。

「あら、いいじゃないですか。日々、それがどんな小さなことでも幸福であると自覚すること。それが本当に豊かな人生を送るためには必要なことですよ」

「ふぅん、確かにそうだな。それは、【エターナル】の教え？」

「いえ……」

　ミンクは、そこで言葉を途と切ぎれさせた。しばらく無言を保った後で、いちごミルクをストローで吸って、ぼそりとこぼす。

「……お姉ちゃんが、そう言ってたんです」

「そっか。さすがミンクのお姉さん、いいこというなあ」

　感心していると、彼女はため息をついた。

「そうですよね……本当に、お姉ちゃんはすごいです」

　そして、小さく呟つぶやく。

「わたくしとは、大おお違ちがい――」

　それはまるで、到とう底てい叶かなわない夢を憂うれうように。あるいは、届かぬ月にそれでも手を伸のばし、だけども指先一つ触れずにいた己おのれを、自じ嘲ちようするかのように。

　悲しい言葉の響きを持っていた。

「……そっかな」

　シンマは、コーヒーの入ったカップを静かに置いた。

「確かにお姉さんはすごいけど、ミンクだって、オレはすごいと思うけどな」

「……え？」

「だって、エルスタインさんみたいになりたいって目標を達成するために、単身で日本までやってきたんだろ？　オレなんて、日本から出ることも出来てないからな。それは十分に、尊敬できることだと思うけど」

「そんな……わたくしなんて」

　ミンクは、ストローでいちごミルクをかき回す。

「日本に来たのは、シンマくんにお会いしたかったからですし、それに――」

「……それに？」

　少しだけ言葉を切り、ミンクはもう一度、息をついた。そして、

「それに……わたくし、本当は、そんなに偉えらい人じゃないんです」

「……どういうこと？」

　薄うすく、だけど綺き麗れいな旋せん律りつが、店内で流れていた。

　名も知らぬクラシックの音楽が、しばらくの間を埋めてくれる。

　やがて、ミンクは言った。

「……わたくしのお姉ちゃんは、とにかく何でも出来る人で、弱点というものが見つからないんです。皆みなに求められて、期待されて、それにきっちりと応こたえて……完かん璧ぺき、なんて表現すると大げさかもしれません。でも、わたくしには、そう見えました。それになにより、わたくしが本当にお姉ちゃんがすごいと思うのは、その【強さ】なんです」

「……強さ？」

　ミンクは、静かに頷うなずく。

「自分の能力を驕おごることもなく、かと言って、謙けん遜そんし過ぎることもなく……。自然に、あるがままに振ふる舞まって、何物にも縛しばられない。自分自身というものを確固としてもっていて、誰だれにも流されず、いつも堂々と生きている」

　そして、彼女はシンマの方を見つめてきた。

「シンマくんと同じ。――とても強い人なんです」

「いや……それは買いかぶりってものだよ。オレは勝手にやってるだけだしさ」

　真正面から褒ほめられて、シンマはなんだかむず痒がゆいような気分になる。そんなこちらの様子を見て、ミンクはくすりと笑った。そして、再び話し始める。

「そんなお姉ちゃんが憧あこがれで。だからわたくしも、お姉ちゃんや、エルスタイン様みたいになりたくて、努力してきたつもりだったんですけど」

　そこで彼女は、ため息をついた。

「だけど……ダメですね。どんなに頑がん張ばっても、わたくしは、お姉ちゃんみたいになれない。走っても走っても、その背中には追いつけないんです。まあ、当然なんですけどね」

　ミンクはグラスを手に持ち、水面を揺ゆらしながら、苦く笑しようした。

「わたくしはただ、お姉ちゃんに憧れてるだけ。お姉ちゃんはそれよりずっと先を見てる。他の人なんて気にせずに、自分が思うように、ただ、前に。……レベルが違いすぎます」

　言って、ミンクはシンマに笑いかけた。それが自分にとって大したことではないというように。恐らくは、シンマに気を遣つかわせないように。

「だから、わたくし全然、偉くなんかないんです。お姉ちゃんや、エルスタイン様みたいに一人でなんでも出来て、皆に必要とされるような人が羨うらやましい……そんな子どもみたいな部分もずっとあって。だから夢を諦あきらめきれずに、無む駄だかもしれない努力を続けてるんだと思いますから」

「……ミンク」

「この前、遊園地に行った時、シンマくんがわたくしのことをすごいって言ってくれて、うれしかった。だけど一緒に、ちょっとだけ、心が痛みました。そういう、よこしまなところもあることを、自覚していましたから」

　そう告白をして、ミンクは話の締しめくくりにいちごミルクを飲んだ。胸の内に抱え込んだものを、一緒に奥の方へ追いやってしまうかのように。彼女は喉のどを、一度だけ鳴らす。

「……どうして今日、それを話してくれたんだ？」

「分からないです。だけど……シンマくんには知って欲しかったのかもしれません。わたくしを、はげましてくれた、あなたには」

　シンマは頷いた。そして長く、息をつく。

「ごめんなさい、なんだか、嫌いやなこと言ってしまって……。引いちゃいましたよね？」

　苦笑して、ミンクはシンマから目を逸そらした。

「いや……」

　シンマは、否定したものの、続く言葉が思いつかずに黙だまり込む。

　時たま暴走するけれど優やさしくて、いつも元気な頑張り屋で。

　だけどそれが、ミンクの全てであるなどと、シンマも思っていなかった。

　なにも、彼女だけではない。暗かったり、醜みにくかったり――人は誰でも、心のどこかに重たい何かを抱えている。そして、時にそんな自分に悩なやみながら、生きているのだ。

　それでも、そのことを当たり前だと言って、なんになるだろう。

　ミンクに必要なのは、そんな通り一いつ辺ぺん倒とうの言葉ではない。

　しかし、自分が、彼かの女じよになにを言えるのかと思ってみても、まるで見つからなかった。

　十六年という短い人生は、誰かのことを語るにはあまりに経験が足りていない。

「あ……ごめんなさい、シンマくん。なんだか、変に暗くなっちゃいましたね！」

　沈ちん黙もくの降りた場を取とり繕つくろうように、ミンクは元気よく言った。

「まだ時間はありますし、楽しみましょうよ！」

「……。うん、そうだな」

　しばらく考えた後で、シンマはミンクの提案を呑のんだ。彼女が望まないのであれば、無理に今、なにか言う必要はないと思い直したのだ。

「……お待たせ致しました」

　タイミング良く、ミンクの前にホットケーキの載った皿が置かれた。狐きつね色いろに焼き上げられた生き地じが三段重ねになっていて、上からメイプルシロップがかけられ、極きわめつきに黄こ金がね色いろのバターが溶とけている。理想的な仕上がりだ。

　しかし随ずい分ぶんと出来るのが遅おそかったなと思ったシンマだったが、すぐにその理由に気付く。

　女性店員は胸を撫なで下おろしたかのように息をついて、やれやれといった感じで調理場へ戻っていくところだった。

　ようするに、なにやら重い話をしていたので気を遣ってくれていたのだろう。

「すみません……」

　その背中に謝罪をしていたシンマの前方で、ミンクが「わあ、おいしそう！」と喜びいっぱいの声を上げている。

「日本のホットケーキも、おいしいですよね！　素そ朴ぼくな味がします！」

「オレも好きだよ。しかし、ほんとにうまそうだな。オレも頼めばよかった」

　思わず物もの欲ほしそうに見たシンマに、ミンクは目をしばたたかせる。

　そして、

「……あ」

　何かを思いついたかのように、頬に紅葉を散らした。

　その色はどんどんと全身に回っていき、熱せられた鉄のように赤くなっていく。

「し、し、ししししし、シンマくん」

「なんだ、どうした。いきなりラップにでも目覚めた？」

『ししし、シンマくん、よぅ、チェケラァ！』などとだぼだぼの服を着たミンクの姿をシンマが思おもい浮うかべていると、ミンクはぶんぶんと首を振る。

「わわ、わたくしたちは、い、今、でぇと中なのですよ……ね？」

「え、あ、うん、まあ、そうだね」

　改めて言われると、変にそわそわしてしまう。

「な、ならば、す、少しは、そのようなことをしなければ、疑われるとは思いませんかっ!?」

「えっ!?　え、ええ、はい、そのように思います……」

　変に圧あつ倒とうされるようなオーラをミンクの周囲に感じ、思わず丁てい寧ねいに答えてしまったシンマだった。

「な、ならば、その、いささかに、典型的ではありますが、行わなければならぬものが……あるかと思うのですがその辺りどうですか大だい丈じよう夫ぶですか平気ですかやらせてくださいますか!?」

「ど、どうぞ!?」

　立て板に水のごとく怒ど涛とうの喋しやべりを放たれ、シンマは同意するしかない。

「は、はい、では！」

　ごくり、と唾つばを飲み込んで。ミンクは、ナイフとフォークを持つと、ホットケーキを切り始めた。丁寧に二等辺三角形のようにしてから、ぶすりと突き刺さす。

　そして、持ち上げたホットケーキの一部を、シンマの方へと差し出す。

「は、はい――あーん！」

「そっ！」

　そうきたか！

　シンマは心の中で、絶ぜつ叫きようした。

　いや、確かに恋こい人びと同士なら――デートをするような仲ならそうしてしかるべきだろう。相手から相手へ物を食べさせるという行こう為いは、少なくともただの友達同士なら絶対に出来ないような、侵おかさざるべき領域、もしくは後あと戻もどりのできない地帯、禁じられた聖域への第一歩でもある。

　なぜなら、とても恥はずかしいからだ。

「……えーと、あ、はい、頂きます」

　しかしここは実行せざるを得ないだろう。ミンクに協力するといったのは自分なのだから。シンマは、口を開ける。

「はい、どうぞ」

　そのまま待っていると、口の中にホットケーキが運び入れられた。フォークの離はなれたタイミングを狙ねらって、咀そ嚼しやくする。

「……お、美味おいしいね」

「そ、そうですか！　よかったです！　わたくしも、シンマくんが喜んでくれて、う、う、嬉うれしいにゃるろー」

　限界を迎むかえたのか語ご尾びが崩ほう壊かいを迎えていた。ミンクはそのまま背後へと倒たおれ込む。

（しかしこれは……やる方もそうだがやられる方も相当のダメージを負うぜ……）

　周囲の視線や交かわされる囁ささやきの中で、『あーん』されたものを食べるのは、往来の真ん中でバナナを踏ふんですっ転ぶことより居た堪たまれない。格好つけたプロポーズの台詞せりふを噛かむことと比べれば、審しん議ぎの結果、翌週へ勝敗を持もち越こし、といった次し第だいだろう。

「じゃ、じゃあ、そろそろ食べてお店を出ましょうか！」

　一刻も早く逃にげ出しといった体のミンクに、しかし、シンマは不敵に笑った。

「待ってもらおうか、ミンク……。この際だ、この身ある限り、命を賭として戦おうじゃないか」

「え……ど、どういうことです？」

　その様子に警けい戒かいするミンクに向かって、シンマは彼女の傍にあるフォークを手にとった。そして、切り分けられたもう一つにその刃を突き刺す。

「日本には、死なば諸もろ共ともという言葉があるのだよ……。というわけで、ミンク！

　はい、あーん！」

「ええええええ！」

　ぼんっ、と爆ばく発はつしたかのように顔面が真っ赤になるミンク。あたふたと周囲を見み渡わたすが、当然ながら助けなどない。

「観念したまえ、ミンクくん……もはや君はこのオレのあーん攻こう撃げきを正面から受け止めるしかないのだ……」

「ひ、ひええ。い、いや、あの、その、う、嬉しいです。けど……ううー」

　ほとんどゆでだこみたいになっているミンクは、両手で顔を覆おおったり、またはその場でうずくまって殻からにこもろうとしていたが、やがて、決心を固めたように顔を上げた。

「は、はい、では……いただきます」

　ゆっくりと、シンマの差し出したホットケーキをぱくりと食べる。

「は、はぅぅ……」

　頬に手を添そえ、そわそわとしながらもぐもぐとやっていたミンクは、しばらくして飲み込んだ。

「どうだい、ミンク……どうなんだい？」

　わけのわからないテンションになりつつシンマが尋たずねると、ミンクは、

「お、おいしい……でしゅ」

　と、それが最後の言葉であるかのように、その場で卒そつ倒とうしてしまうのだった。

「あ……あれ？　お、おい、ミンク？　ミンクー！」

　慌あわてたように立ち上がって駆かけ寄よると、彼女はとてもとても、幸せそうな顔で目を閉じていた。それはまるで、王子の訪おとずれを待つ眠ねむれる姫ひめのようで、はっとするかのような愛らしさに満ちている。

「と、心の中でフォローしておこう……」

　実際は、とても情けない姿をさらしていたミンクを見て、シンマはそう呟くのだった。







第三章　神魔とレイラと世界意思







　自立、という言葉がある。

　辞書を紐ひも解とけば、『他からの支配や助力を受けずに在ること』とあった。

　つまり単純に言って、独り立ちするということにもなる。

「一人で生きる、か……」

　初夏の爽さわやかな風を受けながら、シンマは呟いた。

　屋上からは広い空がよく見える。まばらにある雲が、ゆっくりと天の海を泳いでいた。

「なにか悩み事ごとでもおありになるのですか」

　隣となりに座るコトハが問いかけてくる。

「ん……いや、ちょっとな」

　シンマは、寝ね転ころびながらそう答えた。そしてしばらく沈黙した後に、思い切って尋ねてみる。

「なあ、コトハ。……『強い』って、なんだろうな？」

「二つ意味が御ご座ざいます」

　間かん髪はつ容いれずに、コトハは答えた。

「一つは肉体的に頑がん丈じようであるということ。もしくは優すぐれた身体、及およびそれに伴ともなう格かく闘とう能力があること。もう一つは精神的に揺るぎがないということ。自分の意見をしっかりと持ち、決して他人に惑まどわされない心があるということです」

「じゃあ、何にも流されないで、一人で生きていくことは、強いことか？」

「左様で御座います」

「んじゃ、そうじゃない人は、弱いのか？」

「少なくとも世間一いつ般ぱんでは、強いと類されないと思います」

「……そっか」

　簡潔だが的を射た意見だ。参考にはなった。しかし、

「確かにそれはそうなんだろうけど……なんか、なぁ」

　腑ふに落ちない、という言葉が一番正しいのだろうが、シンマはコトハの言う『強さ』が正しいことであることを受け入れつつも、どこかで首を傾かしげる自分がいることに気付いていた。

「難しいもんだな……色々と」

　答えの出ない問いを考え続けるのは得意ではない。シンマは人知れずして、ため息をついていた。そして、

「……どうでもいいけど、重い」

　いささかにげんなりした面おも持もちで、そう呟く。

　そこには、無ウーがシンマの服にしがみつくようにして、腹の上で眠っていた。

　昨日、シンマと強制的に離れさせられたのが気に喰くわなかったのか、今日は朝からずっとこんな調子である。もちろん、授業中はコトハによってはぎ取られているのだが、それが終わって人の居ない場所にいくとこうである。

　おまけに自宅ではそれを見た奈な々なも「にいくんにスパイダーマン！」と叫さけびながら張り付いてくるので、なんの修しゆ行ぎようかと思う程ほどに身動きがとれなくなった。

「引ひき離しましょうか？」

　コトハが動こうとするのに、シンマは苦笑して首を振った。

「いや、いいよ。苦しいほどじゃないし」

　ちなみに今は放課後で、生徒のほとんどは帰宅している。場にはコトハと無、そしてシンマだけだ。

　アリスたちは【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首――つまり彼女の父――に報告があるからとそそくさと去り、ミンクはおみやげを買うという姉の要望に付き合ってショッピング中である。

「ミンク＝フィナーレの『あぴぃる作戦』というものは、上う手まくいったのですか？」

「どうだろな。一応、やるべきことはやってるけど……」

　昨日のデートもそうだが、学校でもなるべく仲睦むつまじく見えるよう、会話を増やしたりしている。どれほどの効果があるのか、それはレイラにしか分からないからなんとも言えないところだが、なにもしないよりはいいだろうと思っていた。

「……しかし、シンマ様がそのようにご苦労される必要が、果たして本当にあるのでしょうか？」

「どういうこと？」

　コトハの問いかけに、上体を起こして尋ね返すと、彼女は言った。

「ミンクの役目はシンマ様の嫁よめになることと、御おん身みをお守りすること、その二点であるとレイラ＝フィナーレは言っていました。ですがそれをより実行できるのは、今までの話を統合すると、姉であるレイラの方ではないかと思うのです」

「……そりゃ、まあ、そうだけど」

「で、あればレイラ＝フィナーレに役目を交代させた方が、シンマ様にとっても益になると思うのですが」

　シンマは、コトハのその台詞に、頭を掻かいた。

「いつもながら厳しいね、コトハは」

「出過ぎた真ま似ねであれば、申し訳ありません。シンマ様のことを考えれば、そちらの方が良いかと思いまして」

　コトハはそこで、少しだけ躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せる。しかし彼女は首を振って、

「……私とて、どうしても守りに隙すきが生じることはあります。正直なところを申せば、あまり気は進まないのですが……レイラ＝フィナーレのような人間にそこを補って頂ければ、シンマ様の周辺警備にも穴がなくなることでしょう」

「冷静に考えりゃ、そうなんだろうな。……だけどさ。オレは別に、自分を守ってくれる人だから、コトハが必要だって言ってるわけじゃないんだぜ」

「……と、言いますと？」

　微び苦く笑しようして、シンマは言った。

「最初は困ったことになったな、と思ったけどさ。今は、コトハが傍にいてくれてよかったと思ってる。でもそれは、コトハが役に立つからとか、強いからじゃない」

　無の頭を撫で、シンマは蒼あおい空を仰あおぐ。

「コトハがコトハだったから。だから、オレは今、自分を守ってくれる人がコトハでよかったと思ってる」

　コトハはシンマの台詞に、目をぱちくりとさせていた。意味が分からなかったらしい。シンマは首を傾げながら言った。

「いや、うーん、上手く言えないんだけどさ。アリスはアリスで、乱暴なとこもあるけど、きちんと反省できるし、素す直なおだし。ミンクも妄もう想そう炸さく裂れつっぷりは困るけど、きちんと色んなことを考えて行動してるし。無も、付き合ってみれば奈々と変わらない、いい子だってわかったし。……皆、いい奴やつだと思うよ」

　シンマは、コトハの方を見る。そして、

「オレは器用な人間じゃないからさ。利益だけで誰かを扱あつかうことは出来ないんだ。……だからなのかな」

　ゆっくりと、シンマは頷いた。

「自分でも、的確な言葉が見つからないんだけど――なんとなく嫌だなって思ったんだよ。ミンクが交代するかもって聞いた時。で、こういうことしてる……って感じかな」

「……そうですか」

「悪いな、なんか、ちゃんとしたことが言えなくて。頼たよりないよな」

　そう言って、シンマが弱々しく笑うと、コトハは「……いいえ」と首を振る。

「シンマ様がそう思われたのであれば、それが正しいことなのでしょう。私はただ、それに従うだけです」

「そっかぁ？　コトハだってたまには、『間ま違ちがってんだよ、バカヤロウ！』とか言ってもいいんじゃないか？　いや、言おうぜ！」

「間違ってんだよバカヤロウ！」

「ひぃごめんなさい!?」

　突とつ然ぜん、大声を出だされてびくつくと、平然とした顔でコトハは小首を傾げた。

「このような感じで宜よろしいのですか？」

「……いや、うん、そうなんだけどさ。コトハってたまに、読めないことするよな」

　付き合って一か月と少し経たつが、未いまだにその全容が掴つかめない人物ではあった。

「申し訳ありません、この頃ごろ、少し感情を出すように勉強をしているもので」

「お、そうなの？　いいじゃん、じゃあ、どんどんやっていこうぜ」

「そうですか。実は子どもの笑え顔がおが無む垢くで愛らしいと、奈々様と共にテレビを観みていて知ったもので……この間シンマ様と共に行ったデパートで、出会った少年に対し、その魅み力りよくを学ぼうと『笑いなさい』と仁に王おう立ちになって告げたのですが」

「……どうなった？」

「『なぜ笑わないのですか。笑えないのですか。私の前では笑うことが出来ないというのですか。笑って頂けなければ困るのですが。笑って頂けますね？』と続けたところ、なぜか泣かれてしまいました」

　泣かない方がおかしい。

　と、思ったシンマだったが、「ははは、なんでだろうね」と曖あい昧まいな笑えみを返しておいた。

「でも今度から、勉強する時はオレも呼んでな。その……内容とか把は握あくしときたいし」

「承知致いたしました」

　頭を下げたコトハに手を振ふっていると、不意に声がした。

「うー……。シンマ、ちょっとうるさい」

　無が、寝ね起おきの目をしょぼしょぼとさせながら起き上がり、欠伸あくびを噛み殺ころす。

「よ、おはよう」

　シンマが声をかけると、彼女はこくんと頷うなずいた。

「無、その言い方はなんですか。シンマ様の上で眠っていたのは貴女あなたの勝手でしょう」

「ここは無の場所なんだから、いるのは当たり前だろう。お前たちが静かにしていればいいんだ」

「……処しよ罰ばつが必要のようですね」

　コトハが無感情ながら、シンマに分かる程度で怒いかりのようなものを匂におわせたので、シンマは慌てて「まあまあまあ」と止めに入った。

「シンマ、お腹なか減った。もう帰ろう」

「あー……そうだな。今日はなに食べたい？」

「カレー」

「うちにはカレー以外の選せん択たく肢しは存在しないのか!?」

　慄おののくシンマに無はにっこりとしていたが、瞬しゆん間かん、その顔を強こわ張ばらせた。

「……誰だれか来る」

「え、だれが？」

「シンマ様、おさがり下さい」

　コトハが指示するのに、シンマは立ち上がって数歩、退いた。

　無がずるずるとシンマから降りると、その手に彼女の武器である暗器、ヒョウを持つ。

　コトハもまた、鞘さやから刃を引き抜ぬいた。

　それとほぼ同時にノブが回り、軋きしんだ音を立てながら、扉とびらが開く――。

　そして、件くだんの人物は姿を現した。

「やー、お三方、こんちー」
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　緊きん迫ぱく感をまるで無視するかのようなノリで手を振っているのは、見覚えのある人物。

　ミンクの姉、レイラ＝フィナーレだった。

「あれ……お姉さん、ミンクは？」

「ちょっと用事があるからって先に家に帰したのよ。お邪じや魔ましてよろしい？」

　どうぞ、とシンマは手を差し出した。無が唸うなっているのに、軽く頭を叩たたく。

「こら、威い嚇かくするな」

「……むむむ」

　気に入らないのか不満げに頬ほおを膨ふくらませている無に、レイラは微苦笑した。

「ずいぶんと嫌きらわれたもんね」

「シンマ様に過度の接せつ触しよくをされたのが気に障さわったのでしょう」

　コトハの指し摘てきに彼かの女じよは頭を掻く。

「こりゃ失敬。ちょっとしたコミュニケーション手段なんだけどねぇ」

「出来ればもうちょっとソフトなものをお願いしたいんですけどね……オレは」

　シンマがなんともいえない顔をしていると、レイラは「うーん？」と顎あごに指を当て、

「じゃあ、お尻しりでも触さわっとく？」

「遠えん慮りよしときます」

「あら、もしかして前の方がいい？　ウフフ、お・ま・せ・さ・ん」

「だからそういう問題じゃなくて！　というかステップアップしてますよね、それ!?」

　呆あきれたシンマにレイラはけらけら笑った。

「やっぱ年下はからかいやすくていいわねー」

「あまりシンマ様を弄もてあそばれては困ります」

　コトハがシンマをかばうように前に出ると、レイラは妖よう艶えんに微笑ほほえみ、

「あら、わたしが本格的に弄ぼうとしたら、こんなものじゃ済まないわよ？」

「ところでなにか用事ですか!?」

　このまま話を進めるととんでもないことになりそうだったので、シンマは強ごう引いんに矛ほこ先さきを変えることにした。

「シンマ君って、泰たい然ぜんとしているようでいて、根っこのところは純情だからさぁ。なんか、遊びたくなっちゃうのよねえ」

「全然聞いてないよこの人！　どんだけぶれないの!?」

　愕がく然ぜんとしたシンマに対し、レイラは肩かたを竦すくめ、

「ま、冗じよう談だんは置いといて」

「……本当に冗談だったんですよね？」

「人が本格的に火ぃつく前に身を引いたんだから、大人しく従いなさいな。マジになっちゃうわよ」

「やめろ！」

　唐とう突とつに、無がレイラに歯を剥むいた。

「いい加減にしろ。無はお前、あんまり好きじゃないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。今はまだあなたからシンマくんをとる気はないから」

「明日も明後日も来年もずっととるな！」

　しがみついてくる無の頭を撫なでつつ、シンマは言った。

「……で、本当に何かご用事ですか？　試験の期日はまだ先のはずですけど」

「ああ、そっちじゃないの。今日は、来日したもう一つの目的を果たそうと思って」

「……もう一つの目的？」

　レイラは「うん、そう」と頷いて、ジャケットの懐ふところに手を入れた。

「上から確かめてこいって言われててねー。ちょっと面めん倒どうだけど、良かったら見せてくれると嬉しいな」

「……？　なにを、ですか？」

　シンマの問いかけに、レイラはわずかに目を細める。そしてその耳心ごこ地ちいい旋せん律りつで、謳うように言った。

「シンマ君、あなたの……」

　刹せつ那な。

「――シンマ様、お下がり下さい！」

　コトハの放つ鋭するどい言葉。それと同時に無がシンマから手を離はなすと、羽織っていたマントを翻ひるがえした。その両手には、ヒョウが二本握にぎられている。

「あなたの実力、ちょっと、試ためさせてもらうわ」

　そう告げてレイラは、手を引き払はらった。そこには光る棒のようなものが握られている。

　いや、それは、そんな生易しいものではなかった。

　艶あでやかな色を照り返すスマートな銀の銃じゆう身しん、滑すべり止どめとマークの刻まれたグリップ、その内に秘ひめた悪意を解き放つ引き金。

　以前にノンエが使っているのを見た。それは、自動式拳銃オートマチツクそのものであった。

「け、拳銃……!?」

　驚おどろいたシンマに、コトハは首を振る。

「ただの銃じゆうではありません」

「ああ……気をつけろシンマ。あれは――」

　無が殊ことの外ほか、緊きん張ちようするようにして告げる。

「――あれは、【アーティファクト】だ」

「正解」

　レイラは、答えを見つけ出した子どもを褒ほめるような口調で微笑んだ。

「あれがアーティファクト……？」

　疑念を呈ていした後で、シンマは目を見開く。確かに一見すると、ただの銃であるかのようにも思える。しかしその銃身の左右には、二つの宝玉のようなものがはめ込まれていた。透すき通とおるようなそれは、まるで今日の空を吸い込んだような鮮あざやかな青色を宿している。

「ど、どういうつもりですか、お姉さん！」

「レイラって呼んで欲ほしいなー」

「そんなこと言ってる場合じゃなくてですね……」

　あくまでも自分のノリを崩くずさないレイラにシンマが戸と惑まどっていると、彼女は言った。

「言ったでしょ？　さっき。あなたの実力を確かめさせて欲しいって。上から頼たのまれててね。わたしも気が進まないんだけど、お仕事だからさ」

「残念ながら、そうは思えません」

　コトハが刀の柄に手をかけながら問とい質ただす。

「貴女は明らかに事を楽しんでいる。その証しよう拠こに、これが完全に仕事であるならば貴女は眼鏡をかけているはずです。……なにが目的ですか？」

「ふむ、鋭いわね。さすが御み守かみ家の希望の星。……ま、お仕事ってのは本当だけどね」

　銃を構えながら、レイラは軽い調子で続けた。

「悪い性格してんのかな、わたしは。ちょっと気になってたのよね。かつて世界がその存在に怯おびえたという【資格者】――それがどれほどの力の持つ、どんな人間か。おまけにシンマ君は【破は壊かい】も【再生】も同時に使えるって言うじゃない。好こう奇き心しんが疼うずくってやつよ」

「シンマはお前の遊びに付き合うほど暇じゃないぞ！」

　無が強くレイラを睨にらみつける。

「分かってるわ、だからこれは、遊びじゃない。シンマ君、わたしからあなたへの試験よ」

「試験……？」

「エターナルの信者数を知ってる？」

　シンマがその問いにＮＯと答えると、彼女は口にした。

「世界全すべてを合わせると、およそ二百万人――これだけの人間が、日々、救済のために動いてる。中にはわたしみたいに捻ねじ曲まがった人間もいるけど、ほとんどは無垢なるひたむきな宗教徒よ」

「……それがどうしたんですか？」

「その全てが――あなたを頼ろうとしている」

　その言葉を聞き、シンマは静かに、レイラを見み据すえた。

「あなたはその気になれば、エターナルの信者全てを……いえ、それどころか世界の全ての闇やみに光を照らすことも出来る。無情なる病に悩なやむ者はいなくなり、貧困は消え、争いもあなたの名の下に止めざるを得ないでしょう」

「そんな……大げさですよ」

「いいえ、資格者には――特にシンマ君にはそれだけの力があるはずなの。……それなのに、あなたは、自分の都合を優先するというのね？」

　まるで脅おどしつけるかのような、言葉の圧あつ迫ぱく。

「数百万の人間を惹ひきつけ、後にそれを大きく超こえる者を救う力を持った存在が、己おのれの利益のみを追求しようとしている。これは最も早はや、罪にも等しい行いだわ」

　厳しく、シンマを痛めつけるかのような、レイラの台詞せりふが続く。

「その力を持った時から、あなたは普ふ通つうの生活を望むことを許されなくなった。それは決められたルートを歩む、ゲーム盤ばんと同じようなものよ。

　ルーレット盤の目が一か十か、その程度しかない。ゴールは、決まっているの」

「……そうですね」

　シンマは、その言葉に息をついた。わずかな間を空けて、続ける。

「力の大きさはともかくとして、オレのやっていることが色んな可能性を潰つぶして、助けられる人を見捨てている――それは、あなたの仰おつしやる通りかもしれません」

　だけど、と。シンマは前を見つめたまま、はっきりと告げた。

「それでも、オレはオレとしてしか生きられない。だとしたら従うのはそこしかない。自分を曲げて聖人になり、誰かを救えたとしても、代わりに失くしてしまうものもあります。もし、そんなことになったら」

　真まっ直すぐと、揺ゆらぎの一つも見られぬ言葉を。

「オレは、オレ自身を許せなくなる。なぜならそれは、オレが望まないことだからです」

「……自分のことばかりね」

「仕方がないですよ。オレはヒーローじゃない。神様でもない。日鎖かざり心しん真まっていう、ただの平へい凡ぼんな男でしかないんですから。たとえどんな力を持っていたとしても――そこだけは変わらない。嫌いやなことは、やりたくない。ただそれだけです」

　拳こぶしを握り、シンマは突つき付つけた。

「もしそれをあなたが許せないというのなら……レイラさん。オレは、あなたも退けます」

「……そう、分かったわ」

　そう告げて、レイラは、

「いい？　わたしはエターナルの次期幹部候補。つまり、世界の意思の一つよ。だから、試させてもらう。あなたが手にした力。そしてあなたが口にした覚かく悟ご」

　持っていた銃を、

「――それが世界に抗あらがう、『強さ』であるのかどうかをね」

　彼女は、【天】に向けて、発はつ砲ぽうした。

　キュィィィィィ！

　弾だん丸がんが射出される音ではない。まるでなにかの生き物が鳴いたかのような音が空を渡わたる。

「応こたえなさい――【深き蒼テフラト・なる者マグメルド】！」

　レイラがそう叫んだ瞬間、虚こ空くうに【それ】は生まれた。

　まるでシャボン玉が弾けるように散った現象の後、向こう側が見える程に透とう明めいな薄うすい膜まくを持った球体が浮うかぶ。

　それも三つ、それぞれがレイラの背後で停てい滞たいした。

「あれがアーティファクト……？　どんな力を持ってるんだ」

　見た目からすると、まるで頼りない物体のようにも思える。

「油断なさらないで下さい。エターナルにおいても重要視される人物です。ミンクの持つ杖つえとはレベルが違ちがうかと」

　コトハが刃を正眼に構えた。

「……嫌な予感がする」

　無がヒョウを逆手に持ちながら、自身に平常心を保つよう叱しかりつけるように、深呼吸を繰くり返かえす。

「具体的には分からないけど……途と方ほうもない【なにか】を感じるぞ、シンマ」

「……気を付けた方がよさそうだな」

　シンマは右手に神経を集中させた。甲こうに刻まれた【破壊】と【再生】を示す紋もん章しようが疼き、灼しやく熱ねつのごとき痛みと共に力を発動させる。

　それと同時に、シンマはポケットに入れていた【水鏡無限】を握り締しめた。光を放つと共に周囲に透明の壁かべが展開し、内部を現実から切きり離す。レイラはその光景をちらと見上げたが、特に気にすることもなく、

「レベル、Ⅰ……」

　静かに、呟つぶやいた。そして銃じゆう口こうを、シンマたちに向ける。

「来るぞ……！」

　無の言葉を裏付けるかのように、レイラの持つアーティファクトに光が集まっていく。そして、

「【大海の王は、その槍やりを放つ】！」

　レイラがトリガーを引くと同時、球体の一つが光ひかり輝かがやき、力が発動した。

　銃口から、凄すさまじいほどの水の奔ほん流りゆうが放たれる。それはまるで巨きよ大だいな蛇へびのように空中をのたくりながら、牙きばを剥いて三人に襲おそい掛かかった。

「うおっ……！　炎ほのおよ、護まもれえええ！」

　目の前に、轟ごう々ごうと燃え盛る焔ほのおの壁を作り上げる。大量の水と衝しよう突とつし、その余波で濛もう々もうとした霧きりのような蒸気が辺りに立ち込めた。風の力ではあの勢いを殺せるか不安で、咄とつ嗟さに火の方を使ったのだが、どうやら上う手まくいったようだ。しかし、

「へぇ……わたしの水流を火で凌しのぐなんて、中々やるわね」

　まるで動どう揺ようする素振りもなく、レイラは、にやりと笑った。そして、

「【大海の王が、高らかに檄げきを飛ばす】！」

　彼女は、もう一度トリガーを引く。刹那、

「なっ……！　ぐっ……!?」

　ぐん、とシンマは恐おそろしいほどの圧迫感を味わった。

「ま、まずい……！」

　水の勢いが増したのだ。耐たえ切れず、少しずつ後ろへと追いやられていく。

「このままじゃ……くそ！　二人とも、ちょっと下がれ！」

　コトハと無がシンマの指示に従ったのを見て、自分もまた後ろへ跳とんだ。そして火の壁を消失させると、

「と、そうだ、これがあった！　炎よ……壁を、作れ！」

　シンマは、再び手を振るった。同時に炎が生まれ、その中から、何枚もの巨大な鉄の板が現れる。それらは縦に重なりながら、頑がん強きような盾たてのようにレイラの攻こう撃げきに立たち塞ふさがる。

「無のアーティファクトと同じか！」

　無の言葉に、シンマは頷いた。無の使うアーティファクト【天啓火烏カウ・ジン】は火の再生の力を持っており、無限に武器を創つくり出すことが出来る。そしてシンマの再生の力もまた、同じような効果を発揮することができた。

「これでどうにか防げればいいんだが……」

　もしダメなら他の方法を考えなければならない。そう思っていたシンマだったが、思っていた以上に自分の創り出した鉄の盾は頑がん丈じようだったらしい。レイラの攻撃に、どうにか耐え続けて居る。

「……単純だけど、中々のものね」

　やがて、それまで怒ど涛とうのごとく喰くらいついていた水の流れがぴたりと止やんだ。レイラは息をつく。

「時間切れか……レベルⅠとは言え、よく防ぎ切ったわね」

　言ってレイラは、銃のスライドを引いた。

「ど、どうにかやったか……？」

「恐らくはまだです。次がきます。それも――更さらに強力なものが」

「……うげ。勘かん弁べんしてくれないかな」

　思わず舌を出したシンマの体を、無が叩く。

「しっかりしろ、シンマ。お前は無が守ってやる」

「私ももちろん、そのように致します」

「……うん。ありがとう」

　二人の言葉に、シンマは微笑む。

　そして、同時に心の中でなにかがかっちりとはまった気がした。

（ああ……そうか）

　分かった気がした。自分が納なつ得とくいかなかったこと。受け入れられなかったものが。

　しかし、今はまだそのことを突き詰つめている場合ではない。

「それじゃ行くわよ、レベルⅡ……」

　球体の一つ目が弾け、輝く粒りゆう子しと化した。それは二つ目へと注ぎ込まれ、強い輝きを放つ。見る間に、二つ目の球体が一回り大きくなった。

「くっ……なんか、やばそうだな」

　コトハの言う通り、これまで以上のものが来る。気合いを入れて、シンマは手をかざした。

「炎よ！　壁を作れっ！」

　立ち昇のぼる火の螺ら旋せんが天を焦こがし、消え去ったそこには何枚もの鉄の板がある。だがそれを見ても、先ほど防がれたにも拘わらず、レイラは余よ裕ゆうの笑みを崩さなかった。

「【大海の王は】……」

　銃口を天に向けて、彼女は、力ちから一いつ杯ぱいに引き金を絞しぼる。

「【その剣けんを、大地より抜き放つ】！」

　先ほどと同じような水の奔流が唸りを上げた。しかし今度は、やけに細い。それこそ鋭い刃のようにして、まるで天を貫つらぬくように高く高く上がった。

「……なんだ？　あれなら、さっきの方がまだ強そうだったような」

　幾いく分ぶんか安心したシンマの期待は、しかし、すぐさま裏切られることとなる。

「【大海の王が……その剣を、薙なぎ払う】ッッ！」

　レイラが叫さけぶと共に、そのまま銃を振ふり払った。

　……キィィィンッ……！

　耳みみ障ざわりな鈍にぶい音。横薙ぎの水流が、ほんのわずか鉄板へと触ふれる。

　――まさにその瞬間、何枚と重なり合った鉄の板がそれによって、全て真横一文字に切り裂さかれていた。

「でぇ……っ!?」

「レベルⅠ！　【大海の王は、その槍を放つ】！」

　素す早ばやくスライドを引いたレイラが発砲した。収束する光は力の解放へと展開を遂とげ、再び水の大だい蛇じやと化して空中を這はう。

「シンマ様！」

　コトハがシンマを抱だきかかえて飛び、無もそれに続いた。刹那、コンクリートの床ゆかが抉えぐれフェンスが吹ふき飛とび、水は空中へとその身を躍おどらせる。

「な、な、なんだよ今の……！」

　未いまだ鳴なり止まない鼓こ動どうを聞きながらシンマが言うと、レイラが説明した。

「ウォーターカッターって知ってる？　凄まじい勢いがあれば、水だって鉄を断たち切れるのよ」

「だ、だからってとんでも過ぎるだろ、あれは……！」

　いくら鉄の板といっても、シンマの再生の力によって生み出だされたものだ。一いつ般ぱんに流通しているものよりは遙はるかに頑強なはずだった。

　それをいとも簡単に、紙でも裂くようにして真っ二つにされてはたまったものではない。

「ホントに不味まずいな……」

　あれだけの威い力りよくがあると、まともな体では受け止められなかった。かといって遠えん距きよ離り攻こう撃げきをしても、ここからだとバレてしまって当てることはまず不可能だろう。

「……シンマ様、私が隙すきを作ります」

　コトハが提案してきた。

「レイラ＝フィナーレを翻ほん弄ろうし、その目をこちらに引きつけますから、その間に攻撃してください」

「……ちょっと待ってくれ。その方法は最後にしよう」

「なにか、他に思いついたことがあるのですか？」

「いや。でも、考える」

　コトハの肩に手を置いて、シンマは立ち上がった。

「誰だれかが傷つくやり方で潜くぐり抜ぬけるのは、あんまり気が進まない。だから、ひとまずはやめよう。……いつもながら、こっちの都合で悪いけど」

「いえ、それがシンマ様のご命令であるならば、私に異論はありません」

「命令ってのは、ちょっと違うな。仲間として、コトハにお願いしたいんだ。……ダメか？」

　真しん摯しに見つめてくるコトハに、シンマはそう答える。すると、彼かの女じよはその目をしばたたかせた。そして、ほんのわずかではあるが……その口元を、一いつ瞬しゆんだけ上げる。

「……いえ、承知致いたしました」

　その表情にシンマは頷うなずき、

（しかし、どうしたもんか……）

　考えあぐね、ため息をついた。一つの技わざだけなら対処のしようもあるが、更にその上をいくものまで用意されてはとてもではないが追いつけない。

「……待てよ」

　そこまでいったところで、シンマは脳のう裏りを過ぎる物を捉とらえた。曖あい昧まいなそれを、素早く練り上げ、明確な形としていく。

「そうか、一つの技だけなら……か」

　これは、いけるかもしれない。シンマは一人、頷いた。

「シンマ、なんか方法が見つかったか？」

「分からない。だけど、試してみてもいいかもしれない」

　無の問いかけに、シンマは、息をつく。

「でも、その代わりこれをやったらオレは、その後なんも出来なくなるかもしれない。だから――二人とも、後を任せてもいいか？」

　そう言って、コトハと無を見た。彼女たちは、揃そろって迷いもなく、頷いてくれる。

「承うけたまわりました、シンマ様」

「なんだか分からないが、無に任せろ！」

　その力強い言葉に笑って、シンマは腕うでを回す。

「よぉし、いっちょやるかぁ！」

「ご相談は終わった？　それじゃ、行こうか」

　銃口を向け、レイラがにこりとする。

「レベルⅠ……」

　それはまるで、高らかな雄おたけびであるように。レイラの持つアーティファクトに、地鳴りを響ひびかせながら力が集まっていく。シンマは、ぎりぎりと拳を握った。

「【大海の王は】……」

　力強く、レイラはその台詞を放つ。

「炎よ……」

　シンマもまた、厳おごそかに唱えた。

「【その槍を、放つ】！」

　レイラが、銃ひき爪がねを絞る。

「轟とどろけええええええ！」

　シンマもまた、手を突き出した。

　炎と水、互たがいに混じり合うことを許されぬ両者が激げき突とつし、轟ごう音おんを鳴り響かせる。

「それじゃダメだって、さっき分かったでしょう!?」

　レイラが叫んで、更に付け加えた。

「【大海の王が、高らかに檄を飛ばす】！」

「……っ！」

　ずん……！　という重い衝しよう撃げきと共に、シンマが地面を削けずりながら後ろに追いやられる。

「ぐ……ぎぎ……！」

　歯を食いしばり、どうにか耐え忍しのぼうとするが、押おし負けるのは目に見えていた。

「シンマ君……あなたの覚悟は、そんなもの？」

　レイラが、幾分か残念そうにそう言う。

「……さてね」

　どこか投げやりな風に思える口調で、シンマが返した。

「それはレイラさん、あなたが……これを見れば、分かることだッ！」

　シンマは足を一歩、無む理り矢や理りに踏ふみ出して、叫ぶ。

「風よ……炎よ！　吼ほえ、牙を剥むけええええええええええ！」

　瞬しゆん間かん、爆ばく発はつするかのような音が迸ほとばしった。

「なっ……!?」

　強い風鳴りが轟くと同時、シンマの放つ炎の波が、更に勢いを増す。先ほどの倍はあるかと思う程ほどの大きさで、徐じよ々じよにレイラの攻撃を追い返していった。

「これは……！」

　空気が、いや、天が焼き尽つくされていく。

　それほどまでの勢力でもって、炎の力がこれまで以上に増大した。

　レイラの水が大蛇であるとすれば、シンマのそれは龍りゆうだ。神に等しい威い圧あつでもって他を圧あつ倒とうし、平へい伏ふくさせるかのごとき焔の龍が、その口こう腔こうを開けて咆ほう哮こうする。

「【風】の力で【炎】の力を増大させた……!?　そんなことが可能だなんて、聞いたことがないわ！」

「く……ぐ……ああああああああ！」

　全身が悲鳴を上げていた。炎と風、二つの力を同時に、それも、意識して今までの限界以上を絞り出そうとしているのだ。恐らくは、自分の体が拒きよ絶ぜつ反応を起こしているのだろう。しかしシンマは、それを無理矢理に気持ちで抑おさえ込んだ。

「行け……！　爆発……しろおおおおおおおおおおッ！」

　オオオオオオオオオオオォォォォ……！

　まるで巨大な獣けものが吼えたかのような、辺り一帯に響き渡る轟音。

　閃せん光こうが、辺りを覆おおい尽くした。

　そして数秒後、全てが晴はれ渡った後――その場にはもう、なにも残っていない。

　二つの相反する物同士が反発し、最終的には互いに互いを喰らい合い、消しよう滅めつしたのだ。

「……や、やった！」

「これは……予想以上の……」

　驚おどろきを隠かくせないレイラを前に、シンマは膝ひざをついた。もう気力が尽きたようだ。立ち上がることすら出来なかった。

　しかし、シンマは既すでに自分のやることは終えている。

（ああ……そうだ。後は、任せるだけだ）

　満足げに微笑ほほえんだシンマの横を、二つの影かげが走り抜く。コトハが刀を構え、腰こしを捻ひねったその刹せつ那な、彼女の左手が光り輝いた。

「御守流秘奥おう義ぎ――」

　大きく一歩踏み出し、同時に、目にも止まらぬ抜ばつ刀とうを放つ。

「――颶風・鎌威絶ッッ！」

　神風が吹き荒すさんだ。その威力は防ぐことさえ敵かなわずレイラを吹き飛ばし、その身を宙へと踊おどらせる。そこへ、

「目覚めよ……【天啓火烏カウ・ジン】！」

　無が叫ぶと同時、彼女の腕に装着されていた腕うで輪わが反応する。羽織っていたマントを翻ひるがえし、伸のばした手から飛んだのは、幾いく本もの先に刃がついた縄なわ――ジョウヒョウと呼ばれる暗器である。金こん剛ごう石せきを混ぜていると以前言っていたそれが、まるで意思をもつかのようにレイラの体に巻きついて彼女を捕ほ縛ばくする。瞬またたく間まに拘こう束そくされたレイラは、そのまま無造作に地面へ落ちた。

「勝負ありました」

「大人しくしろ。動いたら躊ちゆう躇ちよなくやる……！」

　動けなくなっているレイラに対し、コトハと無は、それぞれの武器を突き付ける。

「なんとまあ……」

　それを見た彼女は、驚いたように目を見開いた。しかし、やがて大きく息をつく。

「……分かったわ。わたしの負けよ」

　手をわずかに動かして、銃じゆうを放った。床の上で回転するそれを、コトハが踏みつける。終わった……とそれを確かく認にんした直後、シンマは力が抜けてその場に座すわり込んだ。

「やれやれ……なんとかなったか」

　半ば賭かけのところもあったが、どうにか上手くいったようだ。シンマは思わず安あん堵どの息をつく。

「驚いたわね……まさか、一つの力に別の属性の力を上乗せするなんて」

「レイラさんがアーティファクトの効果をレベルアップさせていたのを見て、思いついたんです」シンマは肩かたを竦すくめる。「風と火の力を合わせて使うことは出来るので、だったら、こういう方法もありなんじゃないかって。ほら、強い風で火の勢いが増すことってあるじゃないですか。そういう単純な考えですよ」
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「それにしたって、実際に出来るかどうかは別問題よ。あなた……こちらが思うよりすごい才能を持ってるのかもね」

　感心したように微び苦く笑しようするレイラに、シンマは尋たずねた。

「……それで、どうでしたか、オレの覚悟ってやつは」

　そんな自分に、レイラは、「んー」となにかを計るようにして視線を上げていたが、

「……ま、七十点ってとこね」

「び、微び妙みようですね」

「力は素す晴ばらしいものだったわ。わたしが思っていた以上のね。でも、最後が減点。動けなくなるほどの力を使っちゃ、その後を狙ねらわれたら、どうしようもないわ」

「……ああ、そのことですか」

　ごろりと寝ね転ころがって、シンマは体を伸ばす。

「別にいいんですよ、オレはそれで」

「あら？　どういうこと？」

「……さてね」

　明確な答えは出さずに、シンマは上体だけを起こした。

「コトハ、無、もういいよ。ありがとう」

　その言葉に無がレイラを解放し、コトハと二人で下がる。

　レイラは軽く手を上げて礼を言い、

「にしても改めてシンマくん、結構無む茶ちやするわよね。さすがと言うべきかなんというか。可愛かわいい顔して、とんでもないことしてくれるんだから」

「ただ夢中でやっただけですよ。どうなるかなんてオレにも分からなかったし。上手くいったのは結果論です。つまり、基本的にオレは勢いだけなんですよ」

「あら、大だい胆たんな男の子はお姉さん、好みよ。賭けに勝ったご褒ほう美びに……イイコト、してあげようか？」

　意味ありげに微笑むレイラに、シンマは引きつった顔で首を振った。

「ちぇ。まあ、でも、シンマくんの方は合格ね。一応、これで教団への報告も出来るわ」

「……なんか、また面めん倒どうなことになりそうな気がするんですけど」

　あちらが思っていたより上の力を示してしまったのだ。ますます目をつけられてしまったのではないだろうかと、シンマは思った。

「あら、意外に鋭するどいのね。あなたの思っている通り、この報告を受けた教団はこれまで以上に、あなたを勧かん誘ゆうしたくなるでしょうねー」

　踊るようにして放たれたレイラの言葉に、シンマはげんなりとして呟く。

「……勘弁して欲ほしいなぁ」

「ま、ともあれ、後はミンクだけね。と言っても、大体のところは決まってるんだけど」

「そうなんですか？」

　レイラは頷いて、意味ありげに、最後の言葉を零こぼすのだった。

「まぁ――後は、あの子の考え次し第だい……ってところかしらね」




　一週間という期限は、長いようで短い。

　瞬く間に時は過ぎ、気が付けば期日は明日というところまで迫せまっていた。

「ふぅ……とりあえず、今日はこんなところでしょうか」

　ミンクはシンマの前で息をつき、目の前にあるオレンジフロートから伸びたストローに口をつけた。

　時は夕方近く、場所はシンマたちの家の最も寄より駅近くにある、喫きつ茶さ店てんのオープンテラスである。今日もまたシンマとミンクは放課後、二人きりで出歩き、様々なところを巡めぐった後で、ひと心ここ地ちついていたのだ。

「お疲つかれ様さま」

　シンマがそうねぎらうと、ミンクは慌あわてたように首を振った。

「そんな、こちらこそ。シンマくんには最後までお付き合い頂いて……ありがとうございます。その、えっと……楽しかったですよ」

　わずかに顔を赤らめながら、にこりと笑うミンク。その姿にシンマは、先日のように鼓動が高鳴った。彼女に対し、なにか普ふ段だんとは違ちがう印象を持ったのだ。

　ミンクは元より、よく笑う子ではあったが、ここ数日、密接に付き合っていてよく分かった。レイラが来る前のミンクには、わずかばかりの、緊きん張ちようが含ふくまれていたのだ。

　恐らくはシンマをスカウトにきたという、無意識的なプレッシャーのようなものがあったのだろう。しかし、試験が始まってから今までより遙かに長い時間、お互いによく話すようになって、彼女も自分への接し方が自然になっていた。

（……ミンクって、こういう笑い方も出来る子なんだよな）

　思えば今まで自分は、ミンクのことをよく知らなかった。

　幼い頃ころ、共に時間を過ごしたといってもその記き憶おくは定かではない。故ゆえにシンマが知っているのは、【エターナル】としてのミンクだけだ。

　しかしその枠わくを取とっ払ぱらってしまえば、屈くつ託たくのない感情を見せることの出来る、ごく普ふ通つうの女の子でしかなかった。

「どうしました？　シンマくん」

　オレンジフロートのアイスをつつきながらミンクが問いかけてくるのに、シンマはどこか感かん慨がい深ぶかげにその言葉を口にする。

「いや……ミンクって改めて可愛いんだなって思ってさ」

「ぼぶふすっ！」

「目がっ！」

　突とつ然ぜん、ミンクがオレンジジュースを噴ふん水すいのように吹き出して、それがシンマの眼球を直ちよく撃げきした。染しみるなんてレベルではない。拷ごう問もんに等しいほどの悶もん絶ぜつダメージであった。

「ああ、ご、ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか、シンマくん！」

「おぐふふおお、し、視界が橙だいだい色いろに染まっている……」

　ミンクから差し出されたハンカチを受け取って、シンマは痛みにうずくまりながらもオレンジの悪夢から逃のがれようと己おのれの顔を拭ふく。

「い、いきなり、変なこと言わないで下さいよ……びっくりしたじゃないですか」

「それにしても尋じん常じようじゃないびっくりの仕方だよ……オレ、なんか変なこと言ったっけ？」

「い、言ってませんけど！　言ってませんけど、突然、あんなこと言われたら、誰だってああなります！」

「で、でも、ミンクって美人だし、可愛いってよく言われたりしないのか？」

　どうにか平常に戻もどれたシンマが、やれやれとアイスカフェオレの入ったグラスを手にとると、ミンクは口に咥くわえたスプーンを離はなした。

「そ、それは……その、言われなかったと言えば、嘘うそになりますけど……」

　ごにょごにょと呟つぶやく彼女の顔は、夕日のせいか分からないが、紅色に染まっている。

「し、シンマくんが言うと、特別になるんです！」

「そ、そういうもんか」

「そういうもんです！　もう、シンマくんは、もうちょっと女性の心というものを勉強してください！」

　怒おこられてしまった。シンマは頭を掻かきながら、「すみません……」と返す。

「いいですか、何事にも慈じ愛あいの心を持って接するには、自身もまた愛の意味や、それにまつわることを学ばなければならないのです」

「さようですか……善処いたします」

「お願いしますね。さすればシンマくんはきっと、誰からも愛される、素晴らしい救世主となって世界に降臨されるでしょう！」

「降臨って、それこそ神様みたいに？　今ここにいるのに、また空から降りてきたりして？　じゃあ、一いつ旦たん、飛行機かなにかに乗って上まで行って、パラシュートで落下するのか。皆みな、興ざめする気もするけど」

「…………」

　ミンクは黙だまり込んだ。

「……バンジージャンプとかならなんとかなりますかね？」

「そりゃただの余興だよ……」

　がっくりと項うな垂だれるシンマに、ミンクは焦あせったように話題転てん換かんした。

「と、ところで、最近、アリスの姿が見えないんですけど、ご存じですか？」

「アリス？　ああ、そうだね」

　学校ではもちろん、同じクラスなので共にいるが、近ごろ彼女は放課後になるとどこかへ消えてしまい、今も周辺で警護に当たっているであろうコトハたちとは違い、シンマたちの傍にはいない。が、それには理由があった。

「実はオレからちょっと頼たのんでさ。なるべく、一いつ緒しよにいないようにしてもらってるんだ」

「……？　シンマくんから頼んで？　なにかあったんですか？」

　そこまで言ってから、ミンクははっとしたような顔になった。

「まさか……ついにシンマくんに救世主としての意識の芽生えが!?　だから【夜明けの星々ロート・グランツ】から距きよ離りを置き、【エターナル】の先頭に立つ者として動こうとしているのですね！　素晴らしい！　でしたらお姉ちゃんもいることですし、早いうちに動けば」

「いや、全然違うんだけどさ」

　真っ向から手を振ふって否定した結果、暴走しかけていたミンクは音を立ててその場に突つっ伏ぷした。

「……分かってたんです。でもちょっとだけ期待しました」

「それはごめん……。ええと、まあ、でも、ミンクにも関係してることなんだよな」

「わたくしにも？　どういうことですか？」

「んん。うん、最後の一ひと押おしというかさ。そのためには、あんまりアリスと仲良くしてると、ちょっと困ったことになるんだよな」

　きょとん、とするミンク。シンマがなるべく背後にいるレイラにバレないよう、伝えようとしたその時だった。

「ホーッホッホッホッホ！」

　平和な夕方の駅前を、奇き妙みような世界に誘さそうような甲かん高だかい笑い声が聞こえた。

「ホーッホッホッホ！　見せつけてくれるじゃない！」

　シンマとミンクが同時に振り向むく。と、ミンクは、「……は？」と口を開けたまま、茫ぼう然ぜんとした状態になった。

　そこにいたのは――アリスとその部下、レイ、ノンエだったのだ。

「……このタイミングかよ」

　少々、思ってたのとは違う展開に、シンマは戸と惑まどった。

「あたしに抜け駆がけしてシンマを誘ゆう惑わくしようなんて、よくもやってくれたわね！【夜明けの星々ロート・グランツ】としては、見み逃のがせなくてよ！」

　そう言って、アリスが再び不自然な笑いを奏かなでると、レイとノンエが「イーッ！」と揃ったポーズをとる。

「ついてはあたしがこの手で直接、あんたを葬ほうむるためのプレリュードを奏でつつ、お昼休きゆう憩けいを挟はさんだ後に第二幕を大団円でスタッフロールを流しながら開幕しないでもないわ！」

「アリス様、なに言ってんのかよく分からないです！」

「落ち着けアリス！　あんまりカッコよく名乗ろうとしない方が賢けん明めいだぞ！」

　レイとノンエが、緊張のためかすっとんきょうな物言いをするアリスに囁ささやく。

「黙ってなさい！　今からいいところなんだから……！　つ、つまりあんたは！」

「……なにやってるんですか？　アリス」

　物もの凄すごく冷静にミンクが突っ込むと、アリスが「はふ!?」と不意打ちを食くらったようによろめいた。
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「な……なによ！　あんたのためにやってあげてんでしょ……！」

　小声で非難するのに、ミンクは「え？　は？　わたくし？」と目を白黒させる。シンマは、ミンクの耳元で説明した。

「ほら、お姉さんが言ってただろ、オレを守れるかどうかをテストするって。でも、そう都合よくそんな場面には遭そう遇ぐうしないしさ。……ちょっとアリスに頼んだんだよ。そもそもレイラさんがきたのって、オレに【夜明けの星々ロート・グランツ】からの接せつ触しよくがあったからなんだろ？」

「あ……そ、そうか、なるほど。それでこの間から、妙みようによそよそしかったんですね」

　手を打って、ミンクはようやく納なつ得とくしたという顔をする。

「ホーッホッホッホ！」

「まあ、だからってあの笑いはないけどな……」

　おまけに周囲には人が沢たく山さんいる。客の何人かが、突然、登場した怪あやしげな謎なぞの少女について噂うわさしていた。

「……アリス、アリス！」

「なによシンマ！　あんたも、このあたしを差し置いてミンクと仲良くするなんて、いい度胸してるわね！　許さないんだから！　オーッホッホ」

「いやだから！　協力してくれるのはありがたいけど、目立ってるから！　もうちょっと人通りの少ないところで！」

「はっ！　そ、そうね……」

　急に冷静になったアリスはあたふたと周囲を警けい戒かいし始める。彼かの女じよを見て、くすくすと笑いだす者達たちもおり、子どもからは「おかあさん、あれ、わるものー？」と指差されていた。

「だ、だから言ったんですよ、もうちょっと機会を見た方がいいって！」

　ノンエが小声で注意する。レイもまた、頷うなずいた。

「場所的にちょっとここは不味まずいな。後、不味いと言えば、その笑い方もどうかと思う」

「えっ！　でも、あんた昨日、どんな笑いがいいかって訊きいたら、言ってたじゃない！『悪者の女幹部と言えばこれしかない。これ以外は考えられないのだ。後は不気味に「ふふふ……」とたまに笑うくらいしかない』って！」

「確かにそうだが、現実にやられるとなんというか……」

「引いちゃうよね！」

「話が違うじゃないのあんたらあああ！　はは、恥はずかしいわよ！　今いま更さら！」

　内輪もめをし始めたアリスたちを、シンマはどうしたものかと思い、とりあえず移動するべきだとジェスチャーした。アリスもまたそれに頷き、

「ゆ、許せないから、対決よ！　でも、ここはその……なんていうか、そう、風水的に悪いわ！　鬼き門もんよ！　龍脈が乱れているのよ！　六ろく芒ぼう星せいが欠けているわ！　場所を移すわよ！」

　と、甚はなはだ強ごう引いんな手段でもって、翻すと走り出だした。

「おっと、オレたちもいこう」

「あ、は、はい！」

　シンマとミンクは、飲み物代をそこに置いてアリスたちを追いかけ始める。

「なんかいろいろ最初から失敗しているような気がする……」

　不安が頭を過よぎるのを無理矢理に消しながら、シンマはアリスの背中について急ぐ。

　しばらく行くと、人気のない児童公園へとたどり着いた。

「こ、ここなら大丈夫ね！　パワースポットもあるし！」

　と、アリスはどう見てもただのブランコであろう場所を指差す。

「おお、これはパワーが溢あふれてきそうですね、アリス様！　わたし、わずらっていた肩こりと腰よう痛つうが治りそうです！」

「うむ、私も食欲が出てきたぞ！」

「温泉浸つかってんじゃないのよ！」

　レイとノンエが盛り上がるのに、アリスは素す早ばやく戒いましめた。

「ミンク、お姉さんはついてきてる？」

「あ、はい、みたいです……。あと、コトハさんたちもいます」

　息を切らしながら後ろを見て、ミンクが頷いた。シンマもまた同じようにして返し、

「んじゃここで……っと」

　ポケットに入れていた【水鏡無限】を握にぎって離す。フィールドが展開し、その場に居る全員を現実から切り取った。

「それじゃ改めて……その、どうぞ」

　小声で促うながすと、アリスもわずかに頷いた。

「オーッホ……じゃなかった。え、じゃあ、その、アーッハッハッハ！」

「アリス様、それではアメリカのヒーローみたいです」

　腰に手を当て高らかに笑うアリスに、ノンエがダメだしする。

「なによ、あれもダメこれもダメって自由がないわね……なんて笑えばいいのよ！」

「……いや、昨日はなんとなくノリでアドバイスしてしまったが。いざ本番になってみると、別に無理に笑う必要はない気もしてきたぞ……」

「はっ!?　そ、そういえば、そうね！」

　レイの指し摘てきに、アリスは今、気付いたかのように目を見開く。

「……あの、どうでもいいけど早いところ用件があるなら言ってくれないかな」

　そうシンマが申し出ると、アリス達は頷いた。そしてノンエが、アリスに口くち添ぞえする。

「アリス様、とりあえず悪の笑い方は置いといて、事を早く進めた方が……」

「わ、分かってるわよ。……えーと、コホン」

　咳せき払ばらいをして、彼女はようやく本題に入る。

「ミンク！　憎にくき【エターナル】の使者め！　あんたなんかに、シンマは渡わたさないわよ！」

「な、なにをー……そうはいきませんよー」

　ミンクの返しに、シンマはその場でずっこけかけた。思い切り棒読みだったからだ。

「ミンク、バレる、演技、演技！」

「……あ、はい。うう。苦手なんですよ、こういうの」

　シンマが背中を叩たたくと、彼女は何度か頷いた。そして、深呼吸した後で、

「これまで大人しくしていたのに……ついに正体を現しましたね！　あなたなんかに、シンマくんは渡しませんよ！」

　相当に頑がん張ばったのか、今度は本気とも思える声こわ音ねを帯びている。

「ふん、エターナルの使者の、それも、姉には遠く及およばないようなチンチクリンに、なにが出来るって言うのかしら！」

「な、なんですって！」

「そもそも、大人しくしてたって言ったけど、あたしは別にあんたとなれ合っていたつもりはないわよ！　もう乱暴な真ま似ねはしないって言ったのは、シンマに対してだけで、あんたにはなんの制約もないんだから！　この潰つぶれアンパン！」

「な……だ、誰だれが潰れアンパンですか！」

「潰れアンパンの、胸が肉まんモンスターよ！　ついでに膨ふくれ風船で、でか尻しりの、へちゃむくれで、臆おく病びようもののチキン女よ！」

「ちょ……い、言い過ぎじゃないですか！　アリス！」

　ここぞとばかりに悪口を並べ立てるアリスにミンクが抗こう議ぎするが、彼女の勢いは止まらなかった。

「だ、大体、あんたも姉も、色気振りまいてていやらしいのよ！　崇すう高こうな使命をもって来日しているはずなのに、やってることはセクハラじゃない！　この淫いん乱らん！　ちょ、ちょ、ちょっと胸がその……平均より、いくぶんか大きいからって、シンマの顔をうずめさせたり、押おし付つけたり、そ、そんなの……そんなのあたしだって出来たらやれたわよー！　悔くやしかったら……悔しかったら……ええ、悔しいわよっっ!!　悪い!?」

「アリス様、話がずれてるようですが……」

「そっとしておいてやれ。色々溜たまっていたんだろう」

　不安げな顔をするノンエの肩かたに、レイは手を置いた。ミンクが羞しゆう恥ちに頬ほおを染めながら対たい抗こうする。

「あ、あなただって、シンマくんの家に忍しのび込んだりしてたじゃないですか！　どうせ、い、いやらしいこと、しようとしてたんでしょ!?　そっちの方がよっぽど、セクハラ女です！」

「うるさいわね！　あんたのやり口には負けるわよ！」

「いいえ、あなたの方が卑ひ怯きようでいやらしいです！」

「こ、この、脳みそお花畑のスケベ女ー！」

「チビ、胸無し、色気なしー！」

「う、うぬう！　あ……後、ええと……あほあほあほー！」

「も、もう、ばかばかばかー！」

　もはや、なんの戦いか分からない。完全に、子どもの口くち喧げん嘩かと同じである。

「いや、あの、緊張の糸が一刀両断されかかってるんだけど……」

　思わずシンマが口を挟むと、二人が同時にこちらを向いた。

「あんたは黙ってなさい！」「シンマくんは、大人しくしててください！」

　その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、シンマは、「あ、はい……」と答えるしかなかった。

（人選、間ま違ちがったかな……）

　今さらながらに後こう悔かいしたが、時とき既すでに遅おそしである。

「と……とにかく！　あんたにこのまま、シンマをとられていたら、エターナルまで連れて行かれかねないわ！　取り戻させてもらうから！」

「の、望むところです！」

　ミンクが、腰こしのベルトから杖つえを抜ぬき取った。彼女の使うアーティファクト【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】だ。同じくして、アリスが「レイ！」と指を鳴らす。その声に応こたえて、レイが背せ負おっていた棺を思わせるような箱を、地面へと置く。

　ばちん！　と音を鳴らして箱を拘こう束そくしていたベルトが弾はじけ飛とんでいき、その蓋ふたが開いた。中には巨きよ大だいな斧おのが収納されている。その柄を手にとって外し、アリスは軽々と振り払はらった。

【ヘカトンケイル】と呼こ称しようされる、アリスのアーティファクトである。

「覚かく悟ごなさい。……やるからには、本気でいくわよ！」

　言うが早く、アリスは大地を蹴けると同時、大上段から斧を構える。

「くっ……防いで、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクがそう唱えると同時、杖の先せん端たんについていた宝玉が輝かがやきを生んだ。すると眼前に半はん透とう明めいの壁かべが形成され、アリスの斧を真っ向から防ぐ。

「ふん――がぁっ！」

　彼女は振り被った斧を慣性のままに落とした。鈍にぶい音と共にぶつかるが、それ以上、刃が進むことはない。

「小生意気な……！　レイ、ノンエ！」

「了りよう解かいしましたぁ！」「委細承知」

　アリスの指示に二人が同時に飛びかかる。ノンエが懐ふところから抜いた自動式拳けん銃じゆうを、ミンクの構築した壁の外側から狙ねらいを定める。レイもまた二本のナイフを構えて横手から走った。

「さて……オレもちっとは動かなきゃ、嘘だよな」

　ぱん、と手を叩いて直後、シンマは両手をレイとノンエ、それぞれの方向に合わせる。

「風よ――唸うなれッ！」

　轟、と鳴る疾しつ風ぷうが、大地を薙ないだ。土くれを巻き上げ、草木を切り刻みながら、それぞれ二人を吹ふき飛ばす。彼女たちはくぐもった声を最後に、彼方かなたへとその姿を消した。

（悪いな……威い力りよくはだいぶ、殺してるから）

「でい……！　やああああああああああああっ！」

　一方、向こうでは風を切り、アリスの一いち撃げきが半透明の壁へと決まる。そのまま上下左右、ありとあらゆる方向から、彼女は一心に斧を振るい続ける。その度に防がれ、ダメージを殺すが、それでも永遠というわけにはいかない。

「……こん……の……！」

　徐じよ々じよにミンクは押されて行き、壁が軋きしむような音を立て始めた。限界が近づいているのだ。

「セイ……ヤァッ！」

　振り被って一いつ瞬しゆん、アリスが、渾こん身しんの一撃を放つ。

「あうっ……！」

　ぐん、という物凄い力で押されたかのような感覚が、ミンクとシンマを襲おそった。アリスの持つ【ヘカトンケイル】が宿す能力【重力操作】だ。少しずつ、下方へと追いやられていく。

「負けて……たまるもんですか……！」

　それでも耐たえ続けるミンク。アリスも、言葉通り本気で向かって行っているのか、奥おく歯ばを噛かみ締しめて攻こう撃げきを続けていた。

「ほら、どうしたの！　あんたのシンマに対する想おもいって、そんなもの!?　さっき言った通り、あんたなんてチンチクリンよ！」

「ふ、ふざけないで下さい……！　負けるもんですか……！」

　ミンクは更さらに手を突き出して、大きく叫さけんだ。

「もう少しだけ頑張って……お願い……！」

　その想いに応えるよう、壁は、後一歩というところでかろうじて形を保っている。

（もしかして、アリス……）

　シンマは思った。

　ひょっとしたらアリスは、ミンクが心から自分に怒り、攻撃してくるように先ほど、度が過ぎたような悪口を羅ら列れつしていたのではないだろうかと。

　本人に訊けば、そんなわけがないと否定するだろう。

　だがそれでも、シンマにはそう見えた。

「くっ、やるわね……！　でも！」

　アリスが、強く叫ぶ。

「ミンク、あんたにだけは！　あんたにだけは――負けて、られないんだから！」

　それはミンクへの敵意ではなく……ただ、実力を認めた相手ライバルを上回りたいという、彼女の純じゆん粋すいな望みからくる言葉のようだった。

「お願い！　力を貸してよ、ヘカトンケイル……！」
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　更にもう一度、アリスは斧を腰だめに構えた。

「あんたの根こん性じよう、あたしに、見せてみなさいよ――ッ！」

　恐おそらくは全力、そう思えるほどの勢いで、アリスが自らの得物を振り放つ。

　――正に、その時。

　不意に【ヘカトンケイル】にはめ込まれた宝玉が、一ひと際きわ大きな光を放った。

「……なに!?」

　突とつ然ぜんの出来事に驚おどろくアリス。刃が、ミンクの創つくり上あげた壁へと喰くらいついた。鈍い音が鳴る。それまでと同じく、アリスの攻撃が無む駄だに終わったことを示すように。

　……だが。瞬しゆん間かん、みし、と軋むような音が鳴った。

「え……？」

　ミンクの【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】によって構築された壁からだ。ミンクは驚いて見上げる。

　まるで、それを待っていたかのようだった。

　不意に、壁へ亀き裂れつが走った。最初、小さかったそれはしかし、次々と連れん鎖さ的てきにその数を増やしていき、あらゆる方向から壁を刻んでいく。そして。

　――ぱりん、と、音を立てて弾け飛んだ。

「……っ！　そ、そんな……!?」

　ミンクの展開した【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】による水の壁が、砕くだけ散ちったのだ。ガラスのように散らばる破は片へんが、空に溶とけて消え去る。

「う……嘘うそ、でしょ」

　信じられないものを見るかのように、ミンクはただそこへ、立たち尽つくしていた。

「っ……はあ、はあ、はあ！」

　荒あらい息をつきながらも、アリスは笑う。

「や、やったわ……さすがあたしのアーティファクトよ！　ざ、ざまぁみなさい！　やっぱりミンク、あんたなんて、へちゃむくれでダメ人間の、いいところなしなあばずれ女よ！」

（……気のせいだったかな）

　その愛情の欠片かけらも見当たらないアリスの台詞せりふに、シンマは頬を掻かいた。

「さて……止めよ。これで終わりにしてあげるっ！」

　アリスが斧を構えた。レイとノンエも戻もどってきて、それぞれの武器を向ける。

「最後ののおおおおおお！」

　アリスが大きく斧を持ち上げた。レイとノンエもまた、それぞれの武器を持ってシンマとミンクにそれぞれ襲い掛かかる。

「いっぱああああああああああつっ！」

　しかし、ミンクは動かない。呆ぼう然ぜんと、自分の手を見下ろしているだけだ。

「ミンク、どうした！　危ないぞ！」

「……わたくしの、アーティファクトが……アリスに負けた？」

　シンマの声も、届かないようだった。アリスが、「あれ？　避よけないのか？」と、いささか慌あわてた顔でシンマを見る。しかし一度、動いたアリスの体はもう止められない。

「っと……くそ、風よ、疾れっ！」

　疼うずくような痛みが、シンマの右手の甲こうを熱くする。刹せつ那な、中空に出現した衝しよう撃げき波はの弾だん丸がんが、アリスを弾き飛ばした。

「っ……つぁっ！」

　大分と力を抑おさえたものの、それでもアリスは背後の木に当たり、軽く咳せき込む。

　だがこれで、「大だい丈じよう夫ぶか？」などと言っては台無しだ。彼女は今、本ほん性しようを露あらわにした【敵】の振ふりをしているのだから。

「くっ……や、やるわね」

　よろよろと立ち上がったアリスは、斧を担かついだままでミンクを指差した。

「で、でも、次はこんなもんじゃ済まさないから！　覚悟なさい！」

「そ、そうですよ！　今こそ伝説の台詞を言う時です！」

「おお、あの憧あこがれの言葉か！」

　戻ってきたレイとノンエが顔を見合わせ、三人は、揃そろって同じ口調で、こう告げた。

『――覚えてなさいっ！』

　そして、そのままいずこかへと去って行った。

「……ちょっとイレギュラーがあったけど、まあ、なんとかなったか」

　後で怪我が残るようなら、アリスたちを治ち療りようしなくてはならない。

　そうシンマが思いながら、ミンクに声をかけようとしたが、

「……なん、で」

　ミンクは、未いまだショックから立ち直れないかのように、その場に佇たたずんでいた。

「ミンク、大丈夫か？」

　肩に手を置くと、彼女は体を竦すくませた。しかし、ようやくそれで我に返ったのか、シンマを見て目を見開く。

「し、シンマくん……すみません！」

　頭を下げた彼女に、シンマは首を振った。

「いや、平気だよ。……どうしたんだ？　一体」

「い、いえ……別に」

　きゅっと杖を握り、ミンクは何かを堪こらえるような表情で息をつく。その様子を見て、どうしたものかと頭を掻いていたシンマは、

「……えと。ほら、アリスな」

「あ……はい」

「ミンクを助けてやってくれって、言ったのはオレなんだけどさ。悪者を買って出てくれたのは、あいつの方からなんだぜ」

「……そうなんですか？」

　意外だったのだろう、ミンクは目を丸くする。

「ああ。そっちが効果的だろうってさ。いいのかって訊いたんだけど、アリス、レイラさんに代わるよりかはミンクの方がマシだから、やるなら徹てつ底てい的てきにやった方がいいってさ。それに……少し恥ずかしそうに、こう言ったんだよ。――ミンクがいなきゃ、やっぱり少しだけ、張り合いがなくなるしね……って」

　だから仕方なく。仕方なくなんだから。

　そう、自分に言い聞かせるようにして、アリスは役目を引き受けてくれた。

「アリスが……」

「なんだかんだ言って、あいつも心の底ではミンクのこと嫌きらってないんだよ。いや、アリスだけじゃない。オレも含ふくめて、みんな、ミンクと別れるのは寂さびしいんだよ。だから……あの、月並みだけどさ。元気、出せないかな？」

　シンマの言葉に、ミンクは、小さく頷いた。

　しかし、とてもではないが、気力を取とり戻したようには見えない。

　しばし、無言のままの時間が過ぎた。

　シンマが、参ったな、と思っていると、

「……シンマくん、まだ、お時間ありますか？」

　しばらくしてから口を開き、ミンクがそう尋たずねてきた。

「え？　ああ、うん、少しだけなら」

　シンマは、そう答える。

　ミンクはゆっくりと顔を上げ、引き結んだ唇くちびるから、ほんのわずかばかりな時間を置いて。

　たった、一言だけ、こうこぼした。

「――最後に、行きたい場所が、あるんです」




　踏ふみしめた枝が、軽い音を立てて折れた。

「ここは……」

　シンマは目の前へ広がる光景に、思わず息を呑のむ。

　そこには、自分の知る風景、その全すべてがあった。

　自分の通う高校が、コトハたちと行ったショッピングモールが、ミンクとデートをした繁はん華か街がいが、駅前が、公園が――。

　視界一いつ杯ぱいを占しめるのは、シンマが住んでいる街の姿だった。

「良かった……ここは変わっていませんね」

　後ろからミンクが上がってくると、シンマの隣となりに並ぶ。

「驚いたな……こんなところがあるなんて」

　長年、暮らしてきたシンマでさえ知らなかった場所だった。山を少し登ったところにある自然公園、そこから横に逸それた獣けもの道みちを行くと現れる丘おか。

　ぽっかりと開けた場所から見下ろす街は、まるで切り取った一枚の絵画のごとく鮮あざやかで、普ふ段だんならない印象をシンマに与あたえた。

「……やっぱり、覚えていませんか？」

　感心しているシンマにくすりと笑い、ミンクが自分と同じ方を、穏おだやかな街並みを見る。

「シンマくんは、ここを知ってるはずですよ」

「……オレが？　いや、でも、初めて来たはずだけど」

　こんないいところがあるなら、もっと早く訪おとずれていたはずだ。奈々辺りなら喜んで、お弁当もって休みの日にピクニックにくるかもしれない。

「多分、忘れてしまったのでしょう。随ずい分ぶんと昔のことですから」

　そう語るミンクの顔には、微笑ほほえみが浮うかんでいる。しかし、発する声にはどこか寂せき寞ばくさが漂ただよっているようにも思えた。

「……もしかして、小さい頃ころに来たのか？」

　思い当たる節があって、尋ねてみる。すると、ミンクはかすかに頷うなずいた。

「そうか……ミンクと来たんだな」

　言ってはみたものの、やはりシンマは覚えていない。幼い時分に遭あった事故は、自分から両親だけでなく、かけがえのない思い出ださえ奪うばっていったのかもしれなかった。

「……ごめん」

　だからと言って、許されるものでもない。そうシンマが謝あやまると、ミンクは「いいえ」と首を振った。

「いいんです。わたくしがただ、ここにもう一度、訪れたかっただけですから」

「……いいところだな」

「ええ。わたくしと、シンマくんだけが知っている、秘密の場所でした」

　ミンクは昔を懐なつかしむように、目を細めた。

「シンマくんと仲良くなってから、わたくしには他に友達も出来ました。ですけど、やっぱり、一番仲が良いのはシンマくんでした。学校帰りによく山に来て、木の実をとったり、冒ぼう険けんごっこをしたり……とても楽しかったのを、昨日のことのように思い出します」

　夏の訪れを孕はらんだ風が、緩ゆるやかに肌はだを撫なでていく。

　草と木と花の匂においが、かすかに鼻をくすぐった。

「……あれ」

　その時、シンマはわずかに、何かの映像が脳のう裏りを過よぎるのを感じた。

「どうしました？」

「いや……今、なんか」

　小さな女の子と二人、話をした体験が、にわかに蘇よみがえる。

「……確かに、誰かとここに来た覚えがあるな。すごく大事な友達と」

「思い出したんですか？」

　驚いたように、ミンクが目を見開く。

「ああ、といっても、はっきりとじゃないけど。なにか……」

　シンマはこめかみに指を当てて、考え込む。

「なにか話をして……」

　不意に、その時の会話が、ありありと頭の中で響ひびいた。

――お前が困ってたら、いつでも助けにいくって言ったからな。その……を、オレも……やる

　自分はなにかを口にした。所々が虫食いのようにぼやけてはいるが、

――絶対だぞ。二人で、大きくなったら守るんだ

「なにか約束を……約束をした気がする」

「そんなことまで……嬉うれしいです！」

　手を合わせて喜ぶミンク。だが、そこで、シンマの掘ほり起おこした過去の映像にノイズが走った。思い出そうとすればするほど、乱れ、歪ゆがみ、薄うすれていく。

　やがて、ぷつりと途と切ぎれて、闇やみとなった。

「ダメだ……。それ以上が、どうしても思い出せない。ごめんな」

「……そうですか。で、でも、嬉しいです」

　シンマは、草むらに腰かける。ミンクもまた、それに応じた。

「確かにわたくしとシンマくんは、約束をしました。わたくしが、いつか救世主様を守るのが夢だと言うと、シンマくんは、だったら自分もしてやると」

「そうか……どうにも大それたことを言ったもんだな」

　しかも、その『救世主様』にまさか自分がなるかもしれないと、その時には夢にも思わなかっただろう。

「自分はヒーローになるから、わたくしが困っていたら助けてあげるって……シンマくん、とってもカッコよかったですよ」

「はは、子どもの時と言えどさすがにちょっと恥はずかしいな。どの面下げて言ったんだか」

　照れくさくなって鼻頭を掻いていると、ミンクが首を振った。

「いいえ。あの時のわたくしにとって、シンマくんは間違いなくヒーローでした。困っていたり、助けて欲ほしいなって思うと、いつも傍にいてくれて。だからわたくし、シンマくんにならなれるって、本気でそう思っていたんですよ」

「……オレがヒーロー、か」

　弱きを助け、悪を許さぬ、正義の味方。

　あの頃は、なんだってなれるような気がしていた。そしてそれは、少なくとも自分にとっては、確信に近い気持ちだったのだ。しかし――、

「……なあ、正直に言ってくれないか？　ミンク」

「え？」

「がっかりしただろ？　再会したら、幼おさな馴な染じみがこんなんでさ」

　苦く笑しようして、シンマは肩かたを竦めた。ミンクが当時の印象を持ったまま日本にやってきたのなら、シンマを見て、いささかの幻げん滅めつをしたであろうということは、容易に想像がつく。

「そんなこと、ありませんよ」

「だけどオレは、変わったよ。それについて、間違っているとは思わないけど」

　シンマは、眼下に広がる街へ、手を伸のばした。

「でも……ミンクの期待していたようなオレじゃなくなってた」

「……それは、確かにそうかもしれません」

　ミンクはそう言った。

「ですけど、シンマくんはやっぱり、シンマくんです。根っこのところは、変わっていませんでした」

「そうか？」

「ええ。わたくしを助けてくれる……ヒーローです」

　その言葉には、シンマへ気を遣つかうような響きは含まれていない。彼かの女じよは本気で言っているのだ。

「……だったらいいんだけどな」

　だが、シンマは今の自分が、ヒーローになれるとは思っていなかった。また、なろうとも思っておらず、その点から考えると、やはりミンクの言うシンマはいなくなってしまったのだろう。

「…………。あの、ね。シンマくん」

「うん？」

　長い沈ちん黙もくの後、不意に声を出したミンクへと視線を傾かたむける。彼女はなにかを決意したような顔で、こう言った。

「わたくしは――ダメかもしれません」

「……いきなりどうした？」

　シンマのその問いに、少しだけ笑い、ミンクはその名を呼んだ。

「コトハさん、無ちゃん、出てきて下さい。あなたたちにも、聞いて欲しいんです」

　草むらが揺ゆれる。待機していたコトハと無が、姿を見せた。

「どうかされましたか」

　コトハが尋ねるのに、ミンクは頷く。

「無ちゃん、レイラお姉ちゃんはいますか？」

「いや、いない。試験は終わったのかもしれないな」

　無がそう言うと、彼女は「やはり……判断したのでしょうね」と苦笑した。

「一体、どうしたっていうんだ？　なにかあったのか？」

「はい。なにか、ありました。……もしかしたらわたくしは、不合格かもしれません」

　シンマは、目をしばたたかせる。

「どうして？　そりゃ、色々不備はあったかもしれないけど、そこそこ上う手まくはいったと思うぜ。今そう決めつけるのは早いんじゃ？」

「……もしかして、アリスの攻撃にアーティファクトの力が耐え切れなかったことですか？」

　コトハがそう訊きくと、わずかな躊躇ためらいの後、ミンクが顎あごを引いた。

「で、でも、あれくらいでどうにかなんて……」

「シンマくん、わたくしの使命はシンマくんをエターナルへ連れて行くことと、あなたがその気になるまで、その身を守ることです」

「……そうだったな」

　と言ったところでシンマは「あ……」と呟つぶやいた。

　ミンクの伝えたいことを、悟さとってしまう。

「……ああ……そうか」

「ええ、そうです」

　シンマの心を見み透すかしたよう、悲しそうに、ミンクは笑った。

「資格者が容易に倒たおせる敵の攻撃さえ防げないようでは、お話にもなりません。教団の言う通り、わたくしより、お姉ちゃんの方が護衛には相応ふさわしいのでしょうね」

　そんなことはない、と、励はげますのは簡単だった。

　しかし、それが嘘であることは、なによりもミンク自身が分かっている。

　ありありと見せつけられてしまったのだろう。誤ご魔ま化かしようのない自分の実力というものを。

「……ごめん、オレの立てた作戦のせいで」

「シンマのせいじゃないぞ。この女が弱いのが悪いんだ」

「無、やめなさい」

　コトハにたしなめられた無が、不満そうに唇を尖とがらせる。

「いえ、いいんです、コトハさん。無ちゃんの言う通りですから。わたくしが弱いのがいけないんです」

「でも、ミンクとお姉さんは年も離はなれてるし、それを同列に扱あつかおうとするのは無理があると思うぜ。ミンクだって、これからかもしれない」

「そうかもしれません。ですけど、その可能性を待ってくれるほど、恐らく、エターナルは悠ゆう長ちようではないでしょう」

　世界全てを合わせると、およそ二百万人。これだけの人間が、日々、救済のために動いてる。そして、その全てがシンマを頼たよろうとしている。

　レイラに告げられた言葉が、ありありと目の前に横たわる。

　エターナルは、それほどにシンマを必要としている。だからこそ、失敗してはならないと焦あせっていた。実力では恐らく、教団内でも１、２を争あらそうであろうレイラをわざわざ差し向けてくるほどに。

　そんな連中が、ミンクの成長を期待して手を引いてくれるだろうか？

　答えは、残念ながら、否だ。

「役に立たない奴やつから死んでいく。自然界では当たり前のことだ」

　無の厳しい台詞に、ミンクは弱々しく微笑むだけだった。

「だからね、シンマくん。わたくしは……ここにきたかったんです。幼い頃過ごした思い出の場所へ、シンマくん、あなたと一いつ緒しよに」

　まるで、全てを諦あきらめてしまったかのように。

「そうすれば――ダメだったとしても、心残りはありませんから」

「……そんなこと、言うなよ」

　シンマは、思わず口にしていた。

「もう全部終わったみたいなこと……言うなよ、ミンク」

　しかしその言葉にも、ミンクはなにも返さない。ただ、子どもの頃に見た風景を見み据すえるだけだった。

「この一週間、ありがとうございました。嬉しかったです。シンマくんはもちろん、コトハさんや、無ちゃん、アリスまで協力してくれて……わたくしみたいな者に、勿もつ体たいないことです」

「当たり前だろ、友達なんだから」

　ミンクは顔を俯うつむけたままで、こくんと頷く。なにかを必死で我が慢まんしているかのように、その身は震ふるえていた。

　やがて、小さく、すすり泣くような声が聞こえてくる。

　自分の未熟さへの悔くやしさか。あるいは、別れへの寂しさか。

　恐おそらくは、どちらもだ。ミンクは、自身に対する絶望に、ただ涙なみだしていた。

「……無、言い過ぎたか？」

　気まずそうにこちらを見てくる無に、シンマは微び苦く笑しようして首を振る。

「……ごめんなさい、情けなくて」

　嗚お咽えつを上げながら、ミンクが顔を上げた。

　無む理り矢や理りに感情を押おし込めたかのような笑え顔がおで、

「大丈夫です、わたくしは。コトハさん、それに、無ちゃん……シンマくんを、よろしくお願いしますね。お姉ちゃんも頼りになりますけど、お二人のサポートも必要だと思いますから」

「……うん」

　無が、反省したような表情で、ただそう告げる。

「それにアリスにも――ありがとうって、伝えておいて頂けませんか。面と向かって言うと、また喧嘩になっちゃいますから」

「それは……構わないけど」

　シンマは、複雑な気持ちで、頷いた。

「だけど、本当にそれでいいのか？　ミンク。いや……救世主にならないって言ってるオレが、こんなこと口にするのもなんなんだけどさ。でも、ミンクの夢だったんだろ？」

「……いいんです。自分のわがままで、迷めい惑わくをかけるわけにもいきませんから」

「だけどさ――」

「シンマくん、いいんですよ、もう」

　シンマの言葉を遮さえぎって、ミンクは続けた。

「世の中には、努力だけじゃどうしようもないものがあるんです。お姉ちゃんは優ゆう秀しゆうで、わたくしは全然敵かなわない。だから、お姉ちゃんがシンマくんの護衛になった方がいいんですよ」

　それは、これ以上もう、なにも言ってくれるなという、ミンクの意思表示のようにも思える。全てを決めたのだから、口を出さないでくれと。

「……ミンク」

「え、えへへ、平気ですよ、わたくしは。教団に帰っても、勉強はやめませんからね。きっといつか、シンマくんがエターナルに来た時に、お役に立てるよう頑がん張ばるつもりです！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって、ミンクは力強く宣言する。しかしそれが空元気であることくらい、シンマにも分かっていた。

　なにか、彼女に言わなくてはならない。そう心の何ど処こかがシンマをせっついていた。

　故に、シンマは、再び口を開こうとして。

「……私に、難しいことは分かりませんが」

　しかし意外なことに、それより先に喋しやべり出したのはコトハの方だった。彼女は小首を傾かしげながら、ぽつりと言う。

「わがままであることの、何が悪いのでしょうか」

「……え？」

　ミンクは驚おどろいたように、コトハを振ふり返かえった。コトハは相変わらずの、淡たん々たんとした調子で述べる。

「自らの想おもいを貫つらぬこうとすれば、人は誰だれでもわがままになります。何かを為なそうとすれば、知らずとして自分勝手にもなります。誰も傷つけず、誰にも迷惑をかけず、誰にも世話をかけず、大事を成なし遂とげた者はいません。成功者は誰でも、わがままです」

「……コトハさん？　どういうことですか？」

「確かに実力はあなたよりもレイラ＝フィナーレの方が数段、上でしょう。護衛に相応しいのはレイラの方であると、私も思います。……ですが、シンマ様はどうやら、それを望んでおられないご様子」

　コトハは、深く頷いた。

「だとすれば、後は貴女あなた次し第だい。貴女の在り様の問題です。ミンク＝フィナーレ――貴女はもう少し、『諦め悪く』振る舞まうべきではありませんか」

　ミンクが、目をしばたたかせる。コトハは、続けた。

「食い下がってはどうですか。惨みじめでも、哀あわれでも、情けなくても、主張してはどうですか。自分はこうしたいのだと。こう生きていたいのだと。これを貫きたいのだと。全てを捨ててもいい覚かく悟ごで、進んではいかがですか」

　そして彼女は、こう告げる。

「ミンク＝フィナーレ――自分の意志で何かを掴つかむというのは、多分、そういうことです」

「……コトハさん」

　シンマは、普段になく饒じよう舌ぜつになったコトハを見てしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。しかしやがて、その表情に笑えみを浮かべる。

「……コトハの言う通りだよ、ミンク」

「で、でも、シンマくん、わたくしは……」

「確かに諦めるべきかもしれない。ここで素す直なおに負けを認めるべきかもしれない。教団に帰って勉強をし直すべきかもしれない。だけどなミンク、こういう時の『べき』っていうのは大たい概がい、そうしたくない自分を隠かくす時に使う言葉だ」

　シンマは、深く頷いた。

「だったら――可能性が低くても、試ためしてみていいんじゃないかな。オレだって、力になるよ」







[image: ]







「安心なさい、ミンク＝フィナーレ」

　コトハは、その硬かたい口調の中にもわずか、温かみが窺えるような言葉で、

「シンマ様は、貴女のわがまま程度なら、いくらでも受け入れてくれるお人ですよ」

「そ、そうだぞ」

　先ほどのことがあったのか、フォローするように無が口を開く。

「シンマはわがまま、聞いてくれるんだ。無だって、いつも、聞いてもらってるぞ！」

「……一応、わがまま言ってるって自覚はあったのか」

　なおのこと、性質が悪い気もするが。

「ああ、でも、二回くらいしか言ってないぞ。晩ばん御ご飯はんのメニューは、希望であって、そうしてくれって、言ったわけじゃないしな！」

「聞かなかったらねちっこく『食べたいなー、食べたいなー』って周りをうろちょろするだろうが！　おかげで、奈々まで真ま似ねし始めてるんだからな！　うちの妹に変なこと教えないでくれ！」

「申し訳ありません、シンマ様、私の監かん督とく不行き届きです」

　コトハが頭を下げるのに、無が叫さけんだ。

「なんでコトハが謝るんだ！　無は悪くない！　じこのしゅちょーはようねんきのじんかくけいせいにおいてじゅうよう、なんだ！　ところでじこのしゅちょーってなんだろうか」

「聞きかじったことをそのまま使うなら、意味くらい調べてこい」

　呆あきれたシンマに、無が鼻を鳴らしてそっぽを向く。

　その様子を見ていたミンクは、思わず、といった感じでぷっと噴ふき出した。やがて、押し殺ころしたように笑いだす。

「なんだ、笑いごとじゃないぞ！　これはげんろんのたたかいだぞ！」

「言論の意味は分かってるよな」

「虫だろ？」

「それはゲンゴローです」

　シンマと無、コトハのやりとりに、我慢しきれなくなったのか、ミンクはお腹なかを抱かかえて爆ばく笑しようし始めた。

「ちょ……か、勘かん弁べんして下さい……！　し、シリアスが、台無しじゃないですか！」

「ほら見ろ、シンマのせいでミンクが困っているぞ」

「え、今の、オレのせい!?　どう考えても、どの方向から見ても、無のせいだろ!?」

「無の為ために考えて、無の方向で見たら、シンマのせいだ」

「それはただの自分勝手です」

　コトハの冷静なツッコミに、無は「ふん！」とそっぽを向く。ミンクはそのやりとりを見て、また笑いを再開させた。

「い、今、真剣けんなお話をしてたはずなのに……！」

　そのまま数分間、ミンクはタガが外れたように笑い続ける。なにもかも、忘れたかのように。そしてひとしきりそうやってはしゃいだ後で、ミンクは、「もー……」と言いながら涙を拭った。

「やめてくださいよ……すごい決心してここに来たのに、なんか、色々どっかいっちゃったじゃないですか……」

「……ごめん」

「申し訳ありません」

　シンマとコトハが謝あやまるのに、ミンクは手を振った。どこか晴れやかな顔で、

「……でも、なんだか、スッキリしました」

「それはなにより」

　特に場を和ませようとしてやったことではないのだが、とシンマは頭を掻かいた。そんな自分に、ミンクはぼそりと呟く。

「……もっとわがままに……か」

　そして彼女は、その言葉を噛み締めるかのように、何度も繰くり返した。

「そうですね……それも、いいかもしれないです」

　微笑ほほえんだままで、ミンクは、顔を上げる。

「結果がどうであれ、少し、ねばってみることにします。どうなるかは、分かりませんけど……」

「ああ、それがいいと思う」

　シンマもまた、同じようにして口元を緩めた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ミンクは心配することない」

　そういって、彼女の肩を、シンマは叩たたく。

「……どうにかなるさ、きっとな」

　正直なところ、具体的な部分は不透とう明めいなままだ。

　あのレイラがどういう答えを出だすのか、それすらも予測できない。

　しかし、シンマはそう口にした。そうしなければならない、と心のどこかで思ったからだ。あるいは――。




　あるいは、深い闇やみの底に沈しずんだミンクとの思い出が、シンマにそうさせたのかもしれなかった。







第四章　神魔と彼女とその決意







　それがいかに遠ざけたいものであろうと、出来うるなら存在しないものにしたいことであろうと。現実は無情にも時を進め、来るべき時はやってくる。

　かくしてミンクに与あたえられた試験の期日は、訪おとずれた。

「今日で全部決まるのか……」

　学校帰り、シンマはミンク、コトハ、無ウーと共に歩いている。もっとも、無はシンマの背中にぶら下がっているので、正確には歩いているわけではないが。

　ともかく、目的地まではもうすぐだった。

「や、やるだけのことはやりました。それに、たとえ結果がどうでも、わたくしは諦めません！」

　ミンクが言葉とは裏腹に、緊きん張ちようした面おも持もちで何度も頷うなずく。

「ミンク、レイラ＝フィナーレはどこで待機しているのですか？」

「ああ、えっと、確かわたくしの家のはずですが……」

　コトハの問いかけに、ミンクは思い出すように言った。シンマは、

「じゃあ、一いつ旦たん家に帰って、奈な々なに言づけてから向かうことにするよ」

「分かりました。……あの、シンマくん、お願いがあるんですが。その……わたくしもそれに御一緒して構いませんか？」

　シンマは目をしばたたかせる。ミンクが、申し訳なさそうに指先を合わせつつ、

「お、お姉ちゃんと二人きりになるのは、なんていうか、精神衛生上悪いと言いますか、ですね」

　ああ、とシンマは合が点てんがいった。恐らく、受験の合格発表を、誰かと一緒に見に行きたいという気持ちと同じようなものなのだろう。

「いいよ。じゃあ、一旦、うちに寄ろう」

「ありがとうございます！」

「シンマ、無も一緒に居た方がいいのか？」

　後ろでシンマにおんぶされながら――というよりおんぶさせながら――無が尋たずねてくる。

「そうだな。無も協力してもらったんだし、最後までいてもらおう。……アリスが一緒にいないのはちょっと悪いかな、と思うけど」

「仕方がありません。彼女が同席していたのでは今までの苦労が台無しですから」

　コトハの正論に、シンマは苦く笑しようした。

「まあ、アリスには後でオレからお礼というか、埋うめ合わせをしとくよ」

「だ、ダメですよ、そんなこと！」

　ミンクが、慌あわてたように勢いよく首を振る。

「え、なんで？　いや、あいつにも世話になったしさ」

「そ、それはそうなんですけど……その、アリスのことだから、お礼したいなんて言ったら、ここぞとばかりに自分の欲求のままにシンマくんを……。で、デートくらいならいいですが、ここで一気に距きよ離りを詰めようともっと大だい胆たんなことを仕掛けてくるかも。いえ、彼かの女じよには確かに色々とお世話になりました。だから、わたくしに口を出す権利などないのかもしれません。でも、あの、あう……！　まさかあんなことや、こんなこと、想像することさえ許されないような、ハレンチで、卑猥な……いや、ダメ、そんなことを想像しては……わたくしは！　ああ！　どうすればいいんですか!?」

「とりあえず落ち着いてくれ」

　現状、それが一番ふさわしい行動のように思えてシンマはミンクを諭した。

「ミンクってたまに面おも白しろいな」

　シンマの首にかじりつきながら無が楽しそうに呟く。

「ところで無、いつまでシンマ様の背中に乗っているのですか。いい加減に降りてはどうです」

　見かねたようにコトハが注意するも、無が聞くはずもなかった。

「ふん、別にいいだろ。無はしたいようにするんだ。それに、こうやって近くにいた方が守りやすいじゃないか」

「何かあった時、咄とつ嗟さに動きにくいと思うのですが」

「その時は逃げればいい。ぱっと飛び降りればいい話だ！」

「あれ、その場合、助かるのは無だけのような気がするんだが考え過ぎか？」

　疑念を覚えてシンマが首を傾げると、無は堂々と言った。

「気のせいじゃないけど気にするな！」

「気にする以外の選せん択たく肢しがねえよ！」

　シンマのつっこみに、無は笑った。

「……申し訳ありません、シンマ様。後でよく言って聞かせておきますので」

「いや、いいよ……もう色々慣れたよ……」

　乾いた笑いを奏かなでつつ、シンマは自分の家の玄関を開けた。

「ただいまー」

　――だっ！

「にいいいいいいくううううううううううううううんっ！」

　声をかけるとほぼ同時、上り框で待ち受けていた奈々が跳躍する。

「奈々あああああああああああああ！」

　迷わず腕うでを広げて、シンマは彼女を抱き止めた。

「あははははははははにいくーん！」

「ウフフフフ、奈々―！」

　無を背中に乗せたまま、シンマが奈々をぶんぶんと振り回す。

「うあー、あー、魔が目減りしそうだー！」

「目が回りそう、な！　最も早はやどういう表現かもわかんないよ、それ！」

　二人――正しくは三人――は戯れるように、延々とその場で回転を続けた。

「……なんですか、これ」

　呆あつ気けにとられたようにミンクが言う。

「いつものことです」

　まるで平然としたままコトハが答えた。

「そう、いつものことだー。毎日、帰ってくる度に五分くらいやってるよひぇふはふおい目が回ふー！」

　一緒に回転運動へ巻き込まれた無が、ぐるぐると視線をあちらこちらへ迷わせている。

「シンマくん、いつもとキャラが違ちがう気がする……」

「奈々様の前ではあれが通常のシンマ様です」

「数時間ぶりの対面だもんなー、奈々ー！」

　にこにことシンマが奈々に言うと、彼女も笑顔で頷いた。

「ひさしぶりだからなー！　奈々、無知詫びてたぞ！」

「そうか、知らないことは悪いことじゃないぞ、これから学んでいけばいいからなー！　ただ一つだけ教えておくと、それ、待ちわびてただ」

　奈々を抱きかかえたまま、シンマは靴を脱ぐ。

「さ、上がって上がって」

「あ、コトハと無も、おかえりなさい！」

　奈々が二人を見つけてねぎらうと、コトハは深々と頭を下げた。

「ただいま帰りました、奈々様」

「おうー、今帰ったにゃふらいにょ」

　まだ目を回している無が、ふらふらしながらおぼつかない口調でそう返す。

「あ、それにミンクお姉ちゃんだ！　いらっしゃい！」

「……あ、はい、お久しぶりです、奈々ちゃん。お邪じや魔まします」

　少々、シンマの行動に唖然となっていたらしきミンクは、奈々の言葉にはっと我を取とり戻もどした。

「一人でよく留守番してたな、偉えらいぞ」

　奈々を床ゆかに下ろしながら、シンマが頭を撫なでる。彼女はそれに目を細め、

「うん、でもなー。奈々、一人じゃなかったぞ」

「……うん？　どういうことだ？」

　やっとのことで背中から離はなれて着地した無が、なにかに気付いたかのようにシンマの服の裾を引っ張った。

「シンマ、家に誰かいるぞ」

「……なに？　奈々、お客さんか？」

「うん。にいくんのお尻しり合わせって言ってた」

「み、みだらな関係!?」

「いや、お知り合いの間ま違ちがいだから。即座に妄もう想そうを炸さく裂れつしないようにな」

　顔を赤くしたミンクに説明しながら、シンマは首を傾げる。

「奈々が家に入れたってことは、怪しい奴やつじゃないんだろうけど……」

　一応、自分がいない時は不用意に人を家にあげないよう、奈々に言いつけてあった。その彼女がこちらに了りよう解かいをとらずに家に入れたということは、少なくとも奈々にシンマと親しい者であると、納なつ得とくさせるだけの証しよう拠こを見せることの出来る人物ということになる。

「奈々、その人、自分は誰だって言ってた？」

「にいくんが帰ってくれば分かるって。奈々、最初ダメだって言ったけど、にいくんとか、コトハとか、無とか、ミンクおねえちゃんのこと知ってて、バスタイムも見せてくれたから、大丈夫かと思ったんだ」

「……バスタイム？」

「ちょっと待ってくれ。これはかなりの難題だぞ……」

　ミンクが首を傾げるのに、シンマは唸うなった。大概、奈々の言い間違いには慣れているが、それとて完かん璧ぺきではない。彼女は時折、まるで関係のない言葉をなんとなくの語感だけで覚えていることがあるのだ。以前など、「にいくん、奈々、あれ食べたい。ランボーパリン！」と言われて、どう考えても肉体美を誇る歴戦の兵士がガラスを割ってビルに潜入する様子しか思い浮かばなかった。結局、『マンゴープリン』のことだったのだが。

「バスタイム……バス……タイ……バス……パス……ターム……」

　考え込みながら廊下を歩くシンマと一いつ緒しよに、コトハたちも悩なやむ。

「バスタイム……ボストンタイム、ボストンの新聞のことではないでしょうか？」

　ミンクが指を立てて、解答を提示する。コトハが首を傾げた。

「しかし、ボストンの新聞を見せたところで奈々様が相手を信用する理由になるとは思えませんが」

「いや、ちょっと待てよ。段々思い浮うかんできたぞ。パス……タート、パス……ああ！」

　ようやく、正しい答えへとたどり着き、シンマは大声を張りあげた。

「――パスポートだ！」

「せいかーい」

　居間に入ったところで、その声が返ってくる。

「……って、ええ!?」

「お、お姉ちゃん!?」

　ミンクが驚きのあまり、口に手を当てた。

　そこには、テーブルに座すわって麦茶を飲んでいるレイラ＝フィナーレの姿がある。

　しかもなぜかタンクトップにホットパンツという刺激的な格好であった。おまけに髪かみがほんのりと濡れていて、それがラフな姿と相まって妙みような色気を醸し出している。

「お帰りー、青少年。先に上がらせてもらってるわよ」

「な、なにしてるの、お姉ちゃん！　しかもそんな恰かつ好こうで！」

「いやぁ、暑かったからちょっとシャワー借りちゃってさぁ。ついでに、動きやすいように着替えたのよ」

　ああ、と、シンマは妙に納得してしまった。それで奈々の中でパスポートとバスタイムが一緒くたになってしまったのだろう。

「にしても奈々ちゃんはいい子ね。湯上りに冷たい麦茶まで用意してくれて。ありがとね」

「おう、どういたしまして！」

　手を上げる奈々は、レイラに近寄ると手帳のようなものを取り出した。

「はい、お姉ちゃんこれ、バスタイム！」

「はい、ありがとー」

　受け取ってひらひらと振ふると、レイラはバスタイム……ならぬパスポートを、ホットパンツの裾にねじこんだ。

「ああ……奈々に預けたんですか、パスポート」

「うん。しっかりした子でね、お兄ちゃんの知ってる人じゃないと家に入れないって言うから、あなたのこととか話して、その上でこれ渡すから、お姉ちゃんが怪しいことしたらすぐ警察に連絡してって言ったのよ」

　相手を信用させるには、自分の弱みをさらけだして全すべてを委ねてしまえばいい。理に適った手段ではあった。

「……にしても、その服装はちょっと」

　目のやり場に困って、シンマは少し頬ほおを赤くする。

「いいじゃない、減るものじゃなし」レイラは指で掴つかんだ襟えり元をぱたぱたと前後させ、すらりと長い脚を組み替えた。そして、シンマを見て微笑む。

「それともあれ？　青少年のリビドーこの上なく刺激しちゃう？」

「し、しません！　ええと、ほら、奈々、二階に行ってなさい」

「んん？　あいよー」

　意味が分からず、奈々はきょとんとしながらも、階段の方へ歩いて行った。ミンクは、あきれ果てたように腰こしへ手を当てる。

「まったくもう……奈々ちゃんだっているんだから、気を付けてよ、お姉ちゃん！」

「なによぅ、怒おこらなくてもいいじゃない。別におっぱい放り出してるわけじゃないんだから」

「放り出してるようなものです！」

「違うわよー。放り出すっていうのはこうやって全部脱ぐこと」

「わあああああああ！　分かった分かりましたからちょっと大人しくしてて下さい！」

　何の躊躇ためらいもなく裾に手をかけるレイラを、シンマはあたふたと止めた。

「冗じよう談だんよ、冗談。痴女じゃないんだからこんなところで裸はだかになんてなんないわよ」

　からかうように言うレイラに、シンマは疲れ切った顔でため息をつく。

「何度も言っておりますが、あまりシンマ様の気持ちを弄もてあそばないように願います」

　コトハがいさめると、レイラは首を傾かしげた。

「あら、大体の男の子って困りながらも内心、こういうのが嬉うれしかったりするものよ？」

「……そうなのですか？」

「ええ、そうよー。まだまだ勉強が足りないわね、コトハも」

「…………」

　コトハは、しばらく沈ちん黙もくした後に、制服のポケットから手帳を取り出した。『シンマ様メモ』と書かれているそれを開き、ペンで何かを書き始める。

「男性は無防備に乳房を露出させているのが好き……と」

「ちょっとお姉さん！　うちのコトハに変なこと覚えさせないでください！　この子、良くも悪くも真まっ直すぐなんだから！」

　シンマの言葉に、レイラはけらけらと笑った。

「ところで、レイラはどうしてシンマの家にいるんだ？」

　腕を組んだ無が首を傾げる。

「ミンクの家で待ってるんじゃなかったのか？」

「ああ……いや、そうしようと思ったんだけどね。ついでだから、シンマくんの家庭事情も知っておこうかと思って」

　意味ありげに放たれたその言葉に、ミンクが体を竦すくませた。

　それはつまり――レイラがシンマの護衛役となった時に、身辺を把は握あくしておかねばならない、ということにも繋がるからだろう。

「そういうわけで、お邪魔させてもらったのよ。ごめんね、突とつ然ぜん」

「いえ、それは構いませんが……」

　どう切り出したものかと思案していたシンマより先に、レイラは口を開いた。

「ん。さて、試験の結果――聞きたい？　ミンク」

「……あ」

　先ほどまでいくらか和んでいたように見えたミンクはしかし、レイラの台詞せりふによって再び緊張したのか、体を硬こう直ちよくさせる。所在なげに視線を泳がせながら、彼女はやがて、

「……うん。聞かせて」

　小さく、本当に小さく頷いた。

「了解。それじゃ、言うわね」

　レイラは、眼鏡をかけながら告げる。それは、あまりにも軽々とした口調だった。

　ミンクの運命を決定づけるには、いささかに不謹慎だと思えるほどに。

　妹のことなど、少しも気にかけてなどいないように。

「救世主様の護衛として、また、将来的な伴侶の候補として相応ふさわしいか、あなたをあらゆる面から総合的に判断しました。ここに私意や、第三者の思惑が絡からんでいないことを、エターナルの使者として保証します」

「……はい」

　ミンクが、喉のどを鳴らす。そして、レイラは、告げた。

「ミンク＝フィナーレ。あなたは――不合格です」

　びくりと、ミンクの体が震ふるえる。血の気を失った顔で、色を失った唇くちびるに指を当て、ミンクは目を閉じた。

「なぜか、を聞きたいですか？」

「……全部、分かっていたんですか？」

　代わりにシンマが質問した。それにレイラは、息をつく。

「分かっていなかった、などという可能性があると考えていたのなら、正直なところ愚かしいとしか言いようがありません。フィナーレ教団員、わたしは、教団からある程度あなたのことについて聞いていました。あなたは気付いていませんでしたが、エターナルの使者が定期的に日本にきてフィナーレ教団員を監かん視ししてたんです」

「そ……そうだったんですか？」

「ええ。御み守かみ紅こと刃は、あなたは気付いていたはずです」

　コトハは、ミンクをちらりと見た後で、頷いた。

「何者かの気配があることは分かっていました。ただ、シンマ様とは関係がなさそうでしたので、放っておいたのですが」

「ええ。確かに救世主様には関わりのないことです。あくまでも、フィナーレ教団員の資質を調べるためのものですから。つまりその報告により、ある程度は分かっていたということです。フィナーレ教団員、あなたが救世主様とどの程度、仲を深めているかを。今回の試験は、それを最終的に判断するためのものでした」

「……じゃあ、最初からお姉ちゃんは、知ってたんだ」

　ミンクが、ようやく口を開いた。

「わ、わたくしが、教団からの任務を、上う手まく果たせていないことを……」

「残念ながら、ね」

　レイラは、言って濡れた髪を掻かき上げた。

「で、あるにも拘わらずわたしが来た途と端たんに救世主様との交遊を頻繁に行うようになるのですから、怪しいとしか言いようがないでしょう？」

「……ごめんなさい」

「気持ちは理解できますが、あなたがこちらを騙そうとしたのは事実。これで一つ、減点」

「あの、待って下さい」シンマは、手を上げて口を挟はさんだ。「全て知っていたなら、どうして今いま更さら、試験なんてしたんですか？」

「……一つは、情報としては既すでに得ていましたが、わたしの目で直接、判断して欲ほしいということでしたので。後もう一つは、フィナーレ教団員がどの程度、自分という人間を把握しているか、ということを見極めるためです」

「どの程度、把握しているか……？」

　眉まゆを顰めたシンマへ、レイラが言う。

「以前にも申しましたが、恋れん愛あいというものはそれこそ、時間がかかるもの。救世主様とフィナーレ教団員との間に仲の進展がなくても、ある意味では仕方のないことだとわたしも思っていました。ですが、それに対してフィナーレ教団員が何の手段も講じていないなら問題である、と考えていたのです」

「つまりミンク＝フィナーレがシンマ様に対し、恋愛関係へ発展するため、何らかの効果的である手段を用いていたのならば、それを踏まえて試験の合否に考慮するつもりだった……ということですか？」

　コトハがそう尋ねると、レイラは「ええ」と短く答えた。

「ですが、それもないようでした。今までにあなたがしたことと言えば、相手がまるで興味を抱かない説法のみ。加えていざ現地に来てみれば、茶番とも言えるようなあんなデートを見せられたわけですから……無理もないことは理解できますよね？」

　尋ねたレイラのその言葉に、ミンクはただ、頷うなずくだけだった。

「後……と言いますか、それが決定的だったのですが。あの少女……アリスでしたか。【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首の娘との戦いのことですが」

　やはり、そこをついてくるか。シンマは、歯噛みする。

「フィナーレ教団員が持っている【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】は、決して弱いアーティファクトではありません。使う者が使えば、エルスタイン並の防御術を発動させることの出来る代物です。しかし、それがアリスの使うアーティファクトに押おし負けてしまった」

「……でも以前、アリスが使った【ヴェガコール】って兵器の攻こう撃げきは防いでいたんです。それがどうしてアリスのものに？」

　シンマがそう言うと、レイラはその白く美しい指をこめかみに当てた。

「実際にヴェガコールと呼ばれる物との戦闘を見たわけではないので、断定は出来ませんが。アリスが、日ごろからアーティファクトを上手く扱あつかおうと修練を積んでいた、という可能性が高いですね。その結果、成長した力がミンクの【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】の防御機能を上回った」

　ミンクは口を噤んだままで、その場に佇たたずんでいる。

「どちらにせよ、その程度の使い手なら、救世主様……エルスタインの座を継つぐであろう人物の護り手を担うには、はっきり言って力不足です」

　レイラは麦茶を飲み干すと、グラスをテーブルに置いた。

「以上の理由により、護衛能力、親密度、その二つともが基準には達していないと、わたしは判断しました。よってフィナーレ教団員、あなたは救世主様の傍へいるには相応しくないとして、教団に代わってわたしがその任を解きます。今まで、ご苦労でしたね」

「……お、お姉ちゃん」

　ゆっくりと上げたミンクの顔は、少し力を入れれば崩れ去ってしまうかのように、脆い感情に支配されていた。

　しかし――それでも、彼かの女じよは唇を噛かみ締しめていた。負けてなるものか、と自分へ言い聞かせるように。そして、

「お姉ちゃん……後一度だけ、チャンスをくれない？」

「いいえ。最初に言ったはずです。異論は挟まないと。もう決定したことです」

　すげなく返すレイラに、ミンクは縋りつく。

「待って。もう一度だけ、もう一度だけでいいの！　お願いだから……わたくしに、機会を設けて。必ず、挽回してみせるから！」

「あなたも教団員の一人なら、自分の立場を弁えなさい。あなた一人の都合で、組織が動いているわけではありません」

　それは厳しくも、正しい言葉だった。

　だが、ミンクは引き下がらなかった。泣きそうになりながらも、決してあきらめることはなくレイラに訴えかける。

「お願い……お願いします！　妹じゃなくて……教団員として、お願いします。確かにわたくしは、弱くて、役立たずで、期待に応こたえられないけど――」

　姉に向かって、彼女は何度も頭を下げた。

「――それでも、シンマくんの傍にいたいの。ようやく会えた……大事な人だから」

「あなたの個人的な理由は関係ありません。フィナーレ教団員、これが最後の忠告です。これ以上逆らう気なら、教団に連絡して強制的に、明日にでも連れて帰ってもらいます。もし素す直なおに結果を受け入れるのなら、一週間だけ、救世主様と別れる時間をあげましょう」

「い、嫌いやです！　わたくしは……離れたくありません！」

「…………」

　尚も食い下がろうとするミンクを、レイラは静かに見つめていた。そして、彼女は眼鏡を外し、すっ……と息を吸い込む。その直後だった。

「――大人になりなさい、ミンク！」

　それは、初めて聞く、レイラの怒号。ミンクが目を見開いて、体を震わせる。

　レイラはミンクの襟首を掴んで、彼女を自分の元に引き寄せた。

「子どもの頃ころ、シンマくんと一緒に遊んだからなに？　彼かれがあなたにとって、大切な人だからなに？　それが世界にとってなんの利益になるの？　あなたの行動が、一体、なにを変えるというの。言ってみなさい、ミンク。

　あなたに――どんな価値があると言うの!?」

　呆ぼう然ぜんと、ミンクは、姉を見つめる。

「わたくしの……価値」

「あなたをここで許し、護衛の任を続けさせることで、エターナルに何か益があるというのなら、わたしも大人しく帰りましょう。だけど、どう考えたってそれはないわ。そうでしょう？　それがあなたが、一番分かっていることでしょう」

「そ……それは、そうかもしれません。でも……！」

　ミンクの目尻に、涙なみだが浮かぶ。それでも彼女は、尚も言い続けた。

「……それでも、一緒にいたい……！」

　ミンクは、決壊しそうな感情の中で、それでも戦おうとしている。シンマにはそう思えた。どうしようもない自分と。無力な自分と。姉と違いすぎる自分と。

　どうしようもなく抗い難い現実と、ただ、真っ向から。

「それでも……わたくしは――一緒にいたいんですっ！」

　わがままに、戦っていた。その必死な姿に、レイラは驚おどろいたように目をしばたたかせる。

「ミンク、あなた……」

「……待ってたの、お姉ちゃん」

　小さな声で、ミンクはそう呟つぶやいた。

「ずっと長く――シンマくんとまた会えるのを。彼の傍で、夢を叶えるために頑がん張ばるのを。シンマくんがいれば、なんでも出来たから。不可能なんて、ないと思えたから」

　だから、と。泣きながら、ミンクは、がむしゃらに自らの心をレイラに伝えた。

「だから――彼の隣となりにいたいの。わたくしは、それだけでいいの……お姉ちゃん」

「……、ダメよ」

　目を逸そらし、レイラは首を振る。

「夢を見る時代は終わったの。誰だれでも目を覚ます時がくるわ。あなたは、それが今なのよ」

　何度目かの、拒きよ絶ぜつ。しかし、それでもミンクは諦あきらめようとしていなかった。尚も言葉を重ねようと、口を開こうとする。しかし――その時。

　シンマは言った。

「……ミンクが、あなたを騙そうとしたのは事実です。それに関しては否定しません」

「……シンマくん」

　ミンクがこちらを見てくるのに、深々と頷く。

「ですが、それだけミンクが任務に情熱があった、ということではないですか」

「残念だけど、報われない情熱に意味はないわ、シンマ君」

「ええ。ですから、最後にもう一度だけ、試ためしてもらえませんか？」

　そのシンマの提案に、レイラは眉を顰める。

「……どういうこと？」

「ミンクの情熱が本物かどうか。それを確かめて下さい。もしそれで彼女がレイラさんの目に適わなければ、今度こそ不合格ということにしてください」

「それを行うことに、意味はあるの？」

「いいえ、ありません」

　はっきりと答えた後で、シンマは言い放った。

「ですけど――もしそれを却下するなら、オレは今後一切、エターナルとは関わりません」

　レイラと、ミンクが、目を見開く。

「レイラさんだろうと誰だろうと、全面的に近寄ることを拒否します」

　シンマは、息をついて、

「……すみません、そっちの都合もあるだろうに、勝手なこと言って。だけど、このままだとオレ、すっきりしないんです。自分の気持ちに整理もつけられない。だから、一度だけでもいい。彼女に――チャンスをあげてください」

　場に、長い沈黙が降りた。

　静寂の中、どこか遠くで鳴るバイクの音が、場違ちがいなほど大きく響く。

　やがて、レイラが、ぽつりと言った。

「……卑ひ怯きようよねぇ」

　苦く笑しようしながら、やれやれといった感じで首を振った。

「そんなこと言われたら、わたしの立場上、断れないじゃない？」

「……すみません」

　頭を下げたシンマに「いいのよ」と言って、レイラは目をぱちくりとさせているミンクに向かって告げる。

「分かったわ。後一度だけ、チャンスをあげましょう。……それで、全てを決める」

「お、お姉ちゃん……！」

「ただし内容は厳しいわ。あなたに出来るかどうかは分からない。それでもいいの？」

「う、うん、頑張る！」

　そう言って、意気込むミンク。そんな彼女に微笑ほほえみかけて、レイラは告げた。

「じゃあ、再試験よ。合格する条件はただ一つ」

　前置きした通りに、途と方ほうもなく難解な、その内容を。

「――わたしの攻こう撃げき全すべてに、耐たえなさい。耐えて……シンマくんを、護り抜ぬくのよ」




　潮風を孕はらんだ風が薙ないでいく。

　レイラが決戦の場に選んだのは、シンマの住む家から少しばかり離はなれた埠頭だった。

　詳細は教えてくれなかったが、彼女が全力を発揮するにはここが一番、都合の良いところらしい。

　静寂の中で、小さなさざなみだけがＢＧＭとして流れていた。

　ミンクは硬かたい表情で刻々と迫る時を待ち、コトハと無はシンマの傍で待機している。

（いや、それはいいんだが……）

　一つだけ、シンマには不思議に思うことがあった。

「……なんでアリスまでいるんだ？」

　その言葉に、所在なげに佇んでいたアリスがびくりと肩かたを竦ませる。まるで親に秘密がバレた子どものような仕草だった。

「べべ、別にいいでしょ？」

「別にいいけど、ちょっと気になる」

　彼女はわずかに頬を染めながら、その長い深紅の髪かみを掻き上げる。

「ふ、ふん、あれよ。今日で、そこの女の合否が完全に決まるんでしょ？　それを、見に来てあげたのよ。ど、どうせ負けて帰るんだし、その泣きっ面を笑いに来たってわけ！」

　その台詞に、ミンクはアリスを半眼で睨にらむ。そこに、いつものごとく傍にいたレイとノンエが口々に言った。

「そうだぞ。決してアリスは、ミンクが心配で落ち着かないから行こうとしたとか、そういうわけは決して全然少しもないんだからな！」

「そうですよ！　か、勘かん違ちがいしないでよねっ！　あんたのことなんて、大嫌いなんだから！……という照てれ隠かくしの建前を必要とするから、先ほどのような憎まれ口を叩たたいたわけではないんですから！」

「だからバラすなああああああああ！」

　アリスに追いかけられ、二人はそれぞれ違った方向に逃にげ出だした。

「……相変わらず、素直ではありませんね」

「うん、それがデフォルトなんだろうな。なんか慣れてきた」

　コトハの言葉に頷くシンマ。

「ち、違うんだから！　全然違うんだから信じないでよね！　こ、この子ら嘘うそばっかりよ！　そうやってずっと生きてきたんだから！」

「ひどいですアリス様！　わたしたち、かくも善人あるべきとして今まで生きてきたというのにかっこアリス様に関しては少しだけ除くかもしれませんけどかっことじる！」

「そうだぞ！　我々は常に正しき行いを胸に秘め、真っ直ぐと生きてきたのだかっこアリスだけ例外が適応される時もあるがかっことじる！」

「心の声をダダ漏もれにすんな！」

　レイとノンエにそれぞれヘッドロックするアリスに、シンマは苦笑した。

「……ありがとうございます、アリス」

　ミンクが礼を言うと、アリスは腕うでを組んで視線を逸らす。

「フン。言ったでしょ、あんたが帰って、あの女が来るなら、そっちの方が面めん倒どうなのよ」

　そして、照れ臭そうに呟くのだった。

「……だから、やれるだけやってみなさいよ」

「……はい」

　ミンクは微笑んで、頭を下げる。そこにそれまで黙だまっていた無が声を発した。

「来たようだぞ」

　その場に居た全員の視線が、前方に集まる。

　やがて、耳にうるさいほどのエンジン音が響ひびいた。向こうから現れたのは、一台のスポーツカーだ。流線形をした、最新鋭らしきその車体はシンマたちの目の前で音を立てながら、タイヤを軋ませて真横に停車した。呆あつ気けにとられるこちらの前でゆっくりとドアが開き、中からサングラスをかけたレイラ＝フィナーレが姿を見せる。

　彼女は軽く手を上げた。

「やほ、皆みなさんお揃いで」

「お、お姉ちゃん！　この車、どうしたの!?」

　予想外の出来事だったのか、ミンクが思わずといった感じで尋たずねる。レイラは「んー？」と指を立てて言葉を選ぶような素そ振ぶりを見せた後で、

「さっき買った」

　と、あっさり答えた。

「ど、どこで!?　どうやって!?」

「んなのどうだっていいじゃない。駅からここまで結構離れてたからさー、まあ、ちょいちょいっと、あれこれして、ばーんとやって買っちゃった」

「なに一つ詳細が見えてこない説明ね……」

　アリスがげんなりした顔で言うと、レイラは目をしばたたかせる。

「あれ、あなたも来たの？」

「そうよ。どうせ、あんたには全部バレてたんでしょ？　だったら今更、取り繕っても仕方ないわ」

「まあ、そうだけど。意外に優やさしいとこあんのね」

「ば……ばっかじゃないの!?　そんなわけないでしょ！　高みの見物ってやつよ！　棚から牡丹餅よ！　二階から目薬なんだから！」

「アリス様、意味がどんどん離れていっています！」

「しかし高さは徐じよ々じよに上がっていってるな！」

　ノンエはレイの指し摘てきに、「ほんとだ！　レイちゃん鋭するどい！」などと意味不明な驚きを示している。

「……賑やかな子たちね。まあ、いいわ」

　サングラスを外すとポケットに仕舞い、代わりに眼鏡をかけると、レイラはミンクを見み据すえた。

「それでは。……フィナーレ教団員、覚かく悟ごは出来ていますね？」

「う、うん。大だい丈じよう夫ぶ！」

　ミンクは、自身のアーティファクトを抱かかえたままで、真剣けんな顔をする。

「わたくし、やりますから！」

「そう。頑張って下さいね」

　素っ気なくそう言って、レイラはシンマへと視線を移す。

「救世主様、これより試験を行います。内容は、『こちらの攻撃に耐え続けること』……ただ、これだけです。フィナーレ教団員のアーティファクトは防御術に特化したものですから、これをやり通すことが出来れば、彼女をあなたの護衛に相応ふさわしいと認めましょう」

　シンマは、頷いた。

「そして、ここからが重要です。何があっても、あなたは手を出さないで下さい」

「……助けてはいけないってことですか？」

「そう。これはミンクに与あたえられた試練です。妹が、一人で達成しなければならないもの。あなたが出張っては意味がなくなる。ご理解いただけますね？」

　わずかに躊躇ったが、ミンクから見つめられていることに気付いてシンマはそちらを向いた。彼女は、ゆっくりと顎あごを引く。任せて、といっているようにシンマには思えた。それでもしこりのようなものは残ったが、ここは受け入れるべきだろう。

「……分かりました。では、見届けることにします」

　シンマはそう、口にした。

「ご協力感謝致いたします。お手数おかけしますが、人払いをお願い致します。後、御守紅刃や無幻狼シイ・レアン、アリス＝ノア＝ナンシェも同様です。少しでもミンクに手を貸した時点で、試験は終了。無条件で不合格とします。フィナーレ教団員もいいですね」

「……うん！」

　ミンクが勢いよく返事をしたのに合わせて、他の皆もいちようにして頷く。

「よろしい。――それでは、試験を始めます。少し下がりなさい」

　手で避難するように示してから、レイラは自身も一歩、退いた。

　ミンクが前に立ち、シンマたちはその後ろで待機する。

「……本当に大丈夫なの？　あいつ、あたしの攻撃だって防ぎ切れなかったじゃない」

　アリスがシンマに耳打ちした。

「分からない。……信じよう、ミンクを」

「アーティファクトは扱う者の才能によって、力の大小が決まる」

　無が、自分の持つアーティファクト【天啓火烏カウ・ジン】を触りながら言う。

「だがその才能が、どれほどのものかは使い続けなければ分からない。その者の限界がどこにあるのかは、誰にも、自分でさえ知り得ないことなんだ」

「……それではミンクは、これまで以上にあのアーティファクトを使いこなせる可能性があると？」

「将来的には、あるいはそうかもしれない。だけど、それが今、発揮されるかは無にも分からん」

　コトハの問いかけに無は首を振ふる。

「だけど、あの女は今、アーティファクトの力を最大限に必要としている。……無もそうだった。あに様の役に立つため【天啓火烏カウ・ジン】を使いこなしたいと懸命に願い、何度も訓練し続けた結果、今のような力を手に入れた。だから、もしかすれば……ということもある」

「では、全すべてはミンクさん次し第だい、ということですか」

　ノンエがうんうんと頷くのに、アリスは自分の手を見下ろした。

「必要とする力に……アーティファクトは応えてくれるっていうの？」

「その者が、力を与えるに相応しい存在であったならな。あに様からの受け売りだが、使用できている時点で、その者は選ばれているそうだ。後はアーティファクトがその人間を真に認めたならば、それに応じた効果を発揮する、と」

「ちょっと待ってくれ。それじゃ、あの時アリスのアーティファクトがミンクの壁かべを砕いたのは……？」

　シンマの質問に、無は頷うなずいた。

「ああ。恐おそらく、アリスの意思にアーティファクトが応えたんだろう。それにより封印されていた力が解放された。尤も、それがアリスの引き出せる全てであるのか、それともまだ一部に過ぎないのかは無には分からないが」

「そうか……それでレイラさんは、アリスの修練の成果だって言ってたのか」

　シンマは、無の説明に得心した。シンマは直接見たわけではないが、アリスは陰で自分のアーティファクトを使いこなそうと、努力をし続けてきたのかもしれない。それが実ったのだ。

（使い手が真に望めばアーティファクトが応える……もしかして、資格者のオレに眠る力にも、同じことが言えるのか？）

　だとすれば、自分が今まで手に入れてきたものも、そうだったのだろうか。そういえば、と思い出す。火の力が発動した時、シンマは心からそれを使うことを欲していた。

「……あたしを認めた？　【ヘカトンケイル】が？」

　その時、アリスがそっと拳こぶしを握にぎり、信じられないというように、独りごちた。

　そんな彼女をシンマが見つめていると、

「……始まるようです」

　不意にコトハが呟く。シンマが前を見ると、既すでにレイラが自動式拳けん銃じゆうを抜いたところだった。

「……なにあれ、あれがアーティファクトなの？」

　アリスが眉まゆを顰めるのに、シンマは頷く。

（だけど、ミンクの防御はあれに耐えられるのか……？）

　レイラの攻こう撃げきによる凄まじさは、既にシンマが体感済みである。自分でさえ、かなりの無理をしてやっと威い力りよくを相殺出来たものに、ミンクが対たい抗こうできるのかは正直なところ分からなかった。

「……そういえば、少しおかしいなって思ったんだけどさ」

「どうされましたか？　シンマ様」

「いや――」とシンマは、コトハに答える。「レイラさんのあれは、どう見てもこっちを【攻撃】してきたよな」

「左様です」

「だけどそれ、変じゃないか？　だってエルスタインは【再生】の力の持ち主なんだろ。だったらミンクみたいに守りの力になると思うんだけど」

　コトハが目をしばたたかせた。

「……確かにそうですね」

「どういうことよ。あの女がエターナルの人間じゃないっていうの？」

　アリスが不可解な表情を作るが、シンマは首を振る。

「いや、そうじゃない。そうじゃないけど……」

　なにがどう、とは言えない。しかし、シンマには気にかかっていた。

（レイラさん、まだなにか、隠してるものがあるんじゃないか……？）

　しかし、それを問うている暇などなく。

「いきますよ、フィナーレ教団員」

　試験は、始まりを告げようとしていた。

「応えなさい――」

　レイラが銃じゆうを真上に向けて、そのトリガーを引き絞しぼる。

「――【深き蒼テフラト・なる者マグメルド】！」

　嘶くような音が、人気のない埠頭に響き渡った。シンマは、手元にある【水鏡無限】を握り締める。輝いた宝玉が周囲に壁を展開した。

　それを待ちわびていたかのように、虚こ空くうが弾ける。レイラの背後に三つの透すき通とおるような球体が浮かび上がった。

「用意なさい。レベルⅠ……！」

　レイラの手の中で軽快に回転する自動式拳銃が、ミンクに狙ねらいを定める。それに対してミンクは気を引き締めるようにぐっと体に力を入れると、持っていた杖つえを掲げた。

「【大海の王は――その槍やりを、放つ】！」

　爆音が轟とどろいた。レイラの持つ銃じゆう口こうから凄すさまじい勢いで射出された水の流れが、シンマと戦った時と同じようにうなり、たわみ、蛇へびのごとく鎌首を掲げてミンクに襲おそい掛かかる。

「守って！　【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　まさにその瞬しゆん間かん、杖の先せん端たんにある宝石が光り、ミンクの眼前に壁を創つくり上あげた。

　世界全てが震ふるえるかのような音が鳴り響く。まともにぶち当たった水の槍が、ミンクの防御壁と拮抗した。

「くっ……う……ぁ……！」

「どうしました？　こんなものではありませんよ！」

　ミンクの防御壁はレイラの攻撃を防いでいた。しかし、ほんのわずか、少しずつではあるが、彼かの女じよは押おされていっている。完全に、力を殺せてはいないのだ。

「これがお姉ちゃんのアーティファクト……すごい……！」

　憧あこがれと、悔くやしさと、悲しさと、自分への怒いかりと。あらゆる感情が入り混じった声でミンクが言う。

「で、でも、耐えて……みせるんだから！」

　ぐっと、杖を握る手に力をこめる。だが、彼女のその決意も、わずかしか持たなかった。

　更さらに、レイラが高らかに叫さけぶ。

「【大海の王が――】！」

「来るぞ、ミンク！」

「【――高らかに、檄げきを飛ばす！】」

　シンマが注意を飛ばして間もなく、レイラの攻撃が、更に倍加した。

「ああああああああああああっ！」

　自分を押し潰すかのごとく勢力を増したその奔ほん流りゆうに、ミンクは思わず悲鳴を上げた。壁が軋み、音を立て始める。ひび割れが幾いくつも走り、瞬またたく間まにそれは全面を浸食した。

「……ま、負けません……！」

　だがそれでも、ミンクが絞り出したような声でそう言って、杖を掲げた。

「勝ってみせます……！　絶対に……！」

　ミンクを押し潰そうとする凄まじい水の流れ。だが彼女はそれに、真まっ直すぐと立ち向かっていた。まるで、抗い難い宿命に必死で抗い、喰くらいつくように。壁が悲鳴を上げ、刻まれた亀き裂れつがその過酷さを物語る。それでも、ミンクは退こうとはしなかった。

「絶対に、諦あきらめない――ッ！」

　強い意志で、ミンクがそう宣言した瞬間。

　レイラの放った水流が、唐とう突とつに消え失せた。

「……あ、あれ……？」

　目をしばたたかせたミンクに、レイラが銃を構えたままで、息をつく。

「驚おどろいたわ。少しはやれるようになったみたいね。あれに耐えられるとは、思わなかった」

「……お、終わったの？」

「ええ」

　姉の言葉に、ミンクは思わず、といった感じで安あん堵どしきったように息をついた。【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】によって作られた壁が、役目を終えたというように消えていく。

　……だが。

「最初の、段階はね」

　その台詞せりふが、次なる試練の始まりであることを、シンマは知っていた。

「油断するな！　来るぞ、ミンク！」

「え、え!?　ど、どういうことですか、シンマくん!?」

　叫んだシンマにミンクが振り返かえる。しかし、シンマが答えるより前に、

「レベルⅡ……」

　レイラが呟つぶやき、球体が弾けた。巨きよ大だい化する二つ目が輝かがやきを放ち、準備を終える。

「【大海の王はその剣を、大地より抜き放つ】」

「……レベルⅡ……？」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、ミンクが佇む。目の前で展開される現実が、受け入れがたいというように。

「やっと……やっと防ぎ切ったのに……まだ次があるっていうの……？」

　レイラが天に向けて引き金を絞ると、銃口から細く鋭い水流が立ち昇った。

「そ、そんなこと……そんなこと……！」

「【大海の王が……】」

　絶望しきったような声でそう呟くミンク。しかし、

「ミンク！　もう一度、壁を張るんだ！」

　シンマの呼びかけに、我を取とり戻もどしたのか、彼女は慌あわてて杖を掲げた。

「――【その剣を、薙ぎ払はらう】！」

　水の力を持つレイラのアーティファクトが、その刃を唸らせる。

「ふ、防いで、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクが叫び、水の壁が再度、展開された。レイラの攻撃を防がんと、高く高くそびえ立つ。

　刹せつ那な、レイラの攻撃が、ミンクの防御に牙きばを剥むいた。

　……ギィィィン……！

　水の剣が同じ属性を持つ壁へと食い込み、筆舌し難い、耳みみ障ざわりな異音が鳴り響く。

　――しかし、耐えたのはほんのわずかな間だけだった。

「あ……ああ！」

　ミンクが、悲痛な声を漏らす。彼女の作り上げた壁を、水の刃が真っ二つに断ち切ろうと進んでいく。その速さは、先ほどの比ではない。

「なによ、これ……！　レベルの差が、あり過ぎるわよ！　こんなの、勝てっこない……！」

　今にも壁が切断され、無に帰してしまいそうなその様子に、アリスがこぼす。

　ミンクは、アリスの言葉に顔を伏ふせた。唇くちびるを噛み締め、ぎゅっと目を瞑る。その通りだと、彼女自身も分かっているのかもしれなかった。シンマの目にも明らかに、ミンクの防御壁は崩ほう壊かいしようとしている。

「…………」

　そんな、今にも押し負けてしまいそうな、現状で。

「…………も」

　しかし、ミンクは。

「……そ、それ、でも……！」

　――強く、首を振った。

「たとえ、か、勝てっこなくても……絶望的でも……惨みじめでも……！」

　震える声でそう告げて、彼女は目を開き、ゆっくりと、前を向く。

「わたくしは、もう、退かない……！　泣き言を口にするより、一歩でも先に進みたい！　そうしなきゃ……本当に欲ほしいものなんて、手に入らないから！」

　不動の覚悟を決めたかのごとく、ミンクはそう言い放った。そして彼女は、足を踏み出す。歯を噛み締め、力を振り絞るようにぐっと杖を握った。

「お願い……耐たえて、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！　あなただけが頼たよりなの……！　あなただけが、わたくしを助けてくれる……！　だから！」

　杖を掲げた。必死に願い、望み、訴える。己おのれの全てを捧げても、惜しくはないというように。まるで――神へと、祈るように。

「お願い、だから……！」

　ミンクは、天に向かって強く叫んだ。

「耐えてええええええええええ！」

　その時。――一ひと際きわ大きく、光が瞬いた。ミンクの持つ杖の先端にある、アーティファクトの本体が反応を示したのだ。

「な、なんだ!?」

「……来るぞ」

　驚くシンマに、無が言った。既知のものを語るかのごとく。

「アーティファクトが……あの女に、応こたえた！」

　するとその言葉を裏付けるかのように、異音が消えた。それだけではない。先ほどまでは単なる半はん透とう明めいの板であったものが、細緻な意匠の施された荘厳な一枚の壁と化していた。この世のものとも思えぬそれは、天界の神々が住まう場所を護る、堅牢な城壁と表現しても何らおかしくはない。無論、確実にその強度を増したかのように、レイラの水の刃による切断も進行を止めていた。

「これは……！」

　今や厳然としてそびえるミンクの術は、レイラに対し絶対的な防御を誇っている。

「本当に……アーティファクトが、持ち主の言葉に反応した……」

　アリスが、愕がく然ぜんとなる。

「こ、これなら……！」ミンクが自信を取り戻したように笑えみをこぼした。「これなら、やれます……！」

　しかし。

「……ここにきて、ですか。さすがはわたしの妹といったところですね」

　当のレイラは、まるで焦あせった様子を見せていなかった。彼女はゆっくりと口端を上げた後、こう告げる。

「それでは――そろそろ、本気を出だしましょう」

「……え？」

　レイラの攻撃が、止やんだ。時間切れだろう。彼女は再度、銃を掲げる。

「よくやりましたね、フィナーレ教団員。わたしに【これ】を出させただけでも、自分を誇って良いと思いますよ」

　そう言って、レイラは、ぼそりと呟いた。

「レベル……Ⅲ」

「……そ、そんな!?」

　ミンクが信じられないというように、目を見開いた。

「れ、レベル３!?　あれ以上のものが出てくるっていうのか!?」

　シンマは、なにかの間ま違ちがいであってくれとさえ思いながら、そう言う。

　そんな二人に微笑ほほえみかけた後で――レイラは、こう告げた。

「応えよ、【深き蒼テフラト・なる者マグメルド】……」

　アーティファクトを起動させるための呪文を。だが、まだ終わりではなかった。

「そしてその真の姿を、此処に顕したまえ！」

　レイラが高らかに声を張り上げる。

　発はつ砲ぽう。刹那、レイラの背後にあった二つ目の球体が砕け散り粒りゆう子しと化した。宙へと舞ったそれは、三つ目へと吸収される。

　――やがて、途と方ほうもなく巨大な一つの球体が生まれた。

　同時に、傍にあった海面がにわかにざわめき、まるで間欠泉のように次々と吹き上がる。

「うお……っ!?」

「ちょっと、なによ!?」

　慌てたアリスとシンマをかばうように、コトハ、レイ、ノンエ、無が前に立つ。

　海水は螺ら旋せんを描くようにして虚空を走り、やがてレイラの周囲を回り始めた。それらは生きているかのように動き、彼女と、背後にある球体を包つつみ込んでいく。

　強い光が瞬いた。球体が閃せん光こうを放ち、思わず、シンマは腕うでで視界を庇かばう。

　そして、やがて全てが終わったその時。そこには、球体が失われている代わりに一つの生命が誕生していた。

　優雅になびく尾と、なめらかな鱗を持つ肌はだ。そしてビロードのようになびく、七色に照り返すエラ。

　優美であるがその姿は異様で、ともすれば巨大な蛇――いや、あるいはもっと別の、たとえるなら幻想をたゆたう壮大で、荘厳な水の龍りゆうを、シンマに思わせた。

「お、お姉ちゃん、それは……」

「エルスタインの遺志を伝えるもの、エターナルの守護神、そしてわたしの、最終兵器――これが【深き蒼テフラト・なる者マグメルド】の本当の姿です」

「守護神……」

　レイラの答えに、尋たずねたミンクは固まっている。

　それは、シンマも――いや、その場に居た全員が同じだっただろう。

（レイラさんが隠してたのは、これだったのか……）

　守りし者はつまるところ、対象者を害する物を排除する力を持つ存在でもある。

「……くそ、嘘うそだろ」

　シンマは、思わず自分の膝ひざを叩たたいた。

　レイラの周りを踊おどるように舞うその生物は、未いまだその全容を見せてはいない。

　だが、確実に理解出来ることがあった。彼女が言ったのははったりでもなんでもない。

　恐らくレイラの背後にあった球体の内、最後の一つは彼女が言うところの守護神、その『卵』だったのだ。前の二つはそれを育てるためのエネルギーを与える物。つまりは最後の手段を使う前の、ただの準備段階に過ぎなかった。そんな状態で、レイラは今まで戦ってきたのである。

「……さて、いきましょうか、フィナーレ教団員」

　レイラの言葉に、ミンクはびくりと肩かたを震わせた。

「それとも恐いですか？　でしたら、ここでやめましょうか？」

「え……？」

「もしあなたが敗北を宣言するなら、今すぐ試験を中止しましょう。それならあなたは傷つきません。痛い思いをしなくてもいい」

　その声こわ音ねには一切の愛情すらこもっていなかった。ただ、ただ冷酷にレイラはミンクに警告する。

「だけどそれでも尚やるというのなら、わたしは容赦しません。――下手をすれば、死ぬかもしれませんよ」

「お、お姉ちゃん……」

　まるで子どもが大きなものに対して怯おびえるように、ミンクは縮こまり、今にも逃にげ出しそうな表情でいた。

　しかし、彼女はすぐに、ぶんぶんと首を振る。

「……嫌いや。それは嫌。わたくし、やります」

　きっと姉を睨み付け、ミンクは堂々と宣言した。

「そして――お姉ちゃんに、勝ってみせます！」

「……そうですか。よく言いましたね。その覚かく悟ごだけは買ってあげましょう」

　レイラは銃口を、実の妹へと向けた。

「だけどそれは、勇気ではなく――無謀と謗られる行こう為いですよ」

　彼女は続けて、言葉を紡ぐ。

「【大海の王は、神の槍を抜ぬく】……」

　レイラの守護神が鳴いた。どう表現すればいいのか分からない、奇き妙みようで不気味な、いつまでも鼓膜まくを打つかのような響ひびきが渡る。

　その声に応えるよう、キン、という音と共に空中に無数の水晶が生まれた。

　いや、それは氷だ。一抱かかえもあるような鋭するどく尖った氷の刃が、まるで空間を埋うめ尽くすかのように次々と現れる。その数、数百、数千、いや……数万以上。

「【彼かの者はそれを携たずさえて地の獄へと赴おもむき、手を振ふるい】」

　レイラが唱える。力の発動を。どうしようもない、絶望への始まりを。

　ただ、無情に言い放つ。

「【この世あらざる魔まを――滅殺する】ッ！」

　引き金が絞られた。

　それに従うよう、正しく文字通り無数の氷の矢が――一斉に、ミンクへと殺到する。

「っ！　防いで……【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクが杖を構えた。壁かべが形成され、残らず、全すべての氷をその身で抱え込む。

　――その直後、荘厳な水の壁は無残にも音を立てて粉々に砕くだけ散ちった。

「……え？」

　あまりにも唐突で、一いつ瞬しゆんで、ミンクは把は握あくできないかのように呆然とする。

「ミンク……！」

　シンマは思わず走り、ミンクを抱え込むと横に転がっていた。全員がそれぞれの方向に避ける。

　絨毯爆撃でも受けたかのような、連続する苛烈な衝しよう撃げきが地面を揺ゆらした。巨人が足踏みしたかのように次々と地面が砕け、アスファルトが飛び散り、破は壊かいされていく。

「な、なんつう攻撃だ……！」

　後少し判断が遅おそければ、ミンクは肉塊と化していたことだろう。

「し、シンマくん……」

　ようやく我を取り戻したミンクはそう言って、次に目を見開いた。

「い、いけません！」

　シンマを弾はじき飛とばして駆けると、レイラの前に立って構えた。

「ミンク！　さっきの見ただろう!?　あんなの、命が幾らあっても足りないよ！」

「そ、それでも！　それでもわたくしは……やらなくちゃいけないんです！」

　ミンクが唱えると、再び杖の宝玉が光を宿した。壁が出来上がる。

「シンマくんは――手を出さないで！」

「あ、あんた、馬鹿!?　真正の馬鹿なの!?　ほんとに死んじゃうわよ!?」

　アリスが本気で怒ったように言うのに、ミンクは前方を見つめたままで返す。

「ここで諦めるくらいなら、死んだ方がマシです！」

「だけど、ミンク……！」

「絶対に、そこから動かないで下さい、シンマくん！」

　頑がんとして聞き入れないというように、ミンクはシンマの言葉を突っぱねる。

「こ、これは――わたくしが、一人でやらなくてはならないことです！」

「……そうです、フィナーレ教団員。あなたは証明しなければならない」

　銃を構えながら、レイラが言った。

「自分一人で、救世主様を守ることが出来るほどに強い人間であると……！」

「分かっています。だから……来てください。今度は、負けません！」

「……ええ、それでは行きましょう。これで最後です。耐えてみせなさい、フィナーレ教団員！」

　そして彼女は唱え始める。

「【大海の王は、神の槍を抜く】……」

　――全てに決着をつける、その言葉を。

「【彼の者はそれを携えて地の獄へと赴き、手を振るい】……」

　シンマの体が、疼いた。

（……ダメだ）

　そう思う。

　理屈ではない。心のどこかが訴える強い感情が、自分を突き動かしていた。

（ダメだ、ミンク……！）

　手の甲こうに、灼しやく熱ねつにも似た痛みが走る。

「【この世あらざる魔を――】」

「いけません、シンマ様！」

　コトハの呼び止める声が聞こえる。

　アリスと無が同時に走り出し、シンマの体を掴つかんで止めようとするかのように、二人ともがその手を伸のばした。

　そして、シンマは。

「【滅殺する】ッ！」

　――シンマは、それら全てを振り切って、ミンクの隣となりに並んでいた。

「防いで、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクが杖を掲げる。シンマは言った。

「……オレの中に眠ねむってんだろ！　目覚めろよ！」

　シンマは、先ほどの考えを試すよう、自らに呼びかける。

「来い……【水】よ！」

　その手をかざし、シンマは喉のど奥おくから叫んだ。

「弾――けろおおおおおっ！」

　手の甲が、焼けるように熱い。

　シンマが欲し、己の身に宿った力が――その瞬しゆん間かん、応えた。

　ミンクの創つくり上あげた壁に、シンマの生み出した【水】の壁が、重なる。

　――僅差で無数の氷矢が、その牙を立てた。

「っ、うおおおおおおおおおお！」

　たった一分。

　しかしシンマには、何十分、何時間にも感じられた。

　シンマとミンク、二つの壁はしかし、レイラの攻こう撃げきに耐え切れずに粉砕される。

「っ、きゃあ！」

「……くっ！」

　シンマはミンクをかばうと、地面に伏せた。周囲で爆音が轟とどろき、濛もう々もうとアスファルトの煙が舞い上がる。

「シンマ様！」

「あ、あんたまで馬鹿になってどうすんのよ……っ！」

「死んでいいなんて、無は許可してないぞ！」

　コトハ、アリス、レイにノンエ、無が駆け寄ろうとする。幸い、自分たちにかかる分だけは防ぎ切れたらしい。ミンクもシンマも倒たおれた時の擦り傷程度しかなかった。

「し、シンマくん……？」

「は、はは。土壇場で目覚めたか……」

　シンマは手の甲を見た。そこには、はっきりと【水】を顕すような紋もん章しようが新たに刻まれている。やはり火の時と同様、自分が望む時、【力】は応えるのだ。シンマは、深く頷うなずいた。そして立ち上がると、ミンクに手を伸ばす。

「よし。……皆みなでやろう、ミンク」

　しかし彼かの女じよは、首を振る。

「だ、ダメです。これは、わたくしが一人でやるものなんです！」

「……そうです。救世主様、あなたは手を出さないでと、お願いしたはずですが」

　レイラの言葉に、シンマは頷いた。

「ええ、その通りです。だから最初は、我が慢まんしようと思いました。……でも、ダメです」

　自身の手を拳こぶしに変えて、シンマは続けた。

「オレには……やっぱり、ミンクを一人で戦わせることなんて出来ない。こんなの、絶対におかしいと思うから」

「シンマくん、いいんです！　負けを認めるよりは、わたくしは、どうなったって……！」

「――ダメに決まってるだろッ！」

　思わずミンクの方を向いて怒鳴ると、彼女は目を見開く。懇願するようにして、シンマは言った。

「……ダメに決まってるだろ。頼たのむから、そんなこと言うなよ」

「だ、だって……わたくしは……シンマくんと……」

「死んじゃったら……意味がないんだよ。ミンクが辛い思いをしたら、意味がないんだよ」

　シンマは、そう言って、前を向いた。

「レイラさん――確かに、あなたはすごい人です」

　ミンクを助け起こしながら、

「頭もよくて、力もある。ミンクは完かん璧ぺきだって、そう表現してましたけど……ほんとにそうだと思います」

「……。お褒め頂き光栄です」

「だけど、あなたは一つ間違っている」

　シンマは、首を振った。

「あなたはこれを、ミンクがオレを守ることが出来るかどうかの試験だと言いました。でもオレは、ミンクに守ってもらっているつもりはありません。トラブルが起こった時、一いつ緒しよに戦ってもらってるだけです。ミンクは頑がん張ばり屋だけど、それでも一人でなんでもやるには限界がある。だからオレは、今回みたいなことがあれば、彼女に手を貸す」

　迷いなく、自分の中で決めた答えを口にする。

「そして、オレが求めた時にはミンクは必ず助けてくれる。オレたちはそういう関係なんです」

　きっぱりと、シンマはこう言った。

「ミンクだけじゃない。コトハだってアリスだって、レイやノンエ、無だってそうだ。オレたちはそれぞれが、それぞれの部分で完璧じゃない。だけど、だからこそ助け合える。お互たがいに弱点を補える。だから……信頼できる仲間だと思える」

　アリス達たちとコトハ、無がシンマたちの後ろに並ぶ。それぞれが武器を構えた。シンマの背後で、共に戦う決意を示すように。

「レイラさんみたいに一人で何でもできる人はすごいし、羨うらやましいと思うけど……オレには、必要ない」

　戸と惑まどうように自分を見るミンクに、微笑みかけた。

「……傍に置くのに相応ふさわしいかどうかは、オレが決める」

　レイラへと視線を移し、シンマは叩きつけるように言う。

「オレからミンクを、奪わないで下さい。そんなことをしたら……オレは、あんたたちを許せなくなる」

　ああ、とシンマは思った。ずっと抱えていた違い和わ感かん。腑ふに落ちないこと。

　つまり自分はずっと、怒っていたのだ。

　世界の為ためだとか、才能だとかで、勝手にミンクのことを判断するレイラや、エターナルに。――何も彼女のことを、分かっていない癖にと。

「し、シンマくん……」

「いこう、ミンク」

　ミンクの手を握にぎり、シンマは、精神を集中した。

　体の内部から、温かな何かが溢れだしてくるのを感じる。全身から淡い光が放たれ、それは中空を舞いながら、手を伝ってミンクへ流れていった。

　小さな音と共に、ミンクの手の甲に、水の流れを思わせる紋章が宿る。

「……！　これは……！」

「レイラさんでもない。他の誰だれでもない。力とか才能とか、そんなのは関係ない」

　シンマは、強く、この上なく確かな口調で、言い放つ。

「オレには――ミンクが、必要なんだ」

　ミンクは、呆ぼう然ぜんとシンマを見つめた。自分に起こったことが、信じられないように。

　だがやがて、彼女は、ゆっくりとその事実を受け入れ始める。

　今、自分が、選ばれたのだと。

　誰もに期待され、求められたレイラ＝フィナーレという人間ではなく。

　その陰で歩み続けた、ミンク＝フィナーレが。

【使徒】として、シンマに手をとられたのだと。

「ミンク……」

　シンマにはその時、記き憶おくの断片が脳のう裏りを過ぎった。

　――絶対だぞ。二人で、大きくなったら守るんだ

　在りし日の自分が。在りし日のミンクと。

　大切な約束を、交かわした。

　――その時は、

　その内容は定かではない。しかしシンマにはこの時、なぜか、言うべきことが分かった。

「一緒に――」

　まるで用意されていた台詞せりふを、そらんじるかのように。

「――一緒に戦おう、ミンク」

　シンマは、そう、彼女へと伝えた。

「シンマ、くん……」

　しばらく、自失したかのように佇たたずんでいたミンクは。

　しかしやがて、深く、感じ入るように、頷いた。

「……はい！」

　満面の、笑え顔がおと共に。そして、彼女は姉の方を振り返かえる。

「……お姉ちゃん、ごめんなさい」

　ミンクはきっぱりと言い放った。

「わたくし、一人では無理です。お姉ちゃんには勝てません」

「……認めるのですね、自分の力の無さを」

「はい。だけど、それでいいんです」

　シンマの手を握り、全てに満足したかのように、

「わたくしはシンマくんを護るのではなく、彼と一緒に戦います。シンマくんがいれば、誰にも負けませんから。……今、分かりました」

　ミンクは、微笑んだ。

「それがきっと、わたくしが歩むべき――わたくしだけの、道なんです」

「……そう。ですがあなたが弱いという事実は変わりません。わたしがその決断に、どう判断を下すかは分かりませんよ」

「もしそうなったとしても、構いません」

　胸に手を当て、いつくしむように。

「シンマくんが、わたくしを選んでくれた。……それがあるだけで、わたくしは、それを自分自身の誇ほこりとして、いくらでも頑張ることが出来ますから。きっと、いつか、また戻もどってきて見せます！」

　その姿に、わずか、目をしばたたかせた後で。レイラは、苦く笑しようした。

「……オッケー」

　そして、彼女は眼鏡を外す。銃じゆうを構え、その唇くちびるを、弓なりに曲げた。

「じゃあ、やるだけやってあげるわ。証明できるものならしてみなさい。あんたとシンマ君が組めば……わたしだって、敵じゃないってね！」

　トリガーを引いた。守護神が嘶き、空を氷の刃が埋め尽くす。

「……ミンク、壁を作ってくれ。試ためしてみたいことがある」

「え？……あ、はい！　守って、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　ミンクは杖つえを掲げた。

　すると輝かがやきが満ち、これまでにない、見上げる程ほどに巨きよ大だいな水の防御壁が生まれる。使徒となったことにより、ミンク自身に宿ったものと相乗し、効果が倍増したのだろう。

「す、すごい……！」

「こんなもんじゃない。行くぞ……！」

　シンマは、言ってその壁に――自分の手をつけた。

「水よ……生み出せ！」

　そして、精神を集中し、【力】を発動する。

　壁が震動した。その型が揺らぎ、掠れ、薄うすれていく。

　しかし、それはミンクの壁が消え失せたわけではなかった。

　変貌を遂とげたのだ。進化し、膨ふくれ上がり、やがて一つの別の形をとっていく。

「それは……！」

　レイラが瞠目した。それは、初めて見せる彼女の動どう揺ようである。

　――そこには、一人の女神が降臨していた。

　優やさしげな顔を持ち、杖を掲げ、世を見守るかのような、凪の海がごとき穏おだやかな存在。見る者の心を自然に落ち着かせ、慰めるかのような、不思議な魅み力りよくに満ちていた。

「……綺麗」

　思わず呟つぶやいたミンクに、シンマは言った。

「ミンクとオレの力を合わせて創り上げた、オレたちの守護神だ。これぞ本物の【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】だな」
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「……やるわね、シンマくん」

　レイラが言った。その声には、どこか、嬉うれしさのようなものが滲んでいるようにシンマには思えた。

「みんな、全力でやるから、後はどうなるか分からない。もしもの時は、フォロー宜しく」

「……承知致いたしました」

　背後にいる皆に伝えると、真っ先にコトハが頷いた。

「任せろ。お前は無が守る」

　無が胸を叩たたくのに微笑ほほえんでいると、シンマは背中に衝撃を感じる。

「うお……と、なんだよ、アリス」

　振り返ると、こちらに軽く蹴りを放っていたアリスが、頬ほおを膨らませたままこちらを睨みつけていた。

「勝手に、なに、ミンクを使徒に選んでんのよ！　ふざけてんの、あんた!?」

「……ごめん」

「すみません、アリス」

　ミンクとシンマが謝あやまると、彼女は鼻を鳴らして明後日の方を向く。

「お詫び。……してもらうから」

「ああ。じゃ、今度は、アリスとデートだな」

　冗じよう談だん交じりにそうシンマが伝えると、アリスはかっと赤くなった顔で、シンマの頬をつねった。

「いででで！」

「……じゃあ、絶対勝ちなさいよ、あんた！」

　コトハと無がアリスを止めようとするのを押おし留め、シンマは笑った。

「ああ。――絶対だ」

　そして、改めてシンマは、前を向く。そこに構えているレイラと正面から向き合った。

「……いきましょう、レイラさん。勝負です」

「ええ。……そうね」

「お姉ちゃん、結果がどうなるかは分からない。でも……」

　ミンクは、微笑んだ。

「……でも、後こう悔かいはない。わたくし、やっと――誰かの為じゃなくて、自分の為に、やりたいことが見つかった気がするの」

「……そうみたいね」

　レイラは、唱える。

「【大海の王は、神の槍やりを抜ぬく。彼の者はそれを携えて地の獄へと赴き、手を振るい】」

　シンマはミンクと二人、並んで手を翳した。

　互いに顔を見合わせて、笑い合う。

　まるで幼い頃ころに戻ったかのように。

　いや――その時止まっていた時の流れが、今、動き出だしたかのように。

「【この世あらざる魔まを――】」

　そして前を向き。シンマが言った。

「オレたちを……いや、皆を守ってくれ……！」

　ミンクが、それに続く。

「お願い……一緒に、戦って！」

　それぞれの想おもいを乗せた言葉が、その時、世界の中で生まれる。




　壁かべが創り上げられる。何よりも高く。何よりも大きく。そしてなによりも、強い防御が。

　氷の刃が放たれる。何よりも気高く。何よりも鋭するどく。そしてなによりも、強い攻撃が。




「【滅殺する】ッ！」

『【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】ッ！』




　――そして次の瞬間、全すべての力を賭として、真っ向から激げき突とつした。







エピローグ　去りゆく彼女の後ろの姿







　空港は、遠方より訪おとずれるものを迎むかえ入いれる場所だ。

　しかし同時に、この地より旅立つ者を見送るところでもあった。

「わざわざ来てもらわなくても、よかったのに」

　レイラ＝フィナーレは観光客でごった返すロビーで、腰こしに手を当てる。その場には、ミンクから連絡を受けて学校の授業が終わってから駆かけつけてきた、シンマとコトハ、無ウーにアリス、もちろんミンクもいた。

「そういうわけにもいきませんよ。レイラさんには、色々と迷めい惑わくかけましたし」

　シンマが微び苦く笑しよう交じりにそう言うと、彼女は肩かたを竦すくめる。

「それはどっちかと言うと、こちらの台詞よ？　勝手に押しかけてきて、シンマ君には随ずい分ぶんと世話かけたんだから」

「でも、勝手に試験に横入りしてしまったんだから、やっぱり謝らないと……今いま更さらだけど、すみませんでした」

　頭を下げたシンマへ、レイラは息をつく。

「ま、そこに関しては、なんとも言えないところね。最後のあれで、そっちが負けてたら問題なかったんだけど……勝っちゃったからなぁ」

　レイラが、困ったような素そ振ぶりを見せる。シンマは頭を掻かいて、もう一度、頭を下げた。

　数日前に行った試験。レイラの【深き蒼テフラト・なる者マグメルド】とシンマ、そしてミンクの【澄み渡るフイン・水の女神ヴオアン】のぶつかり合いは――結果的に、シンマたちの方に天秤が傾いたのである。彼女の攻撃を、シンマとミンクの術は最後まで防ぎ切った。

　と言っても、まさにギリギリの瀬戸際だった。もし何かが違ちがっていれば、敗北していたのはシンマ達の方だったかもしれない。まだ未覚醒とは言えど、資格者と使徒の力にそこまで迫せまったレイラの力は、改めて飛び抜けている、とシンマは思う。

「……お姉ちゃん、そのことなんだけど」

　その時、隣に居たミンクが、おずおずといった感じで問いかけた。

「やっぱりわたくしは……不合格かな？」

「あら、不合格でも構わないって言ったのは、誰だったかしら？」

　からかうように言ったレイラに、ミンクは頬を掻く。

「えと……うん、だから、確かく認にん。ちゃんと、聞きたいと思って」

　そんな彼女を、レイラはじっと見つめていた。

「……ミンク」

　やがて不意に、ただ、そう短く呼ぶ。

「は、はい」

　その叱しかりつけるような言い方に緊きん張ちようしてか、ミンクは居住まいを正した。レイラはポケットから眼鏡を取り出すと、かける。そして腕うでを組みながら、

「あなたはまだまだ未熟です。足りない部分や、弱点は幾いくらでもあります」

「……うん」

「救世主様がこれからどうなるかは、わたしにも分かりません。多くの者達が様々な思惑を持って押し寄せてくるかもしれませんし、どこかの国が独断で彼かれを狙うかもしれない。そんな連中から、あなたは救世主様を守らなければなりません。分かりますね？」

　ミンクが神しん妙みような面おも持もちで、頷く。それにレイラは、静かに告げた。

「分かっているなら、強くなりなさい。あなたには救世主様や、他にも仲間が大勢います。誰に頼ってもいい。誰に教えてもらってもいい。とにかく、今以上に強くなる術を学びなさい。そうしなければ、これから彼についていけませんよ」

「……え？」

　その言葉に、ミンクは目をしばたたかせた。レイラが眼鏡を外し、片目を瞑る。

「――安心なさい。教団にはわたしからよく言って聞かせておくわ。救世主様は、妹を選び、使徒に任命した。シンマ君が必要としているのは、わたしでもなく、他の教団員の誰でもなく、あなた。ミンク＝フィナーレ……ただ一人だとね」

「お、お姉ちゃん……！」

　事実上、彼女を認めたというそのレイラの台詞にミンクは目を潤ませた。溢れそうになる感情を堪こらえるように、顔を伏ふせて、両手で覆う。

「……ありがとう」

「あ、泣くんじゃないわよ。あなた、昔から泣き始めると止まらなくなるんだから」

　仕方がないといった感じで苦笑するレイラは、ミンクの頭を撫なでた。

「ほら、しっかりして。わたしを差し置いて、救世主様の護り手になれるんだから」

「うん……うん。ごめん……ごめんね」

　そう言って、何度も頷くミンクは、まるで幼い子どものようだった。シンマは彼女たちの間にある絆きずなを垣間見た気になって、思わず微笑む。

「それにしても、あなたたちも色々ありがとうね」

　ちら、とレイラは、集まった面々を見渡した。そして中の一人に視線を合わせて、

「まさか、【夜明けの星々ロート・グランツ】の子まできてくれるとは思わなかったけど」

「……フン。勘かん違ちがいしないでよね」

　アリスは髪かみを掻き上あげて、ふいと横を向く。

「し、シンマに頼まれて集まってやったのよ。そうじゃなきゃ、なんで【エターナル】の奴やつを見送りになんか……！」

「ふうん。シンマくんの頼みなら、敵であってもこうしてやってきちゃうわけか。あなたも彼にべた惚れなわけねー」

「んなっ!?　ち、違うわよ！　そんなんじゃなくて、これは、こ、こいつをこっち側に引き込むための手段で、べべ、別にそんなんじゃないんだからね!?」

「ええ、まったくです！　後、ミンクさんが使徒に選ばれてしまうし、なにやらシンマくんとの仲が急発展するしで、今後を危惧して様子を窺いにきたということも全くないのですよ!?」

「ああ、そのような理由では全くない！　ないのだぞ！　と、いうことにしておいてくれ、アリスのためにも」

　ノンエとレイが口くち添ぞえしてくるのにアリスは、「しゃー！」と牙きばを剥むいて襲おそい掛かかった。

「いっぺんあんたらはまとめて二時間ほど説教する必要がありそうねええ！」

「いやあああアリス様が本音をつかれてお怒いかりにいい！」

「だがそんなアリスもまた、可愛らしい。可愛らしいぞ！（はい、チーズ！）」

「携けい帯たいで写真を撮るなあああああ！」

　騒さわぎでもみくちゃになっているアリスたちを生暖かい眼差しで見つつ、レイラはコトハへと視線を移した。

「コトハも、今回は色々と申し訳なかったわね。シンマくんまで試すような真ま似ねをしたり、彼を巻き込むようなことしちゃって。おまけに妹が使徒に選ばれちゃうしさ」

「……いえ」と、コトハは首を振ふった。「全てはシンマ様の決断です。私がそれに異論をはさむつもりはありません」

「ほんとに？　実はミンクに嫉妬してたりするんじゃない？」

「そのようなことはありません」

「ほんとかなー？」

　にやりと笑って、レイラはコトハの顔を覗き込む。

「その辺り、正直にならないと、あの子にシンマくんをとられちゃうわよ。なにせ、ミンクには幼おさな馴な染じみって強力な背景があるからねぇ」

「……そんなことは」

　と、言いながらも、コトハはわずかに間を空けた。無表情ながら、どこか戸惑うように、ミンクとシンマを見比べる。だが、すぐに平常へと戻った。

「そんなことはありません。全てはシンマ様が決めることです」

「……ふぅん。まあ、あなたがそう言うのなら、別にいいんだけどね」

「お、お姉ちゃん、変なこと言わないでよっ！」

　ミンクが怒おこると、レイラは「なに言ってんの」と呆あきれたように、

「あんたこそ、頑がん張ばりなさいよ？　シンマ君、鈍感だから気を付けないと、その辺り苦労することになると思うし」

「ん？　なにがですか？」

　きょとんとするシンマに、「ほれ見なさい」とレイラはため息をついた。

「この手の男の子には積極的にアピールしていくしかないんだから。……その背中に張り付いている子みたいに」

「無のことか！」

　シンマの背中にへばりついたままで返答する無に、レイラは頷うなずく。

「ふん、だがお前は間ま違ちがっているぞ。無はシンマを監かん視ししているだけだ。無が見極める前に、他の奴に先を越されて奪われてしまわないようにな！　もしそんなことになったら……」

「なったら？」

「えーと……その……」

　急に言葉に困ったかのように、無はわずか、朱しゆに染まった頬を掻いた。

「……ちょっとさみしいだろ」

「あはははははははは！」

「わわ、笑うな！　なにがおかしい！　お前、殺すぞ！」

「いやあ、ごめんごめん。あんまりにも可愛かわいい答えだったから。にしてもライバルが多いわね、ミンク」

「お、お姉ちゃん、だからそういうことじゃなくて！」

　動揺するミンクにレイラは首を傾かしげて、

「なによ。ていうか、あんた、分かってるわよね。ここにいるのは、シンマ君を守る為ためでもあるけど……お嫁よめさんになるためでもあるんだからね？」

「そ、それは……分かってるけど」

　ある一点に向かって、手を伸のばした。

「――せっかくわたしに似て、こんなにいいもん授かってんだから。利用しないと損よ？」

　そのまま、むにゅ、と音が鳴りそうなほど大だい胆たんにミンクの大きな胸を掴つかむ。

「おお、お姉ちゃん！　やめてよ！」

　ミンクは、真っ赤になってレイラの手から逃のがれた。自身の体を強く抱きしめる。

「いい？　ミンク。男をとっ捕まえるには、自分の武器を把は握あくしておくことよ。己おのれの体のどの部分がどんな風に異性の劣情を誘さそうのか、それを理解しておきなさい。そうすれば他よりも一歩リード出来るわ」

「……そ、そうなの？」

「ええ、そうよ。お姉ちゃんがあなたに嘘うそをついたこと、あった？」

　そう言われて、ミンクは、「うっ……」とたじろいだ。己の体を見下ろして、

「そ、それなら、もっと色々、考えてみようかな……」

「……いや、あの」

　自分を無視して、なにやら不穏な計画が進んでいる気がする。シンマはそう察知してなにか言おうとしたが、コトハまでもが、

「…………」

　と無言でミンクとタメをはるくらいに大きなバストを指で押して、なにやら考え込んでいるので、余計な口出しをすれば逆効果だと黙だまった。

「シンマは胸が好きなのか？　無のもか？」

「いやいやいやいや」

「そうよ。あなたのはまだまだこれからだけど、将来的にはどうなるか分からないからね。今から頑張って育てておきなさい。必ず役に立つから」

「そうか……ふん、別にお前に従うわけじゃないが、少し考えておこう」

「いやいやいやいや！　なんでさっきからオレをすっ飛ばして話が成立してるの!?」

　思わず二人の会話を止めに入ったシンマに、レイラは声を出して笑った。

「ほんとに面おも白しろい子たちね。シンマくんは幸せ者だわ」

「……だといいんですけどね」

　嘆息をしたシンマに、レイラは時計を見て言う。

「それじゃそろそろ行くわ。飛行機の時間も迫ってるしね」

「あ……お、お姉ちゃん、色々ありがとう！」

　ミンクがそう言って、レイラの手を握にぎった。

「わ、わたくし、頑張るから！　これまで以上に、沢たく山さん、努力するから！」

「ええ、期待してるわ。立派になったあなたを、いつかわたしに見せて頂戴」

　ミンクは、大きく頷いてぐっと拳こぶしを握る。

「だ、だから……向こうに行っても、元気でね」

「……あなたもね」

　そう告げて、レイラは、ミンクをそっと抱だきしめた。

　しばらくそのままでいた二人だったが、レイラは不意に、ミンクを放す。そして、

「……シンマ君、ちょっといい？　あなただけに話したいことがあるんだけど」

「え？……あ、はい」

　シンマは頷き、無を下ろすと「ちょっと待っててくれ」と言い残し、彼かの女じよについて歩き出した。少し皆みなから距きよ離りをとったところで、レイラは止まる。こちらへ背中を向けたまま、彼女は言葉もなく佇たたずんでいた。

　なにを言われるのだろうか、とちょっと緊張するシンマへ、

「……ありがとうね、シンマくん」

　ゆっくりこちらを向くと、レイラは、すっと頭を下げた。

「ど、どうしたんですか、いきなり」

「妹は、やっとわたしから抜け出せた気がするわ」

　目をしばたたかせるシンマへ、彼女はミンクを見つめながら、

「あの子は小さな頃から、わたしのことしか見ていなかった。お姉ちゃんに追いつく。お姉ちゃんみたいになる。だけど、わたしにはそれが正しい道であるとは思えなかった。ミンクは確かに、わたしより弱いかもしれない。けれど……あの子には、あの子にしか出来ないなにかがあるはず。そう感じてね」

「……オレもです」

　そう答えると、レイラは口元を緩ませた。

「あなたに出会い、言葉を交かわして――あの子は随分と変わったわ。そしてこの前、初めてあの子は『レイラ＝フィナーレの妹』としてではなく……ミンク＝フィナーレとして、独り立ちした。まだまだ先は長いけど……あの子はようやく、歩き始めたのよ」

　その、愛しむような眼差しに、シンマはふとある考えに行き着いた。いや、あるいは薄々気づいていたのかもしれない。だけど今、それが確信に変わったのだ。

「……あの、レイラさん」

「なにかしら？」

「もしかして、レイラさんは……最初から、ミンクを不合格にするつもりなんてなかったんじゃないですか？」

　レイラは、シンマの質問に小首を傾げる。

「どういうことかしら？」

「いえ……思えばレイラさんは、わざとミンクに対して突き放すような態度をとっていた気がするんです。そうして冷たく、厳しく接することで、ミンクに分からせようとしたんじゃないですか。大切なのは、能力ではなくて、それでも譲りたくないという、自分の強い信念なんだって」

　彼女は無言のままだった。しかしそれを、肯こう定ていの意味ととって、シンマは続ける。

「世界の意思に抗あらがう覚かく悟ごを見せろ……あなたはオレにそう問いかけました。それと同じことを、ミンクにもしたんじゃないですか。そのためにあんなことまでして追い詰めて、彼女に気付かせようとした。だから、レイラさんは――」

　しかし、その言葉は途と中ちゆうで遮られた。

　唇くちびるに、ほのかな温かさを感じる。レイラが、立てた人差し指をシンマの口に当てたのだ。

「そこまで。女の秘密に、あまりはっきりと触ふれるものじゃないわよ」

「……レイラさん」

「いいじゃない、わたしがどういう人間かどうかなんて。実の妹に対しても、容赦のない冷酷な姉――それで上う手まく回ることもあるのよ」

　レイラはふわりと、柔らかな笑えみを浮かべた。

「シンマ君、わたしの可愛い妹を……よろしくね」

　その表情に、シンマは鼓こ動どうが高鳴るのを感じた。それまで隠していたレイラの内面に、そっと触れたような気がして。それは、今まで以上に魅み力りよく的に思えた。

「じゃあ、そろそろ行くね」

「あ……はい。どうか、お元気で」

「シンマくんもね」

　トランクに手を添そえて、レイラは踵を返す。しかしそこで、

「……あ、そうだ」

　再び足を止め、彼女は言った。

「あれ、ほんとだから」

「……ほんとって？」

「言ったでしょ？　前に。シンマ君。あなたが、気に入ったって」

「あ、ああ」と、シンマは思い出して、照れくさそうに答えた。「……ありがとうございます」

「ううん。でも、だからね、伝えておきたいことがあって」

「なんでしょう？」

「今回はミンクに役目を譲ったけど、まだわたし、諦あきらめたわけじゃないのよ。機会があればまた日本を訪れるつもりでいるわ」

　レイラは振り返かえると、こちらに向かって歩き出だし、シンマの目の前で止まる。

「だからそれまで――」

　そして突とつ然ぜんに。彼女は体を屈め、シンマに顔を近づけた。

「――あなたを予約、しておくから」

　頬ほおに感じる、いわく表現しがたい、柔らかな感触。

「……へ？」

　それが、レイラの唇だと分かるまで……シンマには、しばらくの時間が必要だった。

「……あああああ！　あ、あんた、なにしてんのよ！」

「お、お姉ちゃん！」

　アリスとミンクが叫さけび、こちらに駆けつける。それより前にレイラはぱっと離はなれて、

「それじゃねー。皆さん、お元気でー」

　どこまでも軽い調子でそう言い残し、手を振って去っていった。

「……れ、レイラさん」

　とことんまで、読めない人物だ。シンマは、心底からそう思った。

「ちょっとシンマ！　どど、どういう流れであんなことされたわけ!?　み、ミンクを使徒に選んじゃうし！　あんた、ひょっとしてエターナルに行くつもりじゃないでしょうね!?」
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　アリスはシンマに飛びかかり、「どうなの!?　ええ、どうなのよ！」と必死な様子でシンマに問とい質ただす。

「そ、そうなんですか!?　シンマくん、そうなんですか!?　あ……ああ、でも、そうなるとお姉ちゃんの常に近くにいることに!?　そ、そんなの、勝てる気がしない！　シンマくん、違いますよね!?　いえ、エターナルに来てくれるのは、うれしいんですけど、でも、違いますよね!?　もう、えっと、ああ、わけがわからない！」

　頭を抱かかえて一人、悩なやみ叫ぶミンク。

「……今、レイラ＝フィナーレがしたのは一いつ般ぱん的に言う口づけ、と呼ばれるものですか？」

　純じゆん粋すいな目で、コトハが問うてくる。

「……そのようですね」

　改めて訊きかれると気恥はずかしいな、と思いながらシンマは答えた。

「不愉快でしたか？　シンマ様」

「い、いや、別に不愉快ってわけじゃ……」

「じゃあ嬉うれしかったのか！」

　無がなぜか、物もの凄すごく不満そうに尋たずねる。

「なんでその二択なの!?　オレの感情表現、ゼロと一!?」

「不愉快ではないと。……シンマ様のためにも、考慮に入れておく必要がありそうですね」

「いや、コトハさん、メモらないでください。なんか日々、そのメモが増えていくことに不安を隠しきれないオレなんですけども！」

　しゃがみこんで何やら書き込み始めたコトハに、シンマは取りすがる。

「ちょっと、あたしの話を聞きなさいよ！　どうなのよ、あんた！　とと、年上がその、好みだったりしちゃったりするわけ!?」

「そうなのですか!?　わわ、わたくしではやはりダメですか!?　包容力と呼ばれるものが必要なのですか!?」

「だああああ！　二人とも落ち着けって！　ここ、空港だぞ!?　国際的な場！　日本の恥、さらす、ダメ、ぜったい！　いや、二人とも外国人だけど！」

　焦あせって混乱するミンクとアリスにそう叫び、シンマは改めてレイラの方を向いた。

　彼女は既すでに、悠々とカウンターでチェックインするところである。

「って、もう、あんな遠くに!?　み、ミンク、いいのか、お姉さん行っちゃうぞ！」

　疲れ切った声で、シンマはミンクに言った。

「あ……す、すみません！」

　慌てふためきながら、ミンクは走った。

　全身から絞り出すような、大声を出す。

「レイラお姉ちゃーんっ！　またねー！」

　そして彼女は、跳とび上がって、手を振った。

「絶対、わたくし、強くなるから！　お姉ちゃんなんかに……負けないんだから！」

　追いつくではなく、負けない。

　憧あこがれではなく、対等に。

　その妹の言葉に、レイラはどう思ったか。

　こちらを振り向きもしないその背中からは、何も感じ取れない。

　しかし、その時――レイラはただ、前を向いたまま、親指を立てるのだった。

「お姉ちゃん……」

　それだけで充じゆう分ぶんだというように、ミンクは胸に手を当て、嬉うれしそうにそう呟つぶやく。

「……すごいお姉さんだったな」

　思わず、シンマはそう感想を漏らした。

　ミンクは、その場で目を閉じ、感じ入るように息をつく。

「……はい」

　そして、感情の偽りでもなく。自分自身への誤ご魔ま化かしでもなく。

　素す直なおに、心の底から、レイラを讃えるように。

「自慢の――お姉ちゃんですから」

　そう言って、ミンクは、いつもみたいな満面の笑みを浮うかべるのだった。
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あとがき







　お久しぶりです、空そら埜のです。

　数か月ぶりとなる「シンマと世界と嫁フラグ３」をお届け致しました。いかがだったでしょうか？　お楽しみ頂けたのであれば、幸いです！

　今回、読んで頂いた方にはお分かりでしょうが、ミンクメインのお話です。

　しかし、三巻は彼女を中心に据えようと思っていたものの、はじめ、どうも上手く話の「核」となるものが固まりませんでした。

　しかし、はてどうしたものかと悩んでいたところ、担当さんが二巻の打ち合わせ中に、

「（シンマには）お姉さん分が足りないと思うんですよ！」

　というようなことを仰おつしやりまして（うろ覚えなので詳しよう細さいは違った気もします）。

　当初は「そんなビタミンみたいな言われ方されてもな……」とも思いましたが、なるほど、その通りだとはっと気づかされました。

　確かに年上で、主人公を翻ほん弄ろうするタイプの人が現状いなかったのです。

　そこで、元々ミンクに姉がいる、という設定は自分の中であったので、これだ！　と思って登場させたのが、レイラでした。

　で、どうしてお姉さんヒロインが今までいなかったのかと思えば、別にぼくがお色気タイプよりも清せい楚そな感じとか元気っ娘の方が好きとか、峰不●子よりク●リスだよなあとか、ミサ●さんより綾●レイだよなあとか、天道か●みよりはあ●ねだし、いやでもフロー●よりかはビアン●だよな、だけどあれは幼おさな馴な染じみというバックボーンがあるし……とか、まあ、もう、キリないのでやめますが、そんなわけではなかったのです。

　意識して出していなかったというよりは、そもそもお姉さんキャラを出そう、という発想自体がなかった、といったほうが正しいように思います。

　というのも、ぼくには三歳上の実姉がいまして。

　俗に現実に妹がいる人は妹キャラが好きになれない、とか言いますが（必ずしもそういうわけでもないようですが）ぼくも同じようなもので、リアルに姉がいると年上に幻げん想そうを抱けないわけです。

「うふふ、●●くんはしょうがないんだからー」とか、言わないんです。現実の姉は。

　言わないんですよ！

　大切なことだから重ねて主張しましたけども、だから、「お色気系年上キャラ」という概がい念ねんがそもそも、ぼくの中になかったようなのです。

　尤もつともデビュー作には主人公に姉がいたわけなんですが、彼女の場合は年上というよりも、親代わり、保護者という役割を当てるために出していたので、その辺りは少し違うように思います。色気、あんまり、ないですし。

　要は、ヒロインとしての位置づけで出すか出さないか、ですね。

　ですがいざ書いてみると、中々に楽しいもので、今までと違った女性が描けて新鮮だったように思います。何事も、やってみなければわからないということですね。

　作家というのは厄やつ介かいでして、自分の妄想、欲求に従って書いているので、時にそうした問題が起こることもあるのです。

　そんな時、事を解決へと導いてくれるのが、担当さんという外部の存在です。

第三者の客観的視点によって情報がもたらされることにより、こちらの思ってもみない世界が展開され、作品の幅が広がるのです。またそれだけでなく、結果的にぼく自身の技術の成長にも繋がるのですから、ありがたいことであるなあと思います。

ともすれば自己満足に陥おちいってしまう恐れもある創作活動、ぼくがかろうじてそうなっていないのも、前述したような担当さんの冷静な作品分析あってこその物だねなのです！

　多分、担当さんも自分の妄想、欲求に従っていただけだと思いますが、そう解かい釈しやくすることが人間関係を円滑に進める上で必要なことです。それが大人の社会というものなのです。

　少々社会の裏の部分をお見せしたような気もしますが、そんなことはない、と目を逸そらしつつ次に進もうと思います。これも大人の社会です。

　さて、このあとがきを書いている上での最近、とある大作ＲＰＧが発売されました。

　大人から子どもまで爆発的な人気を誇ほこるそのゲームシリーズ、記念すべき十作目はなんと、オンライン対応となっています。

　インターネットを使ってリアルタイムで世界中の人と繋がり、ともに冒険するという、非常に近未来的なシステム。

それは普通ならまず出会うこともない、遠方に住む人とも仲良くなれるという、素晴らしいものなのです。

　賛否両論、色々な意見もあったようですが、やはり多くの人が購入し、幻想世界での生活を謳おう歌かしているようです。

　そんなぼくもご多分に漏もれずそのゲームを発売日に買い、多くの人と触れ合いながら、笑いあり、悲しみありの冒ぼう険けん譚たんを繰り広げ――

　ていると思ったのですが、なんか知らない間に、ソロプレイヤーになっていました。

　皆、仲良く「ボス一緒にいきませんかー」とか「あの時、助けてくれてありがとう！」とか言い合っているのに、ぼくだけ独りで黙々と誰とも喋らず魔物狩り。傷ついては薬草を使い回復（自分で）、ＭＰが減っては宿屋に泊って回復（自分で）、レベルが上がっては武器や防具を新調（自腹で）。

　オンラインなのに、繋がってない感が、もう、すごい。

　どうしてこうなった。

　恐らく、天性の人見知りがゲームにまで影えい響きようし、中々他のプレイヤーに声をかけられないのが原因の一つ、一つというか全て、アルファにしてオメガだと思うんですが、我ながらどうしたものかと思っています。

　幸い、友達が何人かやっているので、彼らと一緒に遊んだりはしているのですが。

　ゲーム中に出会った知り合い（フレンドといいます）がほぼゼロというこの事実。

　おまけにフレンドになったとして、その人がログインしたのを見ても「今、忙しいかもしれない」とか「実はお義理でフレンド登録をしただけで、本当はぼくに声をかけられるのを嫌がっているのかもしれない……」などと思って、やはり誘うことが出来ない。

　人と対する時のマイナスな考えがより増したマイナスを呼び、結果的にマイナスのまま何も発展しないという、物凄く嫌な人見知りあるあるみたいになっているのが現状です。

　ゲームでさえ……ゲームでさえぼくはこうなのか！

　そう自問自答しながらも、「まあ、しょうがないよね」と早々に諦めて、今日もパーティを組んでいる人を横目に、毎日、孤独に魔物を狩る毎日です。

　と、なんか「なんでオンラインゲームやってんだよ」とつっこまれそうな感じですが、これはこれで、結構楽しいので、満足しているのです。本当に。まじで。泣いてない。

　ゲームの話題はこの辺りでやめておくことにします。これ以上書くと、やっていない人にはさっぱりになりそうなので。

　シンマも無事に三巻目となりまして、お話の方も、少しずつ動いている感じです。

　シンマやヒロイン三人たちも、一巻に比べると、個人個人の考えや、行動も変わりつつあるようです。

　誰かと関わる以上、それが良いものであれ、悪いものであれ、影響を受けるのが人間という生き物です。

　泰然としているように見えるこの作品の主人公も、様々な出会いを通して、何かしら思うところがあるのかもしれません。

　元々、でかい背景だけど舞台は小さい、をコンセプトとしているので、中々全体像が見えにくいとは思うのですが、その中で結末に向けて頑張っていきたいと思います。

　さて、ここからは謝しや辞じを。

　担当Ｎ様、いつもいつも、様々なアイディアをありがとうございます。一人ではアップアップなぼくですので、何かと非常に助かっております。

　イラスト担当のにろ様。レイラの絵が上がってきた時、ぼくの脳内をトレースしたのではないかと思うくらいにイメージぴったりで驚きました。実力ある方に挿絵を描いて頂くのは、本当にありがたいことであると思います。

　様々な場面でメッセージ等をくれる方々、本当にありがとうございます。五ご里り霧む中ちゆうの中、不安に揺れながら一歩、また一歩と進んでいなければならないこの仕事、皆様が掲げて下さる光が頼りでございます。

　そして最後に、何より、全ての読者様へ。

最大限の、感謝を。

　それでは、次でお会いしましょう。





八月　空埜一かず樹き　ＢＧＭ　「ジャック・ナイフ」

ＨＰ　「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


空埜一樹先生／にろ先生
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